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はしがき 

 

 

この報告書におさめたインタビューは、感染症の拡大防止のため行動制限が課され

るなか、ほとんどがZOOMを通して行ったものである。自分自身の研究テーマや関心

を幅広く設定し、さまざまな関係者に対し、インタビューを依頼した。この報告書で

は、そのうち、当事者(親・ドナー・代理母・出生者)や当事者グループを対象とする

ものを紹介した。 

近年、世界では、第三者が関わる生殖技術からの出生者に関して、大変興味深い現

象が広がっている。自宅でできる遺伝子検査の普及である。人々は自分の祖先などに

対する興味関心から、この検査を気軽に受ける。クリスマスプレゼントとして友人な

どから贈られる人もいる。その結果、自身が精子提供等で生まれてきたことを発見す

る人が後をたたない(あるいは、母親の秘密を知ってしまう人もいる)。また、その事

実を知った上で、ドナーやドナーきょうだい探しに盛んに利用されている。 

遺伝子検査の普及により、20 年、30 年前の過去が暴かれている。何十人ものドナ

ーきょうだいを発見したり、母親の主治医がドナーだったことを発見したりする人も

いる。 

近年、you tube や podcast, spotify などの SNS で自身の経験を語る出生者が増えて

いる。遺伝子検査の普及が人々に新しい経験をもたらしていることと無関係ではない

だろう。 

国内でも、同様の現象が今後広がりを見せるのだろうか? 例えば、Haplo2.0 という

商品は、アジア圏で商品展開されており、「民族構成や祖先の移動経路を知る、あなた

のルーツをたどれます」と人々の関心を惹きつけようとしている。日本は民族的な均

一性が比較的高いと考えられているため、こうした検査に人々がどれだけ関心を持つ

かは不明である。しかし、ダイエット等を目的に体質を知るために遺伝子検査を利用

する人は今後増えるかもしれない。そうなれば、日本でも今後、同様の経験が繰り返

される危険性は目前に近づいている。 

ZOOM で行ったインタビューを私自身の研究に生かすだけでなく、日本語で要約

することによって、国内の研究者やメディア関係者、関心を持つ人々にシェアするこ

とを企図した。 

 

                               2023 年 2 月     

日比野 由利 
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Counseling for gay couples who want to 
be parents. 

   

 代理出産を希望するゲイカップルへの 

カウンセリング 

 

 

Interviewee 
 

Dr. Elliott Kronenfeld 
 

    

  

Q. カウンセラーとしてのキャリアやバック

グラウンドについて教えてください。 

ヒューマンセクシュアリティの分野

で PhDを取得した。そして臨床ソーシ

ャルワーカーの有資格者として仕事を

している。セックスセラピーの有資格

者であり、スーパーバイザーもしてい

る。 私生活では、ゲイとして、代理出

産と養子縁組で家族をもった。 

 2000 年代の初めに生殖の分野で仕事

を始めた。クリニックやエージェント

のカウンセラーを経験した。世界中を

旅行していろんな文化を研究した。

人々はどのように第三者生殖を利用し

て家族を形成しているか。それぞれの

国ごとに法的枠組みがある。  

しばらくしてエージェントを辞め、

自分で独立して臨床を始めた。たくさ

んの会議で講演もしたし、たくさんの

生殖医療の医師とも仕事をした。ドナ

ーと依頼親のスクリーニングにもかか

わった。親になりたい個人や家族のた

めのカウンセリングも提供してきた。

カウンセリングの目的は、親になりた

い人に対し、代理出産などを依頼した

場合の移動、社会的、情緒的問題につ

いてちゃんと理解できるよう情報提供

すること。これには、養子だけでな

く、いろいろなタイプの生殖補助医療

の利用を含んでいる。  

世界中のカップル、国際カップルに

サービスを提供してきた。現在は中国

でのビジネスが増えている。それ以外

にはフランス、スペイン、アイルラン

ド、UK、など。世界の生殖医療に関す

る法律は変化が著しく、法的親や子ど

もの市民権に関する情報提供を行うセ

ッションもある。  

  

   

Q. 代理出産を希望するゲイカップルに、

どのようなカウンセリングを提供してきまし

たか?  その間、カウンセラーとしての取り

組みに変化はありましたか?  

これまで、15年に渡ってさまざまな

分野でカウンセリング・サービスを提

供してきた。  

例えば、1)第三者生殖を依頼するこ

とを考え始めた人のためのイントロダ

クションのための 1-2回のコンサルテ

ーション。2)より集中的なミーティン

グ(特に、カップルのどちらかが消極的

な場合、どのように進めるか、丁寧な

カウンセリングが必要になる。プロセ

スを通じて、カップル関係が強固であ

ることが非常に重要だから。3)代理母

と卵子ドナーを依頼することを決めた

人に対する集中的なサポートカウンセ

リング。代理母や卵子ドナーとの境界

を明確にすることや、コミュニティ、

家族、子どもに対しどのように伝える

かの計画を立てるのを手伝う。彼ら自

身のストーリー仕立てを作ることで、

他の人に対して自信をもって話すこと

ができる。  

代理出産に関するカウンセリングの

領域は、自分がこの仕事を始めてから

だいぶ変わった。現在では、たくさん

の知識がある。15年前は、クライアン

トはほとんど何も知らなかった(生殖自

体についても)。今は、テレビ、映画、

本などで代理出産について知ることが

できる。有名人も代理出産を依頼して

いる。その結果、代理出産について

人々の話題にのぼるようになってき

た。今は、基本的なことを教えること

に時間を割く必要はなく、セッション

の中で誤った情報を正すことにもっと

時間を使うようになった。  
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ゲイカップルは、前に比べてもっと

情報を持っているし、希望をもってセ

ッションにやってくる。家族を作ると

いう将来像に対して、不安は少なく、

むしろ強い期待をもっている。しかし

それはそれで、別の問題があるので、

修正しなければならないが。  

  

  

Q. ゲイカップルの親にとって、リベラル 

な地域に住むことは重要ですか?    

カウンセリングでは、ゲイカップル

を病理化しないように、そして文化に

対して敏感になるようにとても注意を

払って行っている。カウンセリングで

は、人々により選択肢を与えることに

フォーカスしている。  

クローゼットに籠るか、カミングア

ウトするかによって、住む場所を変え

るカップルはたくさんいる。代理出産

を依頼しようとするゲイカップルに告

げるのは、社会に対してカミングアウ

トしないでいることはできないという

こと。子どもたちはとても正直だか

ら、同性親についての情報は必ず知れ

渡る。そのことで必ず対処しなければ

ならない問題に直面するだろうという

こと。この種の問題についは、カウン

セリングの最初に議論する。  

  

  

Q.  ゲイとレズビアンのカップルが共同親

権で子供を持つということは、最近でもよく

ありますか?   

事情はだいぶ変わってきている。結

婚は、社会的文化的契約のことでその

目的も変化してきている。  

国によって事情が違う。米国では、

同性婚が 15年前に認められた。現在で

は、結婚しないで法的に家族をつくる

カップルが増えた。スウェーデンで

は、ゲイでもヘテロでも結婚しないで

家族をつくるカップルがごく普通のこ

とだ。  

結婚と家族を作ることは別の問題だ

と思っている。  

Q. これから代理出産で子供をもちたいと

思うゲイカップルが一番心配していること

は何でしょうか?  カウンセリング等ではど

のようにアドバイスしますか?  

主に 3つの問題を挙げることができ

る。  

一つ目は、費用の問題。この問題を

扱うには複数の方法がある。クライア

ントは家族をつくるためにいくら用意

できるのかを考えなければならない。

たくさんのクリニックやエージェント

が、パッケージを用意している。そし

て、契約書には、余分な費用を支払わ

なくてもいいような条文が含まれてい

るだろう。クライアントは、次のよう

なことを事前にしっかりと考えなけれ

ばならない。例えば、二人とも遺伝的

父親になりたければ 2人の子どもが必

要になるし、複数の子どもを持つ際に

同じ卵子ドナーを使うのかどうか。何

人の子どもが欲しいかによって必要な

受精卵の数も違ってくるだろう。  

二つめは、コントロールの問題。  

自分のクライアントのゲイカップルに

は、代理出産のプロセスにおいて、依

頼者は最も重要ではない存在だという

ことを伝えている。つまり、重要度に

ついて、次のような順番であるべき

だ。 

1)既に誕生している子どもたち、代

理母、そして卵子ドナー、2)代理母や

卵子ドナーの医学的リスク、3)代理出

産で生まれる子ども、4)クライアン

ト。  

クライアントは、ギフトの受取人だ

から、運転手の席にすわるべきではな

い。これは、伝統的な方法で子どもを

持つヘテロカップルの場合でも同様

で、男性はコントロールをすべきでは

ない。実際には、医師や代理母がコン

トロールするものだから、依頼親は、

信頼するしかない。代理母になる女性

は、妊娠が初めてではないので、男性

は彼らを信頼する態度を身につけなけ

ればならない。  
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ゲイカップルたちは、代理母をコン

トロールしたがる。代理母の食事、仕

事など。しかし女性はカップルのため

に仕事をしているわけではないという

ことを知らなければならない。パート

ナーと協力的な関係を築き、密接な関

係を持っていればそれがコントロール

の感覚につながる。  

三つ目は、不安のマネジメント。   

代理出産のプロセスが始まると、不安

が次第に増してくる。これは、クライ

アントから親になることに対しての導

火線のようなもの。不安は、子どもが

生まれると同時に去ってくれるもので

はない。実際には、子育ての世界へよ

うこそ、となる。親は子どもをコント

ロールできないものだという現実を理

解してほしいと思っている。  

  

   

Q. 子どもを持つことは、同性カップルの親

密性にどのような影響を与えますか?   

異性愛の法律婚カップルは子どもが

できた後、親密な関係が急激に低下す

るということがよく文献などでは指摘

されている。文化的な要素もあるが、

一般的に言って、子どもを持つことで

親密性が増すものではない。  

ただ、第三者生殖で子どもを持とう

とする人にとって、それはよりバラン

スが取れたものになるだろう。という

のもそれは非常に意図的なものになる

から。だからストレスに対して、チー

ムとしてどう協働するかについて心の

準備ができている。  

子育てをしているとき親密性は低下

する。特に米国の文化では、子どもを

まず優先する。代理出産の場合ならな

おさら。カップルには優先順位を次の

ように置くことを勧めている。1)自己

ケア、2) 結婚、3)子どもたち。子ども

を持つ目的は、子どもたちが去るよう

にすること。つまり、独立できるよう

にすることだ。多くの親たちが、親を

やっているうちに相手との繋がりを見

失う。そして、子どもが独立したあと

に離婚するケースも少なくない。この

ような事態を避けるために、優先順位

を意識して、子どもたちの存在が親密

性にとって妨害になる可能性を念頭に

おいておく必要があると思う。  

  

  

Q. 同性カップルにとって、養子はポピュラ

ーですか?    

養子もさかんに行われている。三種

類の方法がある。1)国際養子(ゲイカッ

プルにこの選択肢はない)、2)養子のエ

ージェントを通したプライベートな養

子、3)里親制度を通じた養子。  

それぞれの方法は全く別個のもの

だ。だからカウンセリングではその違

いを明確にする。そうすれば、カップ

ルは、自分たちの選択をはっきりさせ

ることができる。養子を選ぶ理由は個

人的な考えを反映している場合もあ

る。例えば、人口増加を気にしている

人、またはすでに生まれた子どもに対

して家庭を与えることに関心がある人

などがある。それから、自分が養子だ

ったから、という社会政治的に強固な

理由を持つ人もいる。養子の方が早い

し安い、コントロールしやすいなど 

の理由で選ぶ人もいる。  

  

  

Q. 代理出産を依頼できるのは高所得の

ゲイカップルに限られ、 所得が少ないゲイ 

カップルは諦めますか?  

代理出産には高額な費用がかかる。

だからよりたくさんの蓄えがある人が

選択肢を持つ。経済的に困難な人はす

べてのオプションを徹底的に精査する

必要がある。例えば、卵子提供をシェ

アするとか、凍結卵子を購入するなど

の方法がコスト削減になる。  

Men Having Babies は、ゲイカップル

の親を支援するプログラムを持ってい

る。医師、エージェントとも協力関係

がある。だから、その支援プログラム

を受けるカップルに対してはディスカ

ウントを提供している。  
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遺伝的つながりがどの程度重要なの

かを考えるのも大事だ。ある人にとっ

てそれは非常に重要なことであるし、

ただ親になりたいだけの人もいる。こ

れらのことを考えることで、目的を達

成するためには何をすればいいかが特

定できる。例えば、家を二番抵当に入

れて新たにローンを組むか、節約する

か、物価が安い所に引っ越しするか? 

家族から援助が期待できるか? 等。  

2人の子供を代理出産で持つのは高

額な費用がかかる。一人を養子にする

というのも費用を抑える選択肢の一

つ。自分の場合は代理出産で子どもを

持ったが、それ以外に養子を一人迎え

た。カップルに自分の個人的な経験を

シェアすることもある。遺伝的につな

がっていない子どもより、つながって

いる子どもの方が可愛いと感じるので

はないかといった不安を和らげること

ができる。  

   

  

Q. 卵子ドナーは匿名が好まれますか? そ

れとも、open identity donor が好まれま

すか?     

オープンアイデンティティのドナー

の場合、その境界線をどのように引く

かということはカウンセリングの非常

に重要なポイントとなる。(家族や友人

から提供を受けた場合など)  

エージェントを通して代理出産を依

頼する場合、多くの人は匿名ドナーを

依頼しがち。自分はカップルに対して

卵子ドナーは決して子どもに対する権

利を主張するようなことはないと請け

負う。親子関係についての法的枠組み

があり、そのような状況は起こり得な

い。  

心理学者の立場からは、子どもにと

ってドナーの情報にアクセスできるこ

とはアイデンティティーにとって重要

だと告げている。卵子ドナーで自分の

身元を明かしてもいいという人は結構

いる。しかし、実際に会いたいとは思

っていないことが多い。例えば、子ど

もに重大な健康上の問題が起こったと

き、ドナーは連絡を受ける。どのよう

な状況で、どのように特定されてもい

いのか、ドナーによって幅がある。ど

の程度の情報を受け取れるかは、子ど

ものアイデンティティ形成にとって重

要だ。  

例えば、自分の娘の場合は、卵子ド

ナーの名前を知っていて、彼女の写真

を持っている。それがあることで、ド

ナーとどこが身体的に似ているか、把

握できる。養子の子どもは、モルトバ

の孤児院で 2年間過ごしてから、我が

家に来た。娘の場合とは違って、彼の

場合は先祖が誰か、全くわからない。

それは彼にとって困難なことだ。  

養子の場合でも、推奨しているのは

同じこと。可能なら最初のうちに遺伝

的親とコネクションを持っておくこと

だ。そうすれば子どもは自分が誰かを

理解できる。出自を知ることが、人の

アイデンティティにとって根本的な問

いであるという影響力を決して低く見

積もってはならない。  

  

  

Q. 子供が、将来、卵子ドナーや代理母に

会いたいと言った場合、ゲイカップルの親

はどのようにサポートしますか?  出自を知

る権利について、どのように考えています

か?  

概ね、代理母とは継続的に関係を保

っている。子どもも代理母と近しい関

係を持っている。例えば、自分の場合

には、家族の休日の日には、代理母と

代理母の娘と過ごした。代理母の娘と

自分の娘はとても仲がいい。交流の程

度や頻度については子どもたちが成長

するにつれて親同士で調整する必要が

あるだろう。誰のお腹から生まれたの? 

というのは、子どもたちがいつも知り

たいことだ。卵子ドナーの関与はもっ

と少ない。だから卵子ドナーとの関係

はあまりない。  

カップルには、子どもにはオープン

に話すようアドバイスしている。それ
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は、子ども自身のストーリーだ。どう

やって生まれてきたのか。など。今は

それについての子ども向けの素晴らし

い本がたくさん出ている。  

  

  

Q. 一般に、異性カップルとくらべるとゲイ

カップルの場合は、代理母との交流により

積極的だと言われていますが、それは正

しいですか?    

そのとおりだと思う。それには理由

がある。ゲイカップルが代理出産を依

頼しようという場合、何度も不妊治療

を失敗してからのことではない。ヘテ

ロカップル場合、ものすごいトラウマ

と喪失の体験がある。何度も体外受精

をやって失敗し、流産も経験する。そ

こには深い絶望がある。  

女性のパートナー(ヘテロないしレズ

ビアンカップル)が代理出産を依頼する

場合、第三者を依頼しても、母親とし

てのアイデンティティは失われないと

いうことを理解してもらえるよう援助

することが重要だ。そして、男性のパ

ートナーは、無力感を覚えていること

が多い。それとは反対に、ゲイカップ

ルは、喜びや希望、ワクワクの気持ち

でプロセスに参加する。この違いは、

代理母と依頼親の関係にも反映される

のは明らか。  

マッチングの際、そのカップルにと

ってベストなシナリオは何かを議論す

ることは大事。子どもが生まれたあ

と、どんな人生を望むのか? などの問

いを精査する。例えば、代理母と近く

に住んでいる場合、代理母は子どもに

とっておばさんのような存在になるの

か? もしそうなら、カップルは代理出

産のプロセスの間、関係を自然ななり

ゆきにまかせるのがいい。出産後、カ

ップルは新生児の世話に圧倒され、ヘ

トヘトになるものだということを代理

母に告げておくことも必要。そのた

め、出産後、一般に代理母と依頼者の

関係はややテンションが下がる。  

出産後、代理母をどのようにケアし

たらいいかを知るのに、カウンセリン

グは役立つ。代理母は出産後、依頼親

とのつながりが失われたと感じること

はありうる。代理出産は“究極のベビー

シッティング”だといえる。代理母は子

どもを手元においておきたいわけでは

ないが、自分は何か特別なことをした

と思っている。だから、もし関係性が

ポジティブなら、出産後の悲嘆は、依

頼親との結びつきの証だといえる。  

  

  

Q. 育児についてはどのように分担されて

いますか?    

このことは、カウンセリングの最初

に議論することだ。大抵は、どちらが

より稼いでいるか、どちらか一方が主

要な育児の担い手となることを望んで

いるのか、家族外の人たちの助けが得

られるのか、などを考慮する。  

  

  

Q. 代理出産で生まれた子供にとって、家

庭の中と外では、価値観が 180 度違う場

面に直面するケースがありうると思いま

す。どのように対処しますか。  

研究によれば、子どもたちは、問題

なく成長している。そのことを伝える

自分なりの方法を見つけている。その

ため、親は子どもの世界から身を引く

必要がある。もし、家庭の中で代理出

産が普通のことになっていたら、その

ことを議論したり説明したりするのに

問題はないはずだ。  

親(特に保守的な地域に住んでいる人) 

にとって重要なことは、小児科医、幼

稚園の先生、小学校の先生などに話し

ておくことだ。そうすれば、子どもの

ことをよく理解してくれる。  

年齢にあった本を渡してくれたり、

クラスでいろいろな家族についての話

をしたりしてくれる。このようなサポ

ート体制、ネットワークを作ることは

非常に重要だ。  
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Q. 遺伝的父親はどちらなのかについて、

いつ頃、どのようにテリングをするのが一

般的ですか?    

カップルと医師以外の人に対して、

その情報をだれに渡すかは、カップル

が決めることだと伝える。というの

は、誰か周りの人が不適切な質問をし

てくることもあるかもしれない(どちら

が遺伝的父親なの? とか )。だから最初

から境界をはっきりさせる必要があ

る。  

子どもが産まれることについての一

般的な説明をするあいだ、子どもたち

が自分でその質問をしてくるのを待つ

のがよいと親にはアドバイスしてい

る。もし子どもたちが聞いてきたら、

そのときに答えればいい。子どもが聞

いてきたことだけに答えればいいとア

ドバイスしている。子どもの質問に答

えて、それから、まだ他に聞きたいこ

とはある? と聞けばいい。真実を伝え

ること、そして、子どもたちが聞いて

きたことに対して十分な情報を与えて

きちんと答えることが大事。  

  

  

Q. 同性カップルの子供たちが、学校生活

などで差別を経験したりストレスを覚えた

りした場合に、カウンセリングなどサポート

を提供する機会はありますか? 

 親に言っているのは、子どもたちは

必ず学校でいじめられたりからかわれ

たりするだろうということ。ゲイの父

親を持っているということが、その理

由になる。子どもに、自分の家族につ

いて他の子どもにどのように話すかを

教えておけば、この問題を和らげるこ

とができる。例えば、家での会話と、

外での会話を区別することを教える。

“あなたはこの方法で生まれたのだか

ら、他の子どもたちよりもっとたくさ

んのことを知っている。友人は好奇心

でいろいろなことを質問してくるし、

丁寧に説明しなければ理解できないよ”

と。このように教えれば、子どもたち

は安心する。これらのことを教えるの

は、親の仕事だ。子どもたちが希望す

る時に親は説明する義務がある。  

もし、からかいが発生したら(それが

どのようなものであれ)、相手の親のと

ころへ行って話し合うことを勧める。

他の家族が、ゲイの親の子育て能力つ

いて間違った見方を持っているとする

なら、自分たち家族の権利擁護が必要

になる。  

  

  

Q.  同性親を持つ子供たちのグループな

どはありますか?  これらの子供たちが交

流する場はありますか?    

オンラインで、たくさんのサポート

グループを見つけることができる。例

えば、Gay Dadsというキーワードで検

索すれば、数百もの結果が表示される

だろう。カンファレンス、プレイグル

ープ、その他の集い。ゲイの親たちが

自分たちの心配ごとをシェアし、違い

にサポートをしあう。そして子どもた

ちを連れてきて一緒に遊ばせることも

できる。  

ゲイの父親のためのグルーブでは、

代理出産だけでなく、子どもをもつゲ

イの父親は誰でも参加資格がある。  

  

  

Q. 体細胞から配偶子が作成できるように

なった場合、同性カップルの間で、普及 

すると思いますか?  

最近、英国心理学会でそのことにつ

いてプレゼンテーションをした。倫理

道徳的な問題は脇に措くとして、その

ような技術の発展は、問題の核心を必

ずしも捉えていない。というのも根本

的な問いは、自分は親になりたいのか? 

ということだから。だから、“どのよう

にして” ということは、まったく別の

問題。最初の立ち位置は、自分は何者

か? そして、自分の人生経験として何

が欲しいのか? もし家族を作ったな

ら、その家族はどう見えるのか?などを

考えていく。  
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両方の親と遺伝的につながった子ど

もを作るという考え方は、ヘテロカッ

プルにとっては当たり前のことだが、

ゲイカップルにはそのような考え方は

ない。だから、遺伝子や生物学的なつ

ながりは、そのカップルにとってどの

くらい重要なのかを精査することが重

要。目的は何なのか?  ある人は遺伝的

つながりを求めるが、別の人は、幸福

感や健康な子どもが欲しいだけ。カウ

ンセリングが始まる前にはこうしたこ

とをきちんと考えていない男性たちが

多いが。  

  

  

Q.  子宮移植について: 子宮の提供を受け

て、自分で子どもを産みたいゲイカップル

はいますか?   

スウェーデンで行われた最初の研究

のとき、患者に対してカウンセリング

を実施したことがある。そして今も自

分の子宮を提供したクライアントを担

当している。子宮移植は科学の進歩に

ついてのエキサイティングな領域だ

が、男性の身体に子宮を置くだけでは

実現しない。女性ホルモンも打たなけ

ればならない。だから、現時点では遠

い将来のことだし現実的ではないと思

う。そして、男性の多くは妊娠に興味

がない。子どもを産むときの痛みを経

験したくはないと思っている。それは

男性にとっては、サイエンスフィクシ

ョンに近いものだ。  

  

  

Q. コメント  

文化の影響は非常に重要だと思う。

文化がジェンダーや概念を規定してい

る。ゲイの男性や、男性にとってそれ

がどういう意味を持つかといったよう

なこと。米国では、リベラルな都市

と、保守的な都市とでかなり違ってい

る。それぞれの場所で交わされる会話

は全く異なっている。国によっても、

彼らがどの文化から来たかによって

も、カップルのあり方は全く異なって

いる。  

  

  

(2021 年 9 月)  

 

 

 

Dr. Elliott Kronenfeld   
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Surrogacy journey of gay father who opted 
for surrogacy in India. 

 

インドで代理出産を依頼した Gay Dad の

経験 

 

Interviewee 
 

Mr. Hans M. Hirschi 
  

  

Q. プロフィールを教えてください。 

スイスで生まれ、一定期間、米国に

住んでいたが、学校を終えるためにま

たスイスに戻っていた。その後、銀行

員としてキャリアを積んだ。1992 年か

らスウェーデンに住んでいて、スイス

とスウェーデンの二重国籍を持ってい

る。2001 年に今の夫と出会い、現在、

結婚して 16 年目になる。代理出産で生

まれた息子の Sasha がいる。  

語学の教師をしていて、その後、フ

ィクションの作家となった。それは、

育児休暇がきっかけ。スウェーデンで

は、両親が合計で 1 年間の育児休暇を

取れる。ゲイカップルの場合は、異性

カップルに比べて育児休暇を平等にと

る傾向がある。だいたい半々くらいず

つ取得することが多い。  

当時勤めていた会社の CEO と顔を合

わせて仕事をする機会はなく、仕事を

辞めて最初の予定より長く育児休暇を

とることになり、物語を書き始めた。

最初の小説を 2 週間で書き上げ、それ

以来、フルタイムで作家をしていて、

副業でコンサルタントとツアーガイド

をやっている。  

今まで 23 冊の小説を出版し、1990 

年代からブログも公開している。自分

と夫が、最初に親になるための旅に乗

り出したとき、その時に考えていたこ

と、理由づけ、感情などを書き留めて

おくことが大事だと思った。ほぼ毎日

のようにブログを更新していて、フォ

ロワーもたくさんいる。このことは、

同性婚やゲイカップルによる家族形成

の増加に関する世界の動向を映し出す

ものだ。  

ゲイカップルが養子縁組みをするこ

とは西欧社会の大部分では長い間行わ

れていたが、ヨーロッパの多くの国で

は違法だった。そしてスイスではごく

最近、法改正がなされてゲイカップル

の養子縁組が可能になったばかり。ス

ウェーデンで最初の養子をとったゲイ

カップルの子供には、心臓疾患があっ

た。それは異性カップルなら希望しな

い子供だった。  

自分と夫が、家族を作りたいと思っ

たとき、養子への道は閉ざされていた

ので、それ以外の選択肢を探すしかな

かった。遺伝的どうのこうのというこ

とは、気にしていなかった。  

  

  

Q. 子どもを持ちたいと思ってから、インド

で代理出産を依頼し、帰国するまでにつ

いて簡単に教えてください。  

自分は 1967 年生まれで、夫は 1979 

年生まれ。年齢差があるので、パート

ナーが親になる心の準備ができるまで

待たなければならなかった。自分は元

から親になりたいと思っていたし、子

供がいない痛みは耐えられないと度々

思っていた。特に、経済的に余裕がで

きてからは、ますますそうなった。ず

いぶんまえから子供の名前も考えてあ

った。最初の子には、 Sasha とつけよ

う。ミドルネームは Daniel Suria だ。こ

れは、夫とインドの代理母に因んでい

る。  

2009 年 10 月頃、夫とともに、家族

作りをスタートさせた。全てのオプシ

ョンを検討した。しかし、自分の年齢

のせいで、スウェーデンで養子を取る

のは難しいとわかった。そもそも、ス

ウェーデンでは、国内養子は年間 0-1 

例くらいしかない。法律は、生物学的

親子の結びつきを固持しており、ネグ

レクトされた子供を生物学的親のもと

に返して死亡したケースも複数報告さ

れているほどだ。それ以来、法律が改
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正され、里親として養子をとることが

できるようになったが、ソーシャルワ

ーカーによるサポートの欠如のせい

で、そのようなケースは実際には極め

て稀だ。  

国際養子に関して、スウェーデンは

常に先陣を切ってきた。1950 年代以

降、韓国から国際養子がなされてき

た。その後、1970 年代以降、チリか

ら、その後ケニアやロシアからの国際

養子が行われた。スウェーデンの国際

養子は、ペンテコステ派の教会が主催

する私立のエージェントによって行わ

れていた。  

彼らは、反ゲイで知られていて、も

し自分たちが国際養子を取りたいと思

っても、大きな抵抗にあうだろうと予

想できた。現にその当時、スウェーデ

ンのゲイカップルで、国際養子を許可

されたケースは存在しなかった。それ

で、国際養子も見込みがないと結論づ

けた。  

元々は、代理出産を依頼しようとは

思っていなかった。里親を必要とする

子供のサポートをしたいと思っていた

ので。しかし、里親に申請しようとし

たとき、ホモフォビアに遭遇した。そ

れが非常に大きな障害になったもの

の、2010-11 年頃、許可がおりて、待機

リストに登録することができ、子供と

マッチングされるのを待つことになっ

た。  

ついに、2011 年 12 月、里親を必要

とする子供がいると連絡を受けた。ペ

ルー出身の 5 歳の男の子で、生まれた

時から親から性的虐待を受けていた。

彼を引き受けることに同意した。しか

し、ソーシャルワーカーが注意義務を

怠っていたことが明らかになった。息

子がゲイカップルの家族に引き取られ

ると知った実の母親が反対し、結局、

その子を里子にとることはできなかっ

た。その子を里子にもらう話を得るま

で、4-5ヶ月も費やしていた。自分は子

供を迎えるために既に会社を退職して

いたのに。その時、自分の世界が崩壊

していったのを感じた。そしてとうと

う、代理出産を依頼するという最終的

な決断に至った。インドで代理出産を

依頼できるのは 45 歳までだということ

を思い出して、焦った。  

自分と夫は、ウェブサイトを検索し

て、ボンベイにあるエージェントを見

つけた。そのエージェントは 20 年もの

経験を持っていて、評判も良かった。

そしてそのエージェントに直接連絡を

取った。その時、全てスカイプを通し

て行った。スウェーデンでエイズや性

感染症のテストを行い、プロセスに進

めることを確認した。  

その時わかったことだが、夫は、父

親になることにそれほど熱心ではなか

った。なので、まずは自分の精子を使

用することにした。インドに渡航し

て、精子を採取した。インドを訪問し

たことは、とても奇妙な経験だった。  

その後、卵子ドナーを選んだ。イン

ドでは、卵子ドナーと代理母は別の女

性だ。それは、代理母が子供に愛着を

持つのを避けるため。ウクライナや南

アフリカの白人の卵子ドナーを選ぶこ

ともできたが、インド人の匿名ドナー

を選ぶのが一番安い方法だった。自分

と夫が調べたところでは、スウェーデ

ンでは、身長が高い方が、社会的に成

功する可能性が高いということだっ

た。だから、卵子ドナーも身長 175cm 

の女性を選んだ。このドナーはあるエ

ージェントの特別パッケージで見つけ

たものだ。  

当時のインドでは匿名ドナーだけが

許可されていた。何枚かの写真とプロ

フィールは付いていた。ドナーはイン

ド人の祖先を持ち、高学歴だとわかっ

た。だから、息子はインド人とのハー

フになる。  

  

  

Q. インドの代理母や彼女の家族と会いま

したか?    

妊娠はしっちゃかめっちゃかだっ

た。代理出産は普通の妊娠と違うし、
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エージェントからの情報は過剰だっ

た。2 週間後、妊娠していたのは双子

で、そのうち一人は徐脈だとわかっ

た。グーグルで調べたところ、それは

致命的なことだと知り、不安だらけに

なった。しかし研究によると、それは

かなり広くみられることで、妊娠初期

の場合、検出されないままのことがほ

とんどだということだった。幸い、

Sasha は無事に成長し、たくさんの写真

が送られてきた。  

代理母はとても小さな女性だったの

で、健康上の問題がたくさん生じた。

評判の良いエージェントを選んだの

で、代理母はよくケアされ、良い病院

で扱われた。代理母は子宮頸部が短

く、流産のリスクが高かった。だから

妊娠 6ヶ月で、彼女は病院に入院する

ことになり、最後の 1ヶ月はずっとベ

ッドの中で過ごした。Sasha は 8ヶ月の

とき、帝王切開で生まれた。  

代理母、彼女の夫、代理母の 3 人の

子供たちにも会った。それで思ったの

は、彼女はとても小さいので、西欧人

の大きな子供を産むのは無理だったの

ではないかということだ。帝王切開は

代理出産ではごく普通のことだ。  

代理母はとても丁寧に扱われたと思

っているし、代理出産の報酬によっ

て、彼女と彼女の家族の生活は劇的に

変化したと思う。彼女は子供に良い教

育を与えられただろうし、多分、家も

買っただろう。  

  

  

Q.  インドの慣習や文化の違いにフラスト

レーションを感じたり、戸惑ったりしたこと

はありましたか?    

自分(の代理母)が妊娠している間、保

守的なロビーグループからインド政府

へ強い圧力がかかっていた。2012−13 

年頃に、複数のスキャンダルがあり、

政治論争にまで発展した。  

 
1  Norway princess in secret India trip to play 

nanny. Reuters DECEMBER 4, 2012 

この頃、ノルウェー王室の王女のス

タッフが夫とともに代理出産を依頼す

る目的でインドに渡り、子供を連れて

帰れなくなったことが報じられた。子

供が現地で身動きが取れなくなり、こ

み入った問題を解決するために王女自

身がインドに渡ったと言われている。1 

2012 年、インド政府は、ゲイカップに

対する代理出産の提供を禁止した。自

分がビザを受け取った後、1 週間かそ

こらのことだ。しかし、この法改正に

ついて誰も教えてくれなかった。その

年の終わり頃、やっとそのことを知っ

た。ゲイカップルが関わったケースの

スキャンダルが続き、違法になったと

のことだった。  

妊娠初期の興奮の後、自分たちが正

しいことをしているかどうか、懸念が

生じてきた。それに加えて、Sasha の監

護権を得ることができないのではない

かとの恐れも生じてきた。彼が生まれ

たとき、医療ビザはもはや発給されて

いなかったので、代わりに旅行ビザで

インドに渡航しなければならなかっ

た。  

インドに到着して 2 日後、Sasha が生

まれた上品な病院を訪問した。2 時間

後、Sasha が連れてこられ、写真を撮っ

たりした。Sasha はすぐにスタッフに 

ICU に連れ戻された。その夜、自分と

夫は病院に泊まった。Sasha の代理母は

遺伝的母親ではなかったので、法的に

言えば、インドの枠組みでは彼女は存

在しないのと同じだった。遺伝的な父

親として、自分は Sasha に会いに病院

に行けたが、夫はできなかった。  

Sasha が生まれて 36 時間後、息子は

自分と夫の手に委ねられ、その次の日

に退院した。その前に、エージェント

が手配した写真家がやってきて、スウ

ェーデンのパスポート用に ICU のなか

で息子の写真を撮っていった。そし

て、フォトショップでチューブやワイ

 

https://www.reuters.com/article/us-norway-princess-surrogacy-idUSBRE8B20RG20121203
https://www.reuters.com/article/us-norway-princess-surrogacy-idUSBRE8B20RG20121203


 

11 

 

ヤーを消して、目を付け加えた。自分

が遺伝的父親だと証明するために DNA 

テストを行った。その後、法的プロセ

スが開始された。  

  

  

Q. 子どもが産まれてからの法的手続きは

どのように進みましたか?  

スウェーデンには代理出産法は存在

しない。だから違法ではないが、法的

にはグレーゾーンだ。法律は時代遅れ

だ。インドでは、子供の母親は存在し

ない。スウェーデンでは、出産した女

性が親だという法律があるだけ。夫が

いる女性が出産したら、彼が父親と推

定される。  

最終的に、代理母の夫に Sasha の父

親ではないという宣誓供述書にサイン

してもらった。そして、代理母には子

供の親権を放棄するサインをしてもら

った。  

インドでは既にゲイカップルは違法

になっていたので、Sasha を出国させる

ためには賄賂を効果的に配らなければ

ならなかった。インド連邦政府の内務

省にレターを送り、出国を許可するレ

ターに個人的にサインすることを求め

た。ボンベイの警察署長にも賄賂を贈

った。彼らは自分たちと大臣の間にい

る全ての役人に賄賂を払わない限り、

出国までに 3 ヶ月はかかるだろうと告

げた。最終的に、要求された金銭を支

払い、2−3 週間で許可状をもらうこと

ができた。考えてみると、賄賂に支払

った金銭は、代理母に払った金額をは

るかに超えていた。代理母は、夫の給

料の 10 年分を受け取ったというのに。  

彼女は代理出産を 2 回やった。だか

ら、夫の給料の 20 年分に相当する額を

受け取ったことになる。また当然のこ

とだが、賄賂の支払い方法について教

示してくれたエージェントのスタッフ

にも支払いをした。  

スウェーデン側の手続きは、スムー

スでポジティブな経験だった。Sasha は 

24 時間以内に市民権を取得し、パスポ

ートもその後すぐに発行された。スウ

ェーデンを出発して 5 週間後、Sasha と

ともにヨーロッパに帰ることができ

た。ヨーロッパについた途端、空港で

すぐさま聞かれたのは、母親はどこに

いるのか? ということだった。法的な

観点からみると、空港に到着した時、

Sasha には法的な後見人はいなかった。

自分が法的な後見人になるのに 2ヶ月

かかり、夫が養子にするのにはその

後、6ヶ月かかった。スウェーデンで

は 2004 年から同性カップルが共同で養

子をとることができるようになった。

息子にはスイスの市民権も与えたかっ

たが、スイスには代理出産を禁止する

法律があり、それを文字通り実行する

とスイスの法律に違反したことにな

る。だからスイスの法律家を頼った。

スイスの市民権は、自分の生まれ育っ

たところに結び付けられている。自分

の故郷は比較的リベラルだったので、

法律家の助けを得て、2 年後に息子の

市民権を得ることができた。  

結論からすると、もしあることがス

ウェーデンでできるなら、同じことは

スイスでもできるはずだと思う。興味

深いことに、スイスでは Sasha の法的

後見人として代理母の名前が載せられ

ている。しかし、近い将来、これを変

えたいと思っている。  

自分たちは、合計 17 個の凍結受精卵

を持っていたが、インドの法改正によ

り、プロセスを続けることができなく

なった。インドの代理出産は現在とて

も制限されていて、自分で子供を産み

たくない金持ちの女性だけが利用する

ことができる。自分と夫は、翌年、ネ

パールで代理出産を試みたが、現在そ

の可能性も閉じられた。インドから運

び込んだ受精卵はネパールで失われ

た。その後、タイでも代理出産の可能

性を求めた。  

現在、養子の可能性を再度、探って

いる。夫はソーシャルワーカーなの

で、現在、自分の地域で養子サービス

の一部に関わっている。養子を再度申
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請しようと思っている。来週、養子を

取るのに適格かどうか、調べるつも

り。来年のどこかの時点で、もしかし

たら養子をとることができるかもしれ

ないが、今は不透明だ。  

  

  

Q. インドで代理出産を依頼して、よかった

と思うことは何でしょうか?  

評判の良いエージェントを選び、代

理母もとても良い扱いを受けていた。

だから自分はなにがしかの貢献をした

と思っている。代理母に会い、互いに

感謝の気持ちを表した。しかし、そう

はいってもやはり、自分たちは正しい

ことをしたのかどうか、いまだに葛藤

がある。  

自分は息子を可愛がっているが、ホ

モフォビアに由来する反代理出産論者

が特権的だの何だのと批判してくるか

もしれない。自分たちの立場はかなり

弱いものだと感じている。ゲイたち

は、親になる権利を長い間持っていな

かった。そのことで、友人を失うこと

もあったが、1980 年代を生き抜いたこ

とを幸運だと感じている。それでも、

自分たちがやったことが正しかったか

どうかという心の葛藤は、しつこく残

っている。  

2013 年に BBC のインタビユーを受

けた。彼らは、その場にラディカルフ

ェミニストがきていることを言わなか

った。その女性は自分のことをこっぴ

どく非難した。自分は、まるで代理母

を搾取する奴隷ハンドラーであるかの

ごとく見なされた。しかしこれは、代

理出産は不必要であるという西欧社会

のマインドセットだ。自分の代理母は

とても良い扱いを受けていたし、多額

の金銭を得て、家族の生活は劇的に変

わった。代理母は搾取されているとは

思わない。 

 

  

Q. 親としての経験は人生をどのように 

変えましたか?  

子供を自分の腕の中に抱いた瞬間か

ら、それは選択ではなくなる。親にな

ることを決意するまでは、それを望む

か、望まないか、選ぶことができる。

そのいい面、悪い面を検討することも

できる。しかし、子供がそこにやって

きた途端、それは選べるようなもので

はなくなる。  

もちろん、自分と夫は Sasha を迎え

たことに興奮していて、後悔はない。

しかし、やらなければならないことは

たくさんある。それはいいことも悪い

こともある。例えば、Sasha はよく嘘を

つく。最近も、店からファンタのボト

ルを盗んで、スクールカウンセラーの

世話になった。カウンセラーは、Sasha 

は非常に成熟しているので進級は可能

だろうとのことだった。カウンセラー

からのその電話に非常に安堵した。  

父親になることは、素晴らしい旅

で、自分がやるはずのものだったと思

っている。Sasha の出生について、自分

は、この経験を必要としていた。子供

の目を通して再び世界を見るという経

験をもらった。それは再発見のプロセ

スだ。子供が、人として成長して、発

展していくのを目撃するのは最高に素

晴らしい経験だ。  

 

 

Q. 代理母や卵子ドナーとどのような境界

を作ることを望みますか? 遺伝子検査な

どを使って、半きょうだいや、卵子ドナーな

どを探すことに興味がありますか?   

将来、Sasha の遺伝的きょうだいを見

つけることができるのを期待して DNA

検査を受けた。  

  

  

Q.  子どもに代理出産のことは話していま

すか?  どのように受け止めていますか?  

何か質問はしてきますか?     

自分と夫は Sasha に対して全てオー

プンにしている。卵子ドナーや代理母

の写真も見せている。彼の名付け親の

一人はインド人だということも話して
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いる。彼の出生に秘密はない。何で

も、オープンにしている。Sasha は時々

質問してくることがある(半年に 1 回く

らい)。しかし、自分のことはスイス人

やスウェーデン人だと思っているよう

だ。  

Sasha のために、なぜ自分たちが代理

出産を依頼したのかを説明するための

本を書いた。それは、彼のためだけに

書いたもの。それから、自分のブログ

を読んで、アドバイスを求めてくる人

のためにも、もう何年もの間、その本

は役に立っている。現在、amazon で本

を売っているが、最低価格しかつけて

いない。インドでもネパールでも、代

理出産は禁止されたので、今はそれほ

ど重要な本ではなくなっている。  

  

   

Q. サポートグループに参加していますか?   

スウェーデンのゲイ解放のための組

織があるが、それほどサポーティブで

はなかった。ヨーテボリのサポートグ

ループで歓迎されていると感じたこと

はなかった。  

ゲイとレズビアンは、この問題に関

して、実際のところ同じ立場ではな

い。レズビアンはそのための手段を持

っているが、ゲイ男性にはそれがな

い。  

アプローチしたサポートグループの

ほとんどが女性の参加者で、そこでは

激しい嫌悪感を示された。代理出産は

フェミニストの概念で奴隷と結び付け

られている。自分たちはそのようなグ

ループには参加しないと決めた。  

よかったのは、スウェーデン社会は

とてもオープンだったこと。ゲイの親

だからという理由で、路上で差別的な

コメントを言われたことは今までな

い。男性は子供を育てることができな

いと信じている善意の年配女性から、

注意されたことはある。ゲイの父親で

あることより、父親になることの方が

はるかに難しい。特に、ヘルスケアシ

ステムは母親だけにフォーカスしてい

る。一般に、子供を産むまで、助産師

がずっと寄り添ってくれる。妊娠しな

い父親の場合、自分をこのシステムに

順応させる必要がある。 

LGBTQ フレンドリーだと認定された

クリニックに行ったが、実際にはそこ

で父親差別(fatherphobia)の経験をし

た。それは、ゲイだから差別されたの

ではなく、男が子育てしているという

ことに対する差別だった。そのような

差別があると認識した。Sasha が 6 歳に

なって、学校のヘルスケアシステムに

移行したのでほっとした。  

自分たちがゲイだという事実が、親

としての資質に問題を引き起こすこと

はないと思う。他の人たちと同じよう

に、もし子育てで何か問題があったと

き、友達や家族にアドバイスを求め

る。しかし自分の母親はもういないの

で、良いアドバイスをくれる親族の女

性らに相談する。自分たちは、このネ

ットワークを利用している。  

スウェーデンでは、ゲイに特化した

サポートグループはもはや必要とされ

ていない。スウェーデン社会はリベラ

ルだから。  

 

  

Q. その他、コメント  

スウェーデンで法律がないことは、

ある意味、実際にはやりやすいことも

ある。例えば、インドで出会ったデン

マークの依頼者は、デンマークに入国

するために 6ヶ月間も待たなければな

らなかった。  

スウェーデンでは、国際養子は、韓

国、チリ、ケニアから親から子供を引

き離すものだとして非難を受け、停止

になった。現在、養子になった子供達

が、自分たちが誘拐されたかどうかを

知りたがっており、そのことについ

て、スウェーデン政府が大々的な調査

を行っている。  

            (2021 年 11 月)  
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Mr. Hans M. Hirschi  

  

スウェーデンを拠点とする作家、トレー

ニングエグゼクティブ、LGBT の権利活

動家。スウェーデンとスイスの国籍を持

つ。  

現在は夫 Alex、インドでの代理出産に

よって生まれた息子 Sasha とともにスウ

ェーデンのヨーテボリで暮らしている。  

  

著書:  

Hans M Hirschi 2014 Dads: A gay couple's 

surrogacy journey in India, Yaree AB.  

 

 
  

  

  

Hans M Hirschi 2017 Last Winter's Snow, 

Beaten Track Publishing.  
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Gay Dad in Canada. 
 

カナダの Gay Dad 

 
 

Interviewee 
 

Mr. Austin 
  
   

Q. ご自身のこと、仕事と家族について教

えてください。  

生まれてからずっとカナダのアルバ

ータ州に住んでいる。自分は機械エン

ジニア、夫は土木エンジニアとして働

いている。付き合い始めて 13 年、結婚

して 5 年になる。自分はつねに家族を

つくりたいという気持ちが最優先で、

夫との最初のデートの際にも伝えたほ

どだった。現在私たちには 1 歳半にな

る娘がいる。娘の Maya は提供卵子で

生まれた。つまり、ドナーと代理母は

別の女性だ。  

自分は代理出産について話すのが楽

しいし、「二人の男性が赤ちゃんを産

む」というトピックは多くの人を引き

付ける。ソーシャルメディアを使って

たくさんの人たちとつながり、LGBT 

の家族がいるという事実を広めようと

思っている。いまも機械エンジニアと

して働いていて、COVID-19 以来ずっ

と在宅勤務している。私と夫は同じ会

社で働いていているので、ともに家に

いて、ファミリーライフを満喫できて

いる。自分は副業として Amazonでも 4

年ほどビジネスをしている。アマゾン

マーケットプレイスで売れ行きが良い

商品を見つけ、これらの商品をさらに

良いものにするためのクールで革新的

な方法を考える。そして海外（主に中

国）から仕入れ、米国に送って販売す

る。これらのプロセスをリモートで行

っている。娘がデイケアにいる午前中

に仕事をして、午後は娘と過ごすとい

う生活を送っている。  

  

Q. 代理出産を依頼し、子どもが生まれる

までについて教えてください。  

はじめは知らないことがたくさんあ

った。代理出産を経験した知り合いが

一人もいなかった。 はじめに訪れたエ

ージェントは小規模で一定の地域内で

しか活動をしていなかった。卵子ドナ

ーについて自分と夫に知らせる情報を

コントロールしたがった。私はより多

くの情報を知りたかったので、もっと

柔軟に対応できるオンラインでの活動

にシフトした。これによって仲介者の

存在を排除し、直接、卵子ドナーのプ

ロフィールを見ることができるように

なった。  

卵子ドナーを見つけるのに 6ヶ月か

かった。見つけてすぐに、彼女しかい

ないと感じた。すぐにエージェントに

コンタクトをとった。私たちは彼女

に、熱心に説得する手紙を書いて、ド

ナーになってくれるよう頼みこんだ。

彼女は卵子ドナーになるのは初めてだ

った。以来、私たちと彼女の関係は続

いている。医師は、カナダでは 97％の

カップルが匿名のドナーを選ぶと言っ

たが、私たちは正直でありのままであ

りたかった。  

私たちは、カナダのクリニックとは

反対側の場所へ飛び、ドナーと会い、

受精卵を作った。21 個の卵が採取でき

た。そのうち 18 個に受精させ、9 個が

受精卵となり、適格なのは 6 個だっ

た。半分には私の精子を使って、残り

の半分は夫のものを使った。  

受精卵を作ってから代理母を探し

た。卵子提供をすすめてくれた会社の

姉妹会社に頼むことにした。決めるま

でに 7－8 人のプロフィールを閲覧し

た。私たちが重要だと考えた条件は、

例えば、出産経験があること、健康で 

BMI が適切であること、所定の年齢の

範囲内であることなどだ。この条件の

すべてを満たす人物をついに見つけ

て、前に進む決心をした。代理母はト

ロントを生活の拠点としていたので、

妊娠中に 1 度、出産してから 1 度、彼
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女を訪ねた。ちょうど COVID-19 が広

まった頃だった。まさか出産に立ち会

えるとは思っていなかったが、代理母

が看護師に話してくれて、出産に立ち

会うことができたのでラッキーだっ

た。それ以来、関係が続いていて、将

来、また代理出産を考えたときは彼女

に依頼しようと思っている。それほど

密接なつながりはないが、良い関係

で、時々、写真を送りあったりしてい

る。代理母自身には 5 人の子どもがい

る。  

私と夫は早い段階から弁護士を依頼

し、卵子ドナーや代理母と契約を結ん

だ。この契約には、出産時の法的保護

者は誰かということなどを含んでい

た。代理母は経験豊富で、すでに代理

母を 3 回やっていた。書類へのサイン

は出産後、直ちに、そして迅速に行わ

れた。  

  

  

Q. 代理出産のプロセスで、大変なことは

なんでしたか?   

自分たちで課した厳しい条件のせい

で、代理母を見つけるのは難しかっ

た。また、最初の頃は、少しでもその

条件を手放して代理母を信頼すること

は難しかった。初めて親になる身とし

て、代理母はこうあるべきということ

について少し強迫観念を抱いていたよ

うだ。  

また、代理母の居住地と距離が離れ

ていたので難しいこともあった。妊娠

中の彼女をもっと見ることができれば

よかったのにと思う。彼女に掛かった

経費はすべて補償されたが、代理出産

そのものについての補償はなかった。

利他的だったということだ。契約で規

定された上限額があった。おかげで、

金銭面の話し合いが必要なかったので

気が楽だった。  

  

  

Q. LGBT friendly を標榜しているエージ

ェントを選ぶべきでしょうか?    

それについては、カナダのエージェ

ントだったらどこも問題ないだろう。

彼らは顧客が家族をつくる手助けをす

ることを目的としているので、その家

族構成がゲイやレズビアンであろう

が、ストレートであろうが重要ではな

い。  

  

  

Q. 子どもが産まれてから、ワークライフ・

バランスやパートナーシップに変化は生じ

ましたか?   

ワークライフバランスについては、

はっきりと変化があった。父親になる

前は、娘の睡眠パターンについて楽観

的に考えていたし、彼女が寝ている間

に仕事をうまく片付けることができる

だろうと簡単に思っていた。実際は、

一日のほとんどの時間を彼女と過ごし

ているので、労働時間は不足してい

る。それは構わないのだが、空いた時

間を有効に使う能力が不可欠だ。  

夫との関係も、よい意味で確実に変

化している。夫が自分の子どもと接し

ているのを見るのは喜ばしい。以前に

も増して彼に愛情を感じる。二人きり

で過ごす時間をつくることは簡単では

ないうえに、お互いの両親から子育て

を助けてもらおうと思っても COVID-

19 で全部ダメになった。しかし、今は

外部からの援助が得られるようになっ

てきた。いいこともあれば悪いことも

あった。  

  

   

Q.  親としての経験は人生をどのように変

えましたか?  

いちばん大変なのは時間を見つける

こと。性格的に忙しくしているのが好

きで、副業も気に入っている。そこ

で、優先順位を付けることにした。娘

がなによりも優先で、その次に何をや

るかを自分で選ばなければならない。  

自分にとって大きな喜びは教えること

と、ささいな瞬間だ。子どもたちがほ
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んの短い時間で多くのことを学ぶのは

驚きだ。  

自分が親になり、振り返ってみる

と、親が自分にどれだけのことをして

くれたか、本当の意味で理解はしてい

なかったと思う。自分には遺伝上のき

ょうだいが 3 人、養子縁組のきょうだ

いが 3 人いる。どのようにして両親が

全てをやりくりしてやり遂げたか、想

像もつかない。前よりももっと、両親

をありがたいと感じるようになった。  

  

  

Q. 卵子ドナー、代理母とどのように付きあ

っていますか?  

彼女たちとは友人としてつきあって

いる。日々の子育ての問題で、彼女た

ちに依存していると思いたくはない

が、健康の問題など、シリアスなこと

も含めて、心配事があれば、気楽に話

せるような関係でいたい。しかしそれ

は、すごく密接な関係というわけでは

ない。  

夫と私は「Mom (お母さん)」という

言葉は使わない。卵子ドナーのことを

指して「お母さんはどうしている？」

と聞いてくる人もいるだろう。やっぱ

り母親が必要だ、と娘には思ってほし

くないので、私たちは娘といるときは

“お母さん”という言葉を使わない。  

   

  

Q. オープン・ドナーを選ぶ Gay Dads は

少ないと聞きます。それはどのような理 

由からでしょうか?  

彼女たちと関係を持つのは良いこと

だと思っている。子どもは、父親から

産まれたわけではないといずれ知るだ

ろう。だから、ドナーが誰かを知って

いるのは良いことだ。秘密にすればす

るほどもっと知りたくなるものだ。私

と夫はドナーや代理母のことを隠そう

と思ったことは一度もない。            

  

Q. 子どもの出自を知る権利について、

LGBT コミュニティではどのくらい啓発され

ていますか?   

個人的には、娘が将来、出自を探る

機会を得ることは非常に重要なことだ

と考えている。しかし、ゲイコミュニ

ティ全体がどうかについては、わから

ないので、自分から話せる情報はな

い。  

もし、娘が、特別そのことに関心が

ないようなら、それはそれで問題な

い。  

  

  

Q. 子どもを育てている現在、大変なこと 

は何ですか?  

娘が最近気に入っている言葉は

「NO」で、なんにでも「NO」と言

う。本当はやりたいと思っていても

だ。これをうまくやり過ごすために、

私と夫は「YES」と「NO」以外の選択

肢を与えるようにしている。今のとこ

ろうまくいっているようだ。  

現時点でもう一つ大変なことは、社

会性を育むこと。COVID-19 で人と直

接会うことが限られている。デイケア

は社会性を養うには最適な場所だが、

COVID-19 を恐れているほかの親たち

に無理やり交流を求めるのは躊躇して

いる。  

  

   

Q.  子どもに代理出産のことは話していま

すか?    

まだ娘には代理出産のことは話して

いない。多様な家族や代理出産に関す

る本はいくつか持っているので、それ

を使って彼女に知ってもらおうとして

いるが、まだ幼いので全部は理解でき

ないようだ。  

いつかは娘を代理母と卵子ドナーに

会わせたい。卵子ドナーは最近、子ど

もを出産した。将来私たちに紹介した

いと言っている。卵子提供の際の契約

の条項の一つに、当事者のそれぞれが

子どもを持った場合、子どもの名前と
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所在地を開示しなければならないとい

うものがある。それは、将来、子ども

たちがデートすることを防ぐため。  

  

  

Q. 子どもの学校生活について、心配なこ

とはありますか?  カナダでは、Gay Dads 

を持つ子どもは、たくさんいますか?  

子どもが孤立する可能性がある状況

や環境に入る際は、親ならだれでも心

配するはず。私たちが娘に望むこと

は、自信をもって生きてほしいという

こと。私たち家族はほかとは違うが、

問題はない。1 月初めに娘は幼稚園に

通い始める。私は、受け入れる環境が

整っているか事前にその幼稚園をよく

調べた。すべてにおいて、私たちは自

信をもって娘を育てたいと思ってい

る。  

カナダにはかなり多くのゲイペアレン

ツがいるだろう。COVID-19 があっ

て、多くの人たちとは交流できていな

い。自分が住んでいる地域で、ゲイペ

アレンツの知り合いはいないが、いず

れ会いたいと思う。  

  

  

Q. Gay Dads 向けのグループがたくさんあ

るようです。そのようなグループに加入し

ていますか?    

Men Having Babies が主催のパネルデ

ィスカッションに参加したことがあ

る。そこで子育てについて話をした。

ほかの父親たちと会うことができて良

かった。インスタグラムでもそのよう

な交流を持つことができる。  

私と夫は、最初の代理出産のエージ

ェントを見つけるためにグーグルを利

用した。なぜなら、誰かと直接、顔を

見ながら話がしたかったから。そうす

ることで後々、確信をもってプロセス

に参加することができた。  

カナダには大規模なサポートグルー

プはないが、自分たちが住んでいる地

域には、クィアペアレンツ向けの小規

模のサポートグループがある。そこの

フェイスブックを見たことがある。こ

うしたグルーブで交流を持ちたいとは

思うが、ストレートカップル向けのグ

ループにも同じくらい参加したいと思

っている。特に LGBT のグループに参

加したいと強く思っているわけではな

い。しかしより一般的なサポートグル

ープを探したいとは思っている。  

ソーシャルメディアを通して自分は

インフルエンサーになり、色々な関係

を持つことができた。コンタクトをし

てくるのは、ほとんどが中東やヨーロ

ッパの人たちだ。質問の多くはカミン

グアウトに関すること。彼らは私がや

ってきたことを見て、同じようにやり

たいから。  

  

  

Q.  経済的な理由で代理出産を諦めるゲ

イカップルは多いでしょうか?    

その通りだ。私たちは給料の良い仕

事に就いていたため、代理出産に際し

てローンを組む必要はなかった。多く

の人が代理出産で家族をつくりたいと

思っているのにそれができないのは、

経済的な余裕がないから。費用は家の

頭金以上かかる。ストレートカップル

にとっても同様に高額なものだ。不妊

はカナダでは障害と見なされないので

政府による一部助成金は出ない。  

家族計画において、お金は確実に心

配事となる。しかし、私にとってお金

は問題とはならない。家族のほうが大

切。私は元々子どもを４人持ちたかっ

た。しかし、夫は二人だけでいいと言

っている。妥協案を探っているとこ

ろ。  

  

  

Q. なぜ、他の人と比べて迅速に代理出産

のプロセスをすすめることができたので 

しょうか。  

代理出産に要する時間については、

当時私たちは全然知らなかったが、私

たちの卵子ドナーは完全にオープンで

いてくれ、幸運だった。私たちがプロ
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セスを迅速に進めることができたのは

タイミングが良かったことと幸運が重

なったから。私と夫にはあと５つの受

精卵が残っている。二つは私のもの

で、三つは夫のもの。卵子ドナーを選

ぶとき、夫の外見とマッチするよう

に、濃い肌の色の人を意識的に選ん

だ。Maya は、遺伝上は私の娘だが、夫

によく似ていると多くの人が言う。私

の受精卵を使ってあと２回代理出産に

トライしてみようと考えていて、その

時は同じ代理母にお願いしようと思っ

ている。彼女は現在妊娠中で、あと二

週間で生まれる予定だ。９回目の出産

となる。もし彼女にお願いしたら、彼

女にとってそれは１０回目の出産とな

るだろう。医療面での懸案はすでに解

決している。すでに良好な関係を築い

ているから、同じ代理母に頼むのが安

心だ。しかし、法律関連のことをより

きちんとするために、次回もエージェ

ントを通すつもり。  

エージェントと契約を結ぶ際に、私

たちは２回の出産の保証をカバーす

る、高額なオプションの方を選んだ。

だから、二人目の子どもの時も同じエ

ージェントを利用しなければならな

い。  

  

  

Q. カナダで代理母を見つけることができ

なかった場合、海外へ行くことは選択肢 

にありましたか?  

これについては、私も夫も選択肢と

して考えたことはなかったが、可能性

としては全くないというわけではなか

っただろう。絶望的になったことはな

かった。いつも時が来ればピッタリな

人を見つけられると思っていたから、

海外に目を向けるほどの苦境に立たさ

れたことはなかった。私たちのエージ

ェントはカナダを拠点としていたが、

海外からの依頼者はたくさん来ていた

（特にフランスから）。  

  

  

Q.エージェントで審査はありましたか。 

私と夫が親となるのにふさわしいか

確かめる精神医学的な審査がひとつあ

った。また、精子生存率の検査も行っ

た。卵子ドナーと代理母にも複数の審

査があった。  

  

  

Q. エージェントで、子どもの知る権利につ

いて何かガイダンスはありましたか?   

特になかった。カナダの法律に従っ

た子育ての基本に関する文書はもらっ

た。 

通常通り、出産の次の週に看護師の

訪問があった。彼女はゲイのカップル

と働いていて、好ましい人だった。し

かしその時も、知る権利に関する公式

の手引きはなかった。  

  

  

Q. その他、コメント  

私は子供のころから信心深く、教会

へ通うのが楽しかった。しかし、娘に

このことを説明するのは難しい。キリ

スト教から、価値あることや大人にな

るために必要なことを教わることがで

きる。しかし、もし同性愛者に敬意を

払わず、尊重しない教会にいる場合、

自分たちについてわかってもらった

り、正当化したりすることは難しい。

子どものころからずっと通っている教

会がある。そこの人たちはありがたい

ことに愛情深く寛容だけれど、私たち

のような家族を好まない人たちにどう

やって理解してもらえばいいのかわか

らない。教会を変えようかとも思う

が、彼らと強い一体感を持っている今

となってはなかなか難しい。  

  

  

(2011 年 11 月)  
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Mr. Austin   

  

夫との間に代理出産で生まれた娘がひ

とりいる。職業は機械エンジニア。副

業として FBA（フルフィルメント By 

Amazon の略。Amazon の倉庫に商品を

保管し、注文後の梱包や発送、返品な

どの配送業務を代行するサービス）も

行っている。  

  

インスタグラム(@austnplz)やブログな

どで家族の様子を発信している。 
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A gay dad in the U.S. 
 

アメリカの Gay Dad 

 

 

Interviewee 
 

Mr. Gerald Mahoney 
 

   

Q. ご自身のことについて教えてください。  

夫の Drew、12 歳の双子の息子

(Bennett) と娘の（Sutton）とアメリカ・

ロサンゼルスに住んでいる。中学の数

学教師をしている。  

子どもたちが生まれたとき、育児の

ために数週間休暇を取った。子どもを

持つことはとても大変で、やっと子ど

もを持つことができたのだから、子育

てのすべてを体験したかった。仕事に

戻ってからは、キャリアを変更して教

師になった。この職業を心の底から楽

しんでいる。  

  

   

Q. ご自身のセクシュアリティの自覚と、親

になりたいという気持ちはいつ頃生まれま

したか?  パートナーと話し合いはスムー

ズに進みましたか?   

  自分はゲイであると高校生の時に認

識したが、当時はそのことを受け入れ

ることができなかった。大学卒業後の 

20 代半ばになってようやくカミングア

ウトできるようになった。いつも父親

になりたいと思っていたので、ゲイで

ある自分を受け入れるのが難しかっ

た。ゲイであることを認めたら、父親

になる機会を失うことになるだろうと

思ったから。自分にも選択肢があると

分かったのはうれしい驚きだった。社

会が変わるのを見て勇気がわいた。  

パートナーと家族計画の話し合いは

いつも円満だった。最初のデートの時

から二人とも親になりたいと話してい

た。当時はゲイカップルの結婚は法律

で認められていなかったが、親になる

という希望は自分たちにとってはずせ

ないものだと分かっていた。問題はな

りたいかどうかではなく、いつなるか

ということだった。  

  

  

Q. 代理出産のプロセスはどのように進み

ましたか。その時、何を考え、どのように感

じましたか?  

夫と私は最初色々な選択肢について

考えた。親になるための最も簡単で一

番良い方法が何かわからなかった。家

族計画を専門としていて、過去にゲイ

カップルと仕事をしたことがあるカッ

プルセラピストに会うことから始め

た。彼女は代理出産について話をし、

私たちが考えていた誤解を払拭してく

れた。私たちは、養子縁組という手段

で家族をつくった友人とも話をした。

どちらの選択肢も良い面と悪い面があ

ると知ったうえで、最終的に代理出産

を選択した。                

最初の段階では、代理出産はワクワ

クするものだった。これが現実のこと

なのか、信じられなかった。代理出産

を始めた後でさえ、子どもを持つとい

う考えは常に数年先のことだという感

じがした。代理母が妊娠した後に、ス

トレスが生じてきた。夫と私はアメリ

カに拠点を置くエージェントを利用す

ることに決めた。彼らは、可能な限り

すべてのことを、合法的、倫理的そし

て安全に行いたいと考えていた。海外

へ行くなど、考え得る代理出産の手段

は数多くあった。しかしそのエージェ

ントを信じることにした。  

私たちは、カリフォルニア南部に住

んでいる代理母を希望した。検診に同

行できるし、出産までのすべてのプロ

セスを共に体験できるという理由か

ら。1 年ほどかかったが、エージェン

トは私たちの希望にあった代理母を見

つけてくれた。しかし、最終的には彼

女に依頼しなかった。タイミングが合

わなかったことと、卵子ドナーが見つ

けられなかったのが理由。最初の代理

母を失うという躓きがあったものの、
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ありがたいことに夫の妹が卵子ドナー

になると名乗り出てくれた。そして、

この代理出産に関わる全ての人にとっ

てこれが健全なものかを確認するため

にセラピーに戻った。夫の妹が卵子ド

ナーで、私が精子を提供したので、生

まれてくる子供は遺伝上私たちの両方

とつながっている。  

  

  

Q.  親としての苦労、親としての喜びは? 

親としての経験は人生をどのように変えま

したか?  

すべて喜びしかない。子育ては自分

が思い描いていたとおりだ。すべての

人にとってそうではないということは

理解している。とても労力がいること

だし、生活も一変する。しかし、私の

生活についていえば、すべての面にお

いてよくなったと言える。  

  労力を要するということは子育てに

おける基本だと私は考えている。トイ

レトレーニング、しつけ、価値観の植

え付けなどがそうだ。しかしそういう

ことに対しても、やりがいを感じた。  

 家族にはいつも感謝している。良い日

もあれば、悪い日もある。時々は喧嘩

もする。しかし、結局すべて愛すべき

楽しい経験だ。  

   

  

Q. 子育ての仕事の両立は難しいですか?  

子どもが産まれて、パートナーシップに変

化はありましたか?    

夫と私は、伝統的なヘテロセクシャ

ルのカップルのように子育てを役割分

担した。私が子どもたちと家にいて、

夫が仕事に行くというかたち。夫は三

人を養うため仕事をしていたにもかか

わらず、家事にも協力的だった。その

意味で、役割は性別で決めるものでは

なく、経済的、時間的にみてどちらが

やるのが良いかということだけだ。  

私たちのゲイ仲間で、子どもがいる

ほとんどの人は仕事に復帰している。

ほかの家族も同様にケースバイケース

だ。  

  

   

Q. 子供たちにどのように教えていますか?   

何か質問してきますか?   

  今朝、ソーシャルメディアのサポー

トグループの記事を読んだ。「あなたの

子どもたちは、『お母さんはどこ？』と

尋ね続けるでしょう」というものだ。

しかし私の家族でそれは問題となって

いないのでよかった。子どもたちに

は、最初から正直に話した。小さい時

から「代理母」や「卵子ドナー」とい

う言葉を使ってきた。彼女たちの役割

を教えるために母の日の代わりに代理

母と卵子ドナーの日と名付けた休日を

つくったりもした。嘘偽りは全くなか

った。一切隠し立てすることはなかっ

たし、子どもたちも彼女たちが誰なの

か知っている。  

  

   

Q. 卵子ドナー、代理母はどのような女性

ですか? どのように付き合っていますか?  

代理母とは年に 1 回くらい会ってい

る。彼女は拡大家族の一員のようなも

のだ。  

卵子ドナーは私の義理の妹だから、

関係はより近しい。叔母以上、母親未

満という感じ。彼女はニューヨークに

住んでいるから、年に 1、2 度しか会え

ない。卵子を提供してくれたときもニ

ューヨークに住んでいたので、代理出

産の間、彼女が常にそばにいたという

わけでなかった。これは良いことだっ

たと思う。なぜなら、彼女が疑似母と

して存在することを避けられたから。

彼女は当時 28 歳だった。最近自身の子

どもが産まれた。  

  

   

Q. 妊娠出産で代理母に生じるかもしれな

い愛着の問題について、心配がありました

か?    
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それはあった。私がはじめ代理出産

に躊躇したのもそれがあった。しか

し、家族計画のセラピストと話したと

き、彼女がその懸念を払拭してくれ

た。エージェントを通したのもそのた

め。当事者すべてが心理的に守られる

ように、また正しい理由で代理出産に

関わっているようにするため。エージ

ェントは代理母が自身の子どもを産み

終えていて、これ以上子どもを持つつ

もりがないことを確認してくれた。  

エージェントは代理母とどのような

関係を持つかは私たち次第だと助言し

てくれた。私はより親密な関係を持ち

たかった。子どもたちに正直でいたか

ったから。ピッタリの人が見つかって

良かったと思っている。  

  

  

Q. 子どもの出自を知る権利は、ゲイコミュ

ニティや LGBTQ のコミュニティのなかで

どのくらい啓発されていますか?     

ゲイカップルの多くは匿名か半匿名

を希望する。私たちは、エージェント

には、曖昧なのは嫌だと伝えた。子ど

もたちの親が誰なのか、混乱しないよ

うに、最初からずっと正直でいようと

している。子どもたちは生まれてから

一度も「お母さん」を求めたことはな

い。子どもたちは、自分の家族は特別

だと思っていて、それで、自分自身の

ことも特別だと感じている。  

匿名の卵子ドナーを選択したゲイカ

ップルを知っている。自分が知る限り

では、彼らは大きな問題に直面してい

ないようだ。人によっては、それはさ

ほど問題としないこともあるのだとわ

かった。子どもがもっと大きくなった

ら、アイデンティティに関する問題が

浮上してくるのではないかと懸念して

いる。  

義理の妹を卵子ドナーとして選択し

たのは、秘密をつくりたくなかったと

いう理由もあった。エージェントにオ

ープン・ドナーを選択することができ

るか尋ねたが、無理だと言われた。卵

子ドナーについては限られた情報の開

示しか認められていなかった。  

  

   

Q. 男性が子育てすることに対する差別視

はありますか?   

「ママ友」の輪に入れてもらえない

感じがいつもする。ゲイだからという

わけではなく、男だからという理由

で。経験していることが明らかに違う

から特に傷つかなかったが、社会から

取り残されていると感じた。数年前、

ニューヨークに住んでいた時に、専業

主夫のグループを見つけ、参加してい

た。3 人のメンバーと、週に１回集ま

っておしゃべりをしたり、子どもたち

を一緒に遊ばせたりした。  

みんなとても親切で、あからさまな

差別に遭っていると感じることはな

い。それは、米国でも進歩的な地域に

住んでいるからということもある。し

かし、自分たちのような家族が認めら

れる上で、書類上の問題が残ってい

る。それは「親 1/ 親 2」ではなく、「母

親/父親」欄がいまだにあること。  

  

   

Q. 子どもの学校生活に関連して何か印象

的なエピソードはありますか?      

子どもたちが幼稚園に通っていた４

歳か５歳の頃、娘が家に帰ってきて私

に言った。ヘルパーの誰かが、お母さ

んがいるはずだと娘に言ったらしい。

そして、私たちは、お母さんは絶対に

居ないと再び言い聞かせなければなら

なかった。それは、これまでにも何度

も繰り返されてきたことだ。  

幼稚園の周りの子どもたちは、私た

ちの家族には二人の父親がいるという

ことを理解している。それを理解せず

に、否定してくる子らは、放っておけ

ばいいと教えている。子どもたちはレ

ジリエンスが高く、自分の家族にプラ

イドを持っている。伝統的な家族では

ないからといっていじめられたりはし

ていない。  



 

24 

 

Q. 学校や地域に Gay Dads はたくさんい

ますか? 交流はありますか。  

私が知る限りでは、子どもたちの学

校や私の勤務する学校にはいない。い

るのかもしれないが、まだそこまで自

分はほかの親たちとの交流がない。小

学校では母親が二人いる家庭はいくつ

かあった。しかし、今のところ同性親

の大きなコミュニティはない。  

  

   

Q. Gay Dads 向けのグループに入ってい

ますか?    

一時期、Men Having Babies のために

仕事をしていたことがある。とても有

意義なグルーブだと思う。しかし現在

はどこのサポートグループともコンタ

クトはとっていない。夫と私にはゲイ

カップルの友達が何人かいるのだけれ

ども、彼らは子どもたちの面倒を見て

くれたりして、とてもありがたく思っ

ている。私の義理の兄弟もゲイで、結

婚して二人の子どもがいる。そういえ

ば、義理の妹が彼らの代理母になっ

た。彼らはニューヨークで代理母を見

つけるのに苦労していた。ほかのゲイ

のカップルとつながっていたいとは思

うが、今のところサポートグループを

探していない。  

  

  

Q. Gay friendly を標榜している代理出産

エージェントがあります。こうしたエージェ

ントを利用することは、利点がありますか?   

私が利用したエージェントはゲイカ

ップルに特化していると宣伝していた

が、すべてのクライアントがゲイとい

うわけではなかった。その後、彼らは

クライアントの幅をさらに広げていっ

た。  

以前はゲイにやさしいエージェント

を利用するというアイデアを気に入っ

ていた。もれなく情報が得られるだろ

うと思ったから。ゲイの結婚は当時違

法だったので、親権の心配などがあっ

た。エージェントはこれらについて、

ゲイカップル特有の課題だと認識して

いた。私たちは、代理母の出産に立ち

会えるように医者や病院に掛け合って

もらうようエージェントに頼んだ。エ

ージェントはうまくいくように融通し

てくれた。とてもよくやってくれたと

思う。  

最近は、どこのエージェントもゲイ

のカップルに詳しくなっているよう

だ。代理出産は進化してきていて、ゲ

イカップルの結婚は合法だから、法律

上の問題は前よりも目立たなくなって

いる。  

私たちの代理出産の費用はトータル

で約 15万米ドルだった。現在は、それ

よりももっと高額になっていると思

う。費用は自分たちにとっては天文学

的な金額で、支払う余裕があるかどう

かわからなかったが、養子縁組などほ

かの選択肢もびっくりするくらい高額

だということに気がついた。長期間に

わたって貯金をして、一生懸命働いた

結果、支払うことができるようになっ

た。  

最終的に私たちが支払った合計金額

は、エージェントが提示した見積金額

に大体合っていた。双子の場合は少し

高額になる。IVF サイクルを複数回行

ったのでその分、費用もかさんだ。高

額だったが、節約のために何かを省く

ことはしたくなかった。代理出産は人

生における贅沢品(luxury)だったと考え

ている。  

  

  

Q.  新しい生殖技術は、LGBTコミュニティ

にとって(も)朗報でしょうか?    

 子宮移植を今すぐに想定するのは難

しい。それはサイエンス・フィクショ

ンで、倫理面で多くの懸念がある。自

分は妊娠を経験したいという欲望はな

い。もし、同等な機会が存在するなら

喜んでやってみようとは思うが、それ

ができないからと言って、何かをとり

こぼしたという感覚はない。  
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Q.  子育てがしたい、家族をつくりたいと願

っているゲイカップルにとって、伝統的な

家族は、どのような意味を持っています

か?     

子どもを持つ前に考えたことがあ

る。自分たちは子どもから何かを奪っ

ているのだろうか。例えば母親とか。

母親は素晴らしいし、持たなくてもい

いと言うつもりはないが、そのほかに

も子どもにとって価値のある家族のか

たちがあり、伝統的ではない家族のか

たちにも大きな価値を見出せるはず

だ。  

 私の子どもたちがなにかを失ってい

るとは思わない。そのような考えのせ

いで、ゲイカップルが子どもを持つこ

とをあきらめるべきではないと思う。

他人からどのように見られようと、ゲ

イの親は子どもたちが必要とする愛情

を全部与えることができる。愛情が一

番大事で、愛情があれば、子どもたち

は安全で守られていると感じられる。

昔からある核家族は、それを与えるこ

とができていない。  

  

  

Q. その他、コメント   

代理出産を規制することに賛成。代

理出産は契約書を作り、倫理的問題を

きちんと考慮して行われるべき。女性

の搾取という側面が大いにある。経済

的な理由から、女性がやりたくないこ

とを無理にやらせてはならない。私た

ちの場合は、女性たちの愛情からのも

のだった。私たちは海外の代理出産を

利用したくなかった。女性から搾取す

るのを避けたかった。非公式のやり方

ではなく、正規のエージェントを選ん

だのはそのため。代理出産に入る前

に、厳しい審査を行い、代理母とも腹

を割って話し合いを持った。そのこと

にとても感謝している。そのような規

則抜きでは混乱を招いていただろう。

政府は、代理出産を注意深く認可すべ

きだ。  

 代理出産と子育ては、私の人生で最高

の経験だった。健康で可愛い二人の子

どもに恵まれたことに本当に幸せを感

じる。  

  

 

(2021 年 11月)  

  

 

 

Mr. Gerald Mahoney  

 

子どもからヤングアダルト向け小説・
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Two dads and three girls. 
 

3 人の娘をもつゲイの父親 

 

 

Interviewee 
 

Mr. Nick Yu He 
 

 

Q. ご自身について教えてください。  

  自分は中国出身の 100 パーセント中

国人で、MBA 取得のために 2007 年に

渡米した。渡米は自分のキャリアを向

上させ、成功するためという建前だっ

たが、よく考えてみると、本当の自分

を見つけたかったから。2009 年にシア

トルに引っ越して、2010 年に現在の夫

と出会った。そして、2013 年に結婚し

た。一人目の娘が 2015 年に生まれ、

2017 年には双子の娘が生まれた。  

最近は子育てに忙しい毎日を過ごし

ている。  

  

  

Q. ご自身のセクシュアリティの自覚と、親

になりたいという気持ちはいつ頃生まれま

したか?  パートナーとの話し合いはスム

ースでしたか?   

  最初に子どもを持つことについて考

えたのは、結婚した時。そんな機会を

持つことはないだろうと思っていた。

自分はゲイだから、エイズとか似たよ

うな病気で死ぬかもしれないと考えて

いた。そして、両親に自分のセクシャ

リティについてどのように話せばいい

のかわからなかった。カミングアウト

した直後に現在の夫に出会った。両親

はどう思うだろうかと、とても心配し

た。その経験から、自分は自分の家族

をサポートするためにできる限りのこ

とをやろうと思った。  夫と私が家族を

持つことを最初に考え始めたのは 2014 

年だったが、代理出産は高額すぎると

思っていたから、はじめは多くの養子

縁組のエージェントを訪ねた。しか

し、自分たちが最終的に選んだのは代

理出産だった。  

  

  

Q. 代理出産を選択するまでの意思決定、

代理母が出産するまでのプロセスはどの

ように進みましたか。  

当初、夫と私は、代理出産は自分た

ちには高額すぎるのではないかと思っ

ていた。代理母を含め、抱え込むもの

がたくさんあるためだ。それでも、養

子縁組を選ぶことにはなぜか躊躇し

た。養子縁組の書類は机の上でほこり

をかぶっていた。ついに代理出産を開

始する時、順序に従って進めようと決

めた。夫と私は、両親と子どもが似て

いると他人から認識されるという考え

が気に入っていた。  

  Findsurrogatemother.com というサイ

トを訪れて、自分たちは代理母を探し

ているというプロフィールを載せた。

可能性のある代理母からたくさんメッ

セージをもらったが、会話がそれ以上

進むことはなかった。その後、自身の

小さな代理出産エージェントを運営し

ているメリッサという女性からコンタ

クトがあった。最初はエージェントを

通すことをためらった。費用がより多

くかかる上に、さらにプロセスが複雑

になるのではないかと思ったから。  

 夫と私は、代理出産のプロセスの

間、たくさんの困難に直面した。自分

は女性の生理について何もわかってい

なかったから、学ぶことがたくさんあ

った。また、自費で賄わなければなら

ない検査も結構あった。最初に選んだ

卵子ドナーは性感染症を持っていた。

これは、自費の検査でしかわからない

ことだった。その後、私たちは卵子提

供を受けるために別のエージェントを

利用したが、ドナーの採卵の３日前

に、彼女が避妊をしないで恋人とセッ

クスしたため提供を受けることはでき

なくなった。ドナーが妊娠した可能性

が生まれたからだ。これには、ひどく

ストレスを感じた。  
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代理母を見つけるのも大変だった。

最初の代理母候補だった女性とはとて

も良い関係を築いたが、私たちが決め

た身体的要件を満たしていなかった。

そのため、ほかの人を選ばなければな

らなくなった。その後に選んだ代理母

は、双子を妊娠したが、早い段階でそ

のうちの一人が亡くなった。これはよ

くあることだったが、傍観者である自

分にとっては衝撃の出来事だった。  

  ２回目の代理出産は、これもまた波

乱続きだった。新たな卵子ドナーに依

頼し、夫と自分の精子を使ってそれぞ

れ受精卵を作ったが、１回目の代理出

産の時と違って、夫の受精卵のほうが

私のものより状態が良かった。この時

に作った夫の受精卵一つと、２年前の

１回目の代理出産の時に作った自分の

受精卵一つを移植することにした。  

 もう一つ思い出すのは、双子を身ごも

っていた代理母が、どこかへ旅行に行

きたがったことには困った。彼女の旅

行がしたいという願いをかなえてあげ

たかったが、27 週目で彼女の子宮口が 

2 ㎝開いていたので、早産の恐れがあ

った。医師は何とか生まれないように

して、34 週目で帝王切開を行った。一

人の娘は、もう一人よりもかなり小さ

めで生まれた。病院の新生児集中治療

室の中にいる彼女たちを見るのは怖か

った。  

  大変なことも多いが、親になるため

の旅は全体としては、またとない経験

になった。  

  

   

Q. 卵子ドナーを選ぶ際にこだわりはありま

したか?  代理母についてはどうでしたか?  

  私は、卵子ドナーに対して身体的に

魅力的なことを求めた。一方夫は、も

っと現実的で、遺伝上問題のない健康

な女性を求めた。私たちは、たくさん

の卵子を提供できる女性がよかったの

で、25 歳以下の人を希望した。  

ドナー候補の写真から、見た目の印

象でニックネームをつけた。例えば、

親しみやすい近所の子、ハリウッドス

ターなど。そして、そのうちから一人

を選んだ。  

  

  

Q. Two dads and three girls というサイト

の目的は?  今までどのような人からコンタ

クトがありましたか?   

私は自己啓発のイベントに行って、

自分のレガシーについて考え始めた。

それで、自分のこれまでのことを人に

伝えたいと思った。アメリカには、本

当の自分を隠しているゲイの中国人が

多くいる。人はいままで私がたどって

きた道は簡単なものだったと思ってい

るかもしれないが、実際はそうではな

い。だから、私は自分の歴史から、

人々が何か学べることがあればよいと

思った。ホームページはそのためのも

の。私は、人々が私の本を読んで何か

を感じたり、私の苦労から何かを学

び、勇気を得てほしい。私の本を読ん

ですごく助けられたというメールも

徐々に来るようになっている。  

本と同じ名前の非営利団体も始め

た。まだ、どういったかたちで運営し

ていくのがよいか模索中だ。著書のセ

ールスを活動費に充てられるだろう。  

  

  

Q. 子育ての仕事の両立は難しいですか?  

子供が産まれて、パートナーシップに変化

はありましたか?    

夫と私にとって家庭と仕事の両立は

難しいことではない。私たちはどの場

面も楽しんでいる。さらに、私の両親

も私を助けるために中国からアメリカ

に引っ越してきた。もし自分の目標が

はっきりしていて、エゴや誰が何をや

るべきかという考えを捨て去れば、チ

ームとしてともに働くことができると

思う。役割を決める必要はない。流動

的でよい。  

夫と私との間で文化的なギャップが

生じる時があるが、そのことで喧嘩は

しないようにしている。 
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Q. 子供達に対する教育方針は? どのよう

な人に育ってほしいですか?  

娘たちには、親切で勇敢でいてほし

い。自分のように本の虫になってほし

いとは思わない。娘たちは皆、モンテ

ッソーリ教育が受けられる学校に通っ

ているので、彼女たちの教育内容は個

人に沿った内容でカスタマイズされて

いる。遊ぶ時間もたくさんある。私は

学校の科目テストで良い点数を取るこ

とにこだわっていない。子どものころ

から優秀さを求めるべきであるという

考えには賛成しない。  

彼女たちの持っている才能を見つけ

出し、それを育てていけるよういつも

心を砕いている。  

  

  

Q. 子供たちに卵子提供・代理出産のこと

をどのように教えていますか? どのように

受け止めていますか?    

娘たちは 4 歳と６歳でまだとても幼

い。彼女たちは自分たちを産んでくれ

た代理母のことは知っているが、母親

についての理解はまだ構築中だ。私が

娘たちと触れている時間が長くて、夫

は子どもたちとふざけたり、遊ぶ時間

が長いせいか、長女は時々私のことを

「お母さん」と呼ぶ。娘たちにお母さ

んが欲しいか尋ねたことがある。彼女

たちの答えは、お父さんが二人いるか

らお母さんはいらない、だった。  

あらゆる映画やテレビでは、父親と

母親が描かれている。だから、娘たち

は私たち家族がほかとは異なっている

と分かっている。私は、埋め合わせる

ためにたくさんの愛情を注いでいる。

娘たちには、自分たちが劣っていると

感じてほしくない。  

  

   

Q.  子供は、ママがいないのはなぜ? など

と聞いてきますか?     

娘たちはそれほど多くの質問をして

くるわけではない。時々、代理母のお

腹について聞いてきたりするぐらい。  

Q. 卵子ドナー、代理母はそれぞれどのよ

うな女性ですか? どのように付き合ってい

ますか?  

卵子ドナーとは付き合いはない。代

理母とは、以前はそれなりにかかわり

があったが、家族間でちょっとしたこ

とがあってからは疎遠になった。  

  

  

Q. 女の子 3 人ですが、思春期になった

頃、不安はありますか? どのように準備し

ていますか?  

娘たちには、すでに男女間の性器の

ちがいについて話をしている。ちょっ

とだけ居心地が悪かった。いくら繊細

であろうと、自分は男性だから母性本

能や、女性として育ってきたからこそ

得られる知識や経験を娘たちに伝える

ことはできない。将来的には、親族の

誰かの助けが必要になってくるだろ

う。自分にとってわからないことだら

けだ。  

  

  

Q. 妊娠出産で代理母に生じるかもしれな

い愛着の問題について、心配がありました

か?    

かなりあった。特に最初の妊娠の時

は、本当に心配だった。代理母を選ぶ

際の条件の一つが、すでに自分の子ど

もを持っている人というものだった。

彼女が子どもをおなかの中で育ててい

ることや、彼女が望めば母乳を与えら

れることがうらやましかった。二度目

の妊娠の際はもっと気楽だった。  

  

  

Q. 男性が子育てすることに対する偏見は

ありますか? それによる困難は?  何かエ

ピソードはありますか?  

長女の出産を担当した医師からは偏

見を感じた。医師は、二人の男性が親

になると聞いて、赤ちゃんを連れて帰

ることはできないと言った。私たちに

は母性本能がないからという理由で。

これには心底失望した。私はその医師



 

29 

 

にたいして、オンラインレビューで最

低の評価を与えた。それ以外は、リベ

ラルな地域に住んでいることもあっ

て、日常的な偏見は経験していない。

海外へ旅行する際、厄介なことになる

だろう。幼い女の子と一緒に国境を越

えようとするといつも止められる。出

生証明書やその他の書類を見せてよう

やく入国できる。幸い、夫と私はカリ

フォルニア在住だから、出生した時か

ら二人の名前入りの出生証明書を持っ

ている。だから、少しはましな方だ。  

  

  

Q. 学校や地域に gay dads はたくさんいま

すか? 交流はありますか。  

代理出産の最中にほかのゲイカップ

ルと知り合いになったが、その後関係

は途切れた。自分は内向的だから、家

族と過ごしているほうがいい。  

  

  

Q. Gay Dad 向けのグループに入っていま

すか?  役にたちますか?  

Men Having Babies のフェイスブック

に登録はしていて、過去にコンタクト

を取ったことがある。自分はもっぱら

投稿された内容を閲覧するだけで、活

発に投稿したりコメントを残したりす

ることはない。  

 

 

(2021年 12月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mr. Nick Yu He  

 

自身がゲイと認識し、代理出産で娘を

持つまでを記した回顧録“Two Dads 

and Three Girls”の著者。中国人の両親

のもと中国で生まれ、MBA 取得のため

にアメリカに移住。マイクロソフト社

などで 10 年働いた後、2 回目の代理出

産を期に退職。現在は不動産関連の仕

事をしながら、夫の Bryan と 3 人の娘

とともにカリフォルニアで暮らしてい

る。  

  

著書  

 
 

Nick (Yu) He 2019 Two Dads and Three 

Girls: Searching for Sexual Identity, Falling 

in Love, and Building a Family through 

Surrogacy.  GPS Real Estate Investment. 
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Surrogacy and parenting by a sexual 
minority man. 

 

セクシュアルマイノリティ男性の代理出産

と子育て 

 
 

Interviewee 
 

Mr. Kyle Phoenix 
 

  

Q. 自己紹介をお願いします。  

米国のバッファロー大学でティーチ

ングアシスタントをやっていた学生の

ときからずっと、主に教育の分野で仕

事をしてきた。大学を卒業した後、ア

メリカの企業で 5〜7 年間働いたが、

9.11 の後、従事していた証券訴訟の仕

事がなくなり、疲弊してしまった。そ

の後、Harlem Children’s Zone で責任者

との渉外を担当する係として働き始

め、 LGBT の問題に焦点を当てたゲイ

男性のための組織でボランティア活動

を始めた。しばらくの間、黒人男性の

ための意見交換所の役員も務めてい

た。  

そのあと、勉強を続けるためにコロン

ビアに移り、準備と向上に焦点を当て

た成人教育のインストラクターになっ

た。また、 LGBT の男性と一緒にワー

クショップを開催した。 2019 年に、よ

り多くの人々にリーチするために

YouTube にワークショップビデオを投

稿することにした。  

2009 年、Kyle Phoenix Show というパ

ブリックアクセステレビ番組を行うた

めに交渉した。番組は毎週木曜日にマ

ンハッタンで放送された。2013 年、自

分の知識を本にまとめ始めた。トピッ

クは、 LGBT のリプロダクティブ・ラ

イツや、どうやって子供を持つかとい

うことなど。子供を持つことで男性に

人生の目的に対する感覚を与えること

ができると思うが、多くの LGBT の男

性は、これを自分たちの選択肢だとは

まだ考えていない。  

 

 

Q. 自分のセクシュアリティに気づいたのは

いつですか? 親になりたいと思ったのは?

パートナーと話し合いはスムースにできた

か?   

自分のセクシュアリティは時間とと

もに進化してきたが、もともと、自分

は異性愛者だけではないことに気づい

ていた。両親は 12歳のときに離婚し、

その後のカウンセリングで、自分は異

性愛者だけではない可能性が高いこと

がわかった。高校生のとき、ゲイとし

てカミングアウトをした。大規模な 

LGBT コミュニティを持つニューヨー

クに住んでいたため、LGBT 世界のサ

ンプルを手に入れることができた。自

分は強力なサポートシステムを持って

いる。母親の友人のゲイがいて、彼が

近しいメンターになってくれた。現

在、自分のことをオムニセクシュアル

と定義している。これは、ジェンダー

とセクシュアリティの狭い範囲を超え

るものだ。  

いつも親になりたいと思っていた。

家族形成に関して、LGBT コミュニテ

ィの中で社会的な反響はなかったが、

自分は両親などと代理出産についてオ

ープンに話し合っていたことを思い出

す。母親は代理出産ついてとてもプラ

グマティックな考えの持ち主で、非常

にサポーティブで進歩的だった。  

子供たちに、自分の人生が終わった後

も続いていく家族のコミュニティの感

覚を作り出すことに心を砕いている。

自分の祖父母、母、叔母/叔父はすべて

亡くなったので、血縁の絆ではなく感

情的な絆を築こうとしている。  

  

  

Q. 親になったプロセスについて教えてく

ださい。  

代理出産を依頼した。母親がその費

用を賄ってくれた。当時、代理出産の
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費用は、今と比較してまだかなり安か

った。自分が代理出産の旅を始めたと

き、独身だった。そして今日まで自分

で子供を育てていて、パートナーと一

緒に子育てをしているわけではない。

自分は(男性パートナーとではなく)子供

とパートナーを組んでいるゲイ男性で

「少数派のなかの少数派」だと言え

る。これはレズビアンの家族とは異な

っていると思う。  

母親は、21 歳の頃に代理出産のアイ

デアを自分に伝え、それを具体的に考

えるよう勧めてきた。20 代の頃、2 人

の女性と真剣な付き合いをしていて、

彼女との間に子供を持つことを考えて

いた。しかし、彼女たちは自分とは異

なる道徳的信念を持っていたり、家族

を一緒に作るために適切な心理状態で

はなかった。  

コロンビア大学で勉強しているとき

に、ベネズエラ出身の友人、ニーナを

作った。彼女は母親になりたいとは思

っておらず、できるだけ勉強を進めた

いと思っていたが、そのためのお金が

なかった。彼女は自分の代理母となる

ことに同意し、彼が彼女に支払うお金

で、勉強を続けるプランを立てた。そ

の計画は、彼女が大学を卒業してベネ

ズエラに戻る前に、アメリカで彼の子

供を出産することだった。  

長男が生まれてから 1 年以内に、ニ

ーナは再び代理母になることを申し出

てくれた。ニーナはもっとお金が必要

だったし、自分は息子が一人っ子にな

ることを望んでいなかった。最終的

に、代理母に支払ったお金は 2 人の子

供のために 2 万から 3 万ドルだった。

これは、ニーナの授業料、医療費、お

よびすべての弁護士費用をカバーして

いた。ニーナは 2 回目の出産後にベネ

ズエラに戻った。彼女は子供にはほと

んど興味がなかった。  

両親が年をとっていたので、全ての

プロセスは早く進んでいった。約 5〜7 

年後、両親は亡くなった。両親が病気

で末期の状態になり、両親の世話をし

た経験が、良い親になることを教えて

くれた。境界がなくなることを受け入

れなければならなかった。  

  

 

Q. どのように子育てに取り組んでいます

か?    

いつもスケジュールとカレンダーを

使用して生活をオーガナイズしている

たちだ。すべてが「想定」されている

場所にあるのが好きだ。母親が病気に

なったときにサバティカルを取った。

この時、自分がどうして良いかわから

ないということを認めざるをえなくな

った。そして、他人に助けを求めるこ

とを学ばなければならなかった。子育

てについて助けを求めるのに、ゲイの

男性は役に立たないことがわかった。

最も助けになったのは、異性愛者や、

すでに子供を持ち、子育てをよく知っ

ているゲイの男性だった。自分は 

Charter school での仕事を通して多くの

親子を知っていた Charter school は親密

なコミュニティであり、アドバイスや

サポートを提供できる人たちがたくさ

ん関わっていた。  

自分は感情面では女性らしいと感じ

ているが、肉体的には、男性的で、集

中力があり、自信を持っている。女性

が社会的に行っていることを観察して

疑問を抱くことにやぶさかではない。

子育ては、自分にあるがままを受け入

れることを教えてくれた。  

  

  

Q. 子供達に代理出産のことをどのように

話しましたか?   

息子は現在 7 歳と 9 歳になってい

る。黒人が子供たちに対して行うよう

なことをやらないように努めている。

なぜなら、それは現代社会や世界の動

向の中では機能しないと感じているか

ら。子供たちに教えているのは、人種

(race)は社会的構成物であり、セクシュ

アリティは個人としてどう感じるかの

問題に過ぎない。人生で最も重要なこ
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とは、実際には世間の人が思っている

ような類のものではないということ。  

解剖学などについて、すべて正しい言

葉を使って子供たちに説明する。自然

界にあるものすべてをノーマライズ

し、さまざまなタイプの家族を明確に

説明しようと努めた。子供たちとオー

プンに話し、子供たちの言うことに耳

を傾けるよう努める。息子たちには、

話をすること、声を上げることを教え

たい。そして、体罰や暴力、脅迫は 

使用しないことを教えたい。  

  

  

Q. 親になることの困難と喜びについて教

えてください。  

難しいのは、時間の配分だ。自分は

よく、「子供たちが眠っているときに仕

事をして、子供たちが起きている間に

彼らの相手ができるか？」を自問す

る。「一緒にいれる時間はどれくらい

か？」  

そして、資金の問題がある。「子供た

ちのためにいくら稼ぎ出せるか?」「将

来、子供たちのためになるような良い

ものを提供できるか？」 （例えば、緊

密な家族、自分が死んだ後も続くポジ

ティブな影響）  喜びの面は、息子たち

は面白おかしい(funny)こと。自分は他

人を怖がらせることもできるが、自分

は子供たちを決して威嚇するようなこ

とはしない。これは爽快で、最高だ。  

  

  

Q. 子供たちが学校で何か言われることは

ありますか?  

長男はある日、帰宅し、学校の子供

たちが自分のことをレズビアンと呼ん

でいると言った。私たちはそれについ

て話し合い、息子は、他の子供たち

は、それが何を意味するかを単に理解

しておらず、もっと勉強する必要があ

ることを認識しただろう。自分たちの

家族構成が友人のほとんどの家族と似

ていないことでいじめがあったが、子

供たちは挑戦することを学んだ。それ

はまるで子供たちが父親をいじめから

守ろうとしているかのようだ。  

息子たちは現在、ニーナがどこにい

て、彼女が何をしているのかについて

空想的な物語を作り上げているが、自

分はあまり気にしていない。  

息子たちは父親のセクシュアリティ

に気づいている。子供たちにははっき

りと説明している。子供たちは、ニュ

ーヨークに住んでいてさまざまな人に

出会った結果、人々の違いを理解して

いる。  

  

  

Q. 家族を作りたいと考える男性の心配事

は何でしょうか?   

自分のワークショップの多くは、

CDC を通じて資金提供されていて、テ

ーマとしては特に HIV の問題について

話している（黒人男性は米国で最も

HIV 感染率が高い）。親になりたいとい

う欲求の陰には、死に対する感受性が

ある（「私は十分長くここにいられる

か?」）。HIV 陽性の人々にとっては、多

くの感情的なハードルがあり、それを

乗り越えなければならない。  

黒人とラテン系の非ヘテロセクシャ

ルの男性にとって、パートナーを持つ

ことはオスカー賞に値するようなこと

だ（それを達成するのは非常に困難な

こと）。その上に子供を持つことはさら

に大きな飛躍だ。多くの困難を乗り越

えなければ達成できない。カミングア

ウト、子供を持つためのリソースを調

達する、有意義な関係性を維持するこ

となど。  

自分の両親が非伝統的であり、他の

多くの黒人男性とは育てられ方が違っ

ていたことをラッキーだと思う。アッ

パーミドルクラスで育ち、自分の可能

性を感じることができた。静かにして

いることを強要されなかった。それで

も、自分が子供を持つことはある程度

ラディカルなことだった。従来の

「箱」の中に収まるなら、子供を持つ
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ことはもっともっとラディカルなこと

になる。  

  

 

Q. 最後に。  

異性愛者ではない親に育てられてい

る子供たちのジェンダー表現とセクシ

ュアリティに関するいくつかの議論を

知っている。息子たちは、もっと流動

的なアイデンティティをもっているこ

とに気づきました。たとえば、下の息

子はハロウィーンの王女になりたいと

思っていた。自分が持っていることを

すべて教えることはできないことに気

づいたが、その後、息子が王女になり

たいという願望を社会的に否定された

が、自分はその願望を支持した。息子

たちには、自分の体は自分のものであ

ると教えている。  

息子たちは、「彼/彼女はかわいい。

多分、私は彼/彼女と結婚する。多分私

は夫か妻を持つだろう」などと口走

る。子供たちは自分や他人の意見につ

いてより広い見解を持っている。息子

たちを見るとき、自分の子育てと文化

の影響を明らかに見てとることができ

る。自分が何を言うか、何を言わない

かが、子供たちの性的発達に影響を与

えることを知っていて、それははるか

に流動的なことであると思っている。

現在、息子たちも自分のことをオムニ

セクシュアルだと言っている。子供た

ちは、望むものを選ぶことができる

し、それは時間とともに変化するかも

しれない。  

  

  

(2022年 5⽉)  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

Mr. Kyle Phoenix  

  

セクシュアリティの教育者として活動

している。自らのセクシュアリティを 

omnisexuality と位置づけている。母親

の勧めもあり、友人の女性に代理母を

依頼し、息子 2人をもうけた。現在 9 

歳と 7歳のシングル父親。動画や書籍

を通して啓発活動を行なっている。  
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Photographer’s gay father and twin boys. 
 

写真家のゲイの父親と双子の息子 

 
 

Interviewee 
 

Mr. Bart Heynen 
 

  

Q. 自己紹介をお願いいたします。  

現在、ニューヨークを拠点に活動し

ているが、もともとはベルギー出身。

同じくベルギー出身のロブ・ヘイヴァ

ートと結婚している。10 歳になる双子

の息子、イーサンとノアは、カリフォ

ルニアで代理出産と卵子提供によって

生まれた。カリフォルニアの代理出産

のエージェントが医療、法律、ロジス

テックなど総合的なサポートをしてく

れた。卵子ドナーは別の会社で選ん

だ。全体的にプロフェッショナルで、

サプライズもなく、ポジティブな経験

だった。  

バートもロブもビザをとってアメリ

カに住んでいるが、子供たちは 2 人と

もアメリカとベルギーの二重国籍だ。  

  

  

Q. 代理出産で親になるまでについて教え

てください。  

自分と夫は、14 年前に結婚した。二

人はずっと子供が欲しいと思っていた

が、当初はゲイカップルである自分達

には現実的ではないと思い、代理出産

や卵子提供について何も知らなかっ

た。しかし、エルトン・ジョンが利用

した代理出産センター(CSP; Center for 

Surrogate Parenting) のことを知り、興味

を持った。その頃、家族を持つ準備が

できていたので（バート 40 歳、ロブ 

44 歳）、CSP に電話をかけると、親切

に説明してくれた。CSP は、この業界

で 30 年近い経験を持っていた。代理出

産の手続きはかなり早く済むと知り、

驚いた。ベルギーでの養子縁組も検討

したが、非常に難しい手続きで何年も

かかるという。二人とも、家族をつく

るという展望に胸を躍らせた。ロブは

どうしても実の息子を欲しがり、バー

トもその思いを認めて支持していたの

で、誰が実の父親になるかということ

では一致していた。多くのカップル

は、一人ずつ実子を持つことを選択す

るが、自分たちはそうしなかった。「あ

なたの子」「私の子」というようなこと

を避けるために、ロブに実の父親にな

ってもらいたかった。今となっては、

生物学的なつながりは関係ないと思っ

ている。というのも、自分は子どもた

ちのことを強く思っているから。しか

し、当時は、起こりうる問題を避けた

かった。  

CSP は代理母の重要性を強調する。

代理母は子供を身ごもるが、地理的に

遠く離れていることも多いので、妊娠

中は毎週電話をかけることや、まずは

直接会ってから手続きをすることを薦

めた。CSP を通して代理母を紹介され

た。彼女は代理出産の経験があり、健

康的で、代理出産で人を助けるのが好

きな人だったので、とても安心した。3 

つの卵子が代理母に移植され、2 人の

子供が生まれた。  

CSP は、営業や金銭などの問題を避

けるために、卵子ドナー候補に会った

り、面接したりすることを望まなかっ

た。ドナーを選ぶために経歴書や病歴

書などが提供された。最初、別の卵子

ドナーを選んだが、彼女は実子をゲイ

カップルに育てられたくないという理

由で、依頼を断った。自分たちが同性

愛者であることをすぐに公表してよか

ったと思った。そして、次のドナーを

選んだところ、自己紹介の手紙を受け

取ったとき、彼女はとても喜んで、「イ

エス」と言ってくれた。一度だけ卵子

ドナーと会うことができたが、それは

プロセスが始まり、代理母が妊娠した

後だった。彼女との対面は楽しかっ

た。彼女の両親もベルギー出身で、偶

然とはいえ、嬉しい出会いだと感じ
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た。子供の実の母親であるドナーに会

うのに緊張していた。CSP は、子供た

ちが将来、成人した時に会える可能性

があるので、一緒に写真を撮っておく

ように勧めた。  

カリフォルニアの法律で、自分たち

は息子たちが生まれる前から法律上の

親として認められており、これは大き

なメリットだった。  

自分たちにとって代理出産のコスト

は制約ではなかったが、他の多くの

人々にとってはそうだろう。ネブラス

カ州で、代理出産をする経済的余裕の

ない一家に出会った。一方の男性の母

親が代理母になり、もう一人の男性の

妹が卵子を提供した。このような特殊

な状況だったが、彼らはとても愛情深

い家族だった。経済的な制約を克服す

るために、創造的な解決策を見いだし

たのだ。  

   

  

Q. ゲイカップル/ゲイ男性の間で、代理出

産で親になることは、どのような位置を占

めていますか?   マイノリティでしょうか。

特権的でしょうか?   

現在、ニューヨークやカリフォルニ

アを中心に、ベビーブームが起きてい

る。年々、ゲイの親が増えている。も

ともとレズビアンの親はトラブルが少

なかったが、今はゲイのカップルも家

族を持つようになった。子供を持つこ

とへの人々のモチベーションは非常に

高い。子供を作るには 5〜6 万ドルかか

るが、欲しいという気持ちがあるな

ら、実行すればいい。 

養子縁組を選ぶ人もいる。遺伝的な

要素が動機になるかどうかは、その家

族によって異なる。養子よりも遺伝的

につながった子供を望む人の方が多い

が、それは未知の世界を恐れているか

ら。しかし、遺伝上の子供であって

も、未知の世界に足を踏み入れること

に変わりはない。  

  

Q. 代理母との関係性で予想外だったこ

と、心配だったこと、うれしかったこと、難し

かったことなど。  

最初の頃、代理母に大きな借りがあ

るように感じていて、感謝の気持ちば

かりが先走り、なかなか関係を築くこ

とができなかった。それでも、それを

乗り越えて、お互いに愛を分かち合う

関係だと考えるようになった。時間は

かかったが、旅の終わりには自分とパ

ートナーは代理母と一緒に分娩室にい

た。病院で代理母と同じ部屋にいたの

で、医師から夫婦と間違われることも

あった。とても親密な関係になってい

たのだ。  

代理母は、赤ちゃんを無事に身ごも

ったこと、そして、子供を引き渡せた

ことに喜びを感じていた(彼女には 3 人

の子供がいた)。  

主な心配事といえば、卵子ドナーに

関するものだった。例えば、「正しい」

ドナーをどうやって選ぶか、など。ド

ナーのプロフィールはとても人間味の

ないもので、知らない人だから、怖い

という気持ちが生じた。しかしそれで

も、卵子ドナーが見つかったことは、

とても幸運だった。  

  

  

Q. 子育てで大変なことは何ですか。子育

てをしていて嬉しいのはどんな時ですか。

手伝ってくれる人はいますか。 

分担はどのようになっていますか。

異性カップルの場合と比べてゲイの親

の場合、違いがある。  

子供たちが生まれたとき、夫は仕事

を続け、自分は仕事から離れ、家にい

ることにした。双子を授かったこと

で、最初の数カ月はとても大変だっ

た。自分が家にいる男性であること、

そして誰もが突然、自分のことを「女

性の役割」を担っていると考えるよう

になったことに対処しなければならな

かった。子供の世話をする女性はどこ

にでもいるが、子供の世話をする父親

はいないので、ロールモデルを失った
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と感じた。ちょっと脱男性化したよう

な気がして、居心地が悪かった。結

局、みんな異性愛の親に育てられたの

で、自分のジェンダーを無視しなくて

もいいロールモデルを探しているのだ

ろう。自分は男らしく、そう見られた

いと感じている。子育ての役割に少し

ずれを感じていたのだ。これが、ゲイ

の家族を撮影し、本を作り始めた理由

の一つだった。  

息子たちは 11 歳になり、家族として

円満に過ごしている。振り返ると、自

分の母親は子育ての大きなお手本にな

っている。母親から学んだ多くのツー

ルを使っている。  

息子たちと一緒に朝食をとるときが

一番幸せな時間だ。会話が弾むので、

食事が一番やりがいがある。ヨーロッ

パの伝統的な朝食を食べると、子供た

ちはとてもおしゃべりになる。例え

ば、今朝はプーチンの話で盛り上が

り、その問題を解決するために、息子

たちはとんでもないアイデアを思いつ

いた。子供たちと大人顔負けの会話が

できることが気に入っている。息子た

ちが自分を親として本当に必要として

いると感じる時、彼らに安心できる場

所を与えられることが嬉しい。  

  

 

Q. masculinities と子供の世話をすること

は、矛盾しますか? 他の Gay Dads にとっ

てはどうですか?  

今は息子たちが少し大きくなったの

で、矛盾は感じない。ニューヨークで

はナニー(乳母)がたくさんいるので、結

局、赤ちゃんは女性の腕に抱かれるこ

とになる。最初、自分はそういう役割

だった。ニューヨークでは、初対面の

人にまず「あなたは何をしています

か」と聞く。赤ちゃんの世話をする人

の価値はどこか低く、この高学歴のキ

ャリア志向の世界では劣っているとみ

なされる。自分が写真撮影したゲイの

家庭では、乳母のいる家庭といない家

庭が半々だった。お手伝いがいる人も

いれば、完全に自分たちでやるという

人もいた。  

両親が男性だと、伝統的な性別の役

割が溶けて、平等になることがある。

ジェンダー役割が交換可能であるのは

よいことだ。   

  

  

Q. 子供に対して、代理母や卵子ドナーの

ことについてどのように話してきましたか?  

子供は、父親二人の家族構成であること

に、納得していますか?    

子供が生まれた後、2 年間ベルギー

に移住した。子供たちをベルギーで自

分の子供として認めてもらうための手

続きをしなければならなかった。最終

的には、アメリカでは息子たちの法的

な父親であるにもかかわらず、ベルギ

ーでは養子縁組をしなければならなか

った。そのため、1 週間の養子縁組コ

ースに参加することになった。コース

で最初に言われるのは、家族が作られ

た経緯についてできるだけオープンに

すること。もし、何か嘘をついて、後

で子供がそれを知ったら、とても傷つ

くことになる。そのため、自分たち

は、息子たちが質問してきたら、必ず

オープンにするように心がけていた。

息子たちが質問したときには、必ず率

直に答えるようにしていた。ビジュア

ルでわかりやすく説明した。決して大

げさなことにせず、秘密にもしなかっ

た。  

子どもたちは、他のゲイの父親にも

見てほしいという思いから、自分が作

ったゲイの家族についての本に協力し

てくれている。一般的にニューヨーク

では、ポリティカル・コレクトネス(政

治的正しさ) に大きな焦点が当てられて

いる。また、息子たちの学校には同じ

ような家庭の子供がいて、学校はとて

も寛容だ。最近の子どもたちは、多く

のゲイと出会っていて、恥ずかしいと

思うことがない。古い世代とはまった

く違っている。彼らがアメリカの中部

あたりで育っていたら、あるいはベル
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ギーで育っていたら、おそらくかなり

違っていただろう。  

  

  

Q. 子供にとって、代理母や卵子ドナーは

どのような存在ですか?  特別な存在?   

遠い親戚のような?   それほど関心がな

い?   

家では、卵子ドナーのことをミキ、

代理母のことをレベッカと呼んでい

る。彼女たちの写真は書斎にある。今

のところ、子供たちは、卵子ドナーに

も代理母にも特に興味はないようだ。  

  

  

Q. 遺伝的親ではないということは、家族内

の立場で脆弱性を意味しますか?  どのよ

うに対処していますか?  

自分の方が子供たちと過ごす時間が

とても長いので、実際には逆だ。遺伝

上の親でないことの良い点は、子供た

ちの弱さに寛容になる傾向があるの

で、プレッシャーが少ない。距離を置

いて物事をとらえることができる。  

  

  

Q.  親とは?  (伝統的)父性や母性につい

てどのように考えますか?  

親というのは、性別や性的指向に関

係なく、子供の若い時期を導く人のこ

と。最初のうちは、それがとても大変

かもしれない。しかし、親として大切

なのは、その子のありのままを受け入

れること。子どもは生まれたときから

すでにその人なのだから。その子をそ

のまま受け止め、愛し、導き、経験を

共有し、その子がその人らしくなるよ

うに手助けをしなければならない。  

伝統的なロールモデルには、多くの

期待が込められている。そのような高

い期待を持ち、それを子どもに押し付

けようとする人がいることを好ましく

思っていない。オープンになって、子

供自身の興味を刺激しようとするな

ら、子供の気質に逆らう代わりに重要

な戦いに勝利したことになる。あまり

型にはめようとしないほうがいいと考

えている。その子の個性に合わせ、育

て方を変えていかなければならない。

例えば、息子のイーサンは学習障害が

あり、そのことが多くのことを教えて

くれた。イーサンは、普通の子どもと

は違う。イーサンが通っている学校

は、視覚的な学習が多く、自分の感情

を率直に表現するところなので、イー

サンは他の子よりずっと上手に自分を

表現することができる。  

  

   

Q.  家族の定義や範囲について教えてくだ

さい。代理母や卵子ドナーに子どもがいた

ら、そのような人も家族や親戚にカウント

されますか?  

代理母や卵子ドナーは家族の一員で

はない。もしかしたら、後年、子ども

たちが彼女らに会って友達になるかも

しれないが、今のところ、彼女たちを

取り込もうとすると混乱しすぎると考

えている。 

卵子ドナーはそれを望んでいない。

バートとロブは代理母と時折、連絡を

取り合っている。しかし、それほど親

しい関係ではない。彼女は現在、ネブ

ラスカに住んでいる。  

  

  

Q.  代理出産について、代理母の搾取だと

いう批判もあります。このことについて、 

意識しましたか?    

家族を作ろうと考えたとき、この問

題をあまり考慮しなかった。ベルギー

では商業的な代理出産は合法ではな

い。強制されない限り、すべての女性

が自分で選択することができ、それに

応じてサポートされ、報われるべきだ

と考えている。もちろん、保険にも加

入しなければならない。専門機関を通

せば、こうした面はすべてカバーされ

る。ウクライナやインドのような国で

は、非常に搾取的であり、これは受け

入れがたいことだ。しかし、アメリカ
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では女性の選択であり、強い枠組みが

ある。   

代理出産は非倫理的だという批判が

あるが、そうは思わない。当事者たち

が精神的に健康で、自分が何をしよう

としているのかを十分に理解している

のであれば、それは当事者たちの自

由。もし、各国が国民にもっと多くの

選択肢を与えることを考慮できれば、

利点があるはずだ。しかし、アメリカ

は現在、この点で後退している可能性

がある。  

一番大きな要因はお金。ウクライナ

で代理出産をした人を知っているが、

価格はアメリカより 30％ほど安いだ

け。エージェントの専門性などにはア

メリカとウクライナでは大きな差があ

る。だからこの選択の理由はお金しか

ない。  

  

  

Q. ニューヨークに居住されていますが、こ

の地域では、ゲイカップルの代理出産依

頼や子育てに対してどの程度理解があり

ますか。マイクロアグレッションはあります

か。  

ニューヨークでマイクロアグレッシ

ョンを経験したことがない。それどこ

ろか、ここではとても歓迎されている

と感じている。ベルギーでも差別を受

けたことはない。  

成熟した職業人なので、ゲイだから

と言ってあまり差別された経験がな

い。夫はウォール街でかなり著名な人

物で、いつも自分を夫として紹介して

くれる。最初は少し驚くかもしれない

が、それだけ。  

子供たちがまだ小さかった頃、イギ

リスに旅行したとき、国境でたくさん

の書類を見せなければならなかった。

当時はとても差別されていると感じた

が、今は状況が変わっているのではな

いかと思う。  

 

Q. 代理出産で親になろうとするゲイカップ

ルに対してどのようなアドバイスがありま

すか。 

1．親になることは大変なことなので、

賢明に検討しなければならない。  

2．経験豊富で、医学的、法的な枠組み

を提供でき、代理出産候補者を多く

抱えているエージェントを探すこ

と。エージェントに対して信頼がお

けるかどうかが重要。自分でやろう

とした人が苦労したという話をよく

聞く。 

3．自分なら友人に代理出産を依頼する

ことはないと思う。そういうことを

したらもっと複雑になるから。明確

な境界線があるプロフェッショナル

な取り決めによって、距離を置く方

がずっと簡単。その場合、代理母の

医療費に加え、毎月の支払いがあっ

た。また、弁護士費用やエージェン

トの手数料も負担した。それは透明

で明確なプロセスだった。 

 

 

Q. その他。 

今、カメラマンとして仕事に復帰して

いる。必要なときはナニーに手伝って

もらうが、それ以外は自分と夫ですべ

てをこなしている。 

 

 

(2022年 10月) 
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 Mr. Bart Heynen  

 

ベルギー出身、フリーランスの写真家

である。現在は夫と 10歳になる双子の

男の子とニューヨークに暮らす。カリ

フォルニアで代理出産と卵子提供によ

り、42 歳で双子の男の子の父親となっ

た。  

2021 年には、2016 年から 4 年間にわた

ってアメリカ中のゲイの父親像を記録

した写真集『Dads』を出版した。 

 

写真集： 

Bart Heynen 2021 『Dads』 
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Right to know of donor conceived in the 
state of south Australia. 

 

南オーストラリア州における        

出自を知る権利 

 

 

Interviewee 
 

Dr. Damian Adams 
 

  

Q. ご自身の経験について教えてください。 

南オーストラリア州で生まれた。親

は自分がドナーから生まれてきたこと

を早い時期 (大体 3歳くらい)から教え

てくれた。ドナーと初めて会ったのは

2年前のことで、6月前にクイーンズラ

ンドで会った。   

15歳になったとき、個人を特定しな

い情報を得る権利を得たが、クリニッ

クから記録は失われていると言われ

た。その何年かあと、大学生の時に感

染症にかかり、ドナーの医療情報をも

っともらったほうがいい医者からアド

バイスを受けた。それでクリニックに

問い合わせをしたが、記録は破壊され

ているといわれた。最初に聞いたとき

と違う回答だった。数年後、病院は情

報を提供すべきだという要望書を提出

した。そしてわかったのは、自分は嘘

を付かれていたということだった、こ

れはドナーから生まれた人の間でよく

あるシナリオだ。  

自分が見た記録には二桁のドナーコ

ードが振られていた。このコードはド

ナーの名前に関係していると考えてい

る人もいる。おそらくはほとんどのド

ナーは医学生なので、医学部学生の記

録を探したが、自分のドナーコードに

あいそうな名前を見つけることはでき

なかった。  

その何年か後、DNA テストを受けた

(6 箇所かそれ以上、いろいろな会社)。

Y 染色体の検査から、何人かの人とマ

ッチングした。そして、そのうちの 1 

人の名前が、おそらくドナーコードに

一致しているようだった。最終的に、

ドナーのおじにあたる人に DNA テスト

をお願いすることができ、無事、ドナ

ーを確定することができた。  

ドナーの家族はとても大きく、何人

かは死亡していたものの、ドナーとも

連絡をとることができた。ドナーは南

オーストラリア州の人ではなく、提供

のために南オーストラリア州を訪問し

ていたようだった。  

  

  

Q. クリニックにドナー情報を問い合わせた

ときの経験を教えてください。  

あまりよい経験とはいえなかった

が、多くのスタッフはとても同情的だ

った。記録はあまりよい状態で保管さ

れていないと言われた。ただ、出産の

記録に関してはかなり詳細だった。  

  

  

Q. DNA テストに関してどんな感想をもっ

ていますか?  

DNA テストの経験はポジティブで興

味深いものだった。プロセスは結構早

く進むものもあれば、数年かかるもの

もある。将来のための投資だと思って

いる。DNA テストはドナーから生まれ

た人たちのコミュニティにとって大き

な朗報だと思っている。  

  

  

Q. ドナーの情報がなかったらどんな問題

が生じますか？ 

ドナーから生まれた人たちは、ドナ

ーの情報を必要としている。その理由

は以下のようなものだ。  

 ・ドナーの家族とつながりを持ちた

い、自分がどこからきたのか知りたい  

・家族の歴史を知りたい  

・医療に関わる自分の情報がない不安  

・近親婚を避けたい  

 

自分の子どもをもったとき、ドナー

を知りたいという欲求は激しくなっ
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た。ドナーと繋がりたいと思った。実

の父は、10 歳の時に亡くなった。両親

はとてもオープンマインドな人たち

で、とくに母親はとてもサポートして

くれ、法律の改正を求める活動も支援

してくれた。ドナーの家族もまた、支

援してくれた。  

  

  

Q. 南オーストラリア州で遡及的開示に対

する医療界の態度を教えてください。  

あまりはっきりとした態度を示さな

い医療者も多い。概して、遡及的な開

示には反対だと思う、提供時にドナー

に匿名を約束しているので。しかし、

医療者は当時、個人情報を開示すると

いう選択肢をドナーに与えていなかっ

た。いくつかの文献では、ドナーの気

持ちは時間とともに変化することもあ

る。それに当時の同意書は、契約書の

要件を満たしていない。そもそも、ま

だ生まれていない子供の同意を取って

いないのだから。    

それに、医療界はオーストラリアの

法律ではプライバシーは絶対的ではな

いということを知らなければならない

と思う。ドナーから生まれた人たちの

中には健康上の深刻な問題を抱えてい

るもいて、彼らはドナーの情報が必要

だ。  

  

  

Q. 2005 年よりも前に生まれた人はドナー

の情報をクリニックに問い合わせをするこ

とになっていますが、クリニックではどのよ

うな対応をしますか?  

南オーストラリア州では、2005 年以

降に生まれた人は法律的にドナーの個

人を特定できる情報にアクセスする権

利がある。1988 年以降、ドナーから生

まれた人は個人を特定しない情報にア

クセスすることができるので、情報が

保管されているかどうか、クリニック

に直接問い合わせをすることになる。 

南オーストラリア州では、 Queen 

Elizabeth Hospital と Flinders Fertility  

がメインのクリニックでそれ以外にも

医師が個人で運営している病院でも行

われていたが、その記録は破壊されて

いるものもある。  

一般的にクリニックに直接問い合わ

せをして情報を得られるかはケースバ

イケースだといえる。いくつかの情報

は大学に移され、そのあと州に渡され

たものもある。記録が移動しているの

でアクセスが難しい場合がある。クリ

ニックが売却されるというような場

合、その際に記録が失われてしまうこ

ともある。  

  

  

Q. 現在クリニックに保管されている情報

はどんな状態でしょうか? (開示を恐れる

医療スタッフによって)破壊される恐れは

ないでしょうか?  

法的にアクセスが認められた人たち

はもちろんよい状態の情報にアクセス

できる。しかし 80 年代、90 年代の情

報の質はおそらくかなり悪い。  

自分が知っている例で、ある個人病

院の医師が記録を破壊したと聞いた。

しかしその理由はわからない。  

  

  

Q. VIC 州で遡及的開示に成功し、NSW 

州で失敗した理由は何だと思いますか? 

また SA 州で遡及的開示がなされる可能

性はあると思いますか?  

VIC 州はこの分野では世界のリーデ

ィングケースだからだろう。VIC 州で

最初に法律ができたのは 80 年代に遡

る。彼らはよりオープンで、ドナーか

ら生まれた人たち、活動家の声も一番

大きいから。  

NSW 州では、最近まで法律がなかっ

た。SA 州では、レジスターに関して法

律改正がなされた。法律には「大臣は

レジスターを維持しなければならな

い」と書かれている。しかしこれで

は、政府が全ての利用できる情報をま

とめる義務があるのかどうかはわから

ない。もしそうだとしたら、それは遡
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及的なものになるだろう。しかしはっ

きりとしない。  

  

  

Q. ロビー活動の状況について教えてくだ

さい。  

自分自身は、昨年、国連で子供の権

利に関する年次会議でドナーから生ま

れた子供として発言した。  

アドボカシーのグループとして、 

Facebook に色々なグループがあるが、

プライベート設定になっているものも

多い。自分が参加している一つのグル

ープは 400 人ものメンバーがいる。大

臣や政府の役割に物申すためには、こ

うしたグループの力は必要だと感じた

から。  

Donor Conception Support Group of 

Australia というグループが有名だが、

主要な活動家はもうあまり熱心に活動

していない。自分は今は公的なグルー

プからは身を引いている。  

  

  

Q. ドナーから生まれた人のなかで、ドナー

にどうしても会いたい人と、あまり関心が

ない人がいます。なぜそのような違いが生

じるのだと思いますか?  

いままでたくさんの人と話しをして

きた。ビクトリア州では contact 

preference を出すことができる。しか

し、VARTA の調査ではほとんどのドナ

ーはコンタクトを受けてもいいと答え

ている。  

ドナーから生まれた人のなかには、

ドナーに会いたいといえば家族が傷つ

くだろうと考えている人もいる。一方

ドナーの方も、子供がお金や財産を要

求したりするのではないかと誤解して

いる人もいるかもしれない。  

  

  

Q. DNAテストの良いところと悪いところは

何でしょうか。  

(良い点)  

・クリニックでドナーの記録が失われ

ていてもドナーを見つけることができ

る。  

・レジスターではマッチングできない

ドナーきょうだいのマッチングが可

能。  

  (悪い点)  

・レジスターシステムの方が 、明瞭に

アクセスできる  

・レジスターシステムの方が、カウン

セリング体制が整っている。  

・レジスターシステムの方が、情報の

伝達がスムースに仲介される。  

・いろいろな DNA テストがあり、方法

によって検出力が違っている。  

  

  

Q. VARTA はパターナリズムだと批判す

る人もいますが、どう思いますか?  

そのように捉えている人がいるのを

知っている。たぶん組織があまりにも

コントロールしようとしすぎているか

らだろうと思う。良い面と悪い面とが

ある。自分としては DNA テストに傾い

ている。というのは望まない接触を防

ぐ法律は既に VIC州で存在しているか

ら。必ずしも公的機関に頼る必要はな

い。  

  

  

Q. ドナーから生まれた人にとって、ドナー

はどのような存在なのでしょうか? (いろい

ろなケースがあると思いますが)  

ドナーを見つけることは自分にとっ

て人生の穴を埋めるようなものだっ

た。今はドナーに会えたので、自分の

外見、特徴、興味、態度がどこから来

ているか確認できる(もう 30 年来求め

ていたことだ)。この認識(またはその欠

如)がいかに深くその人に影響を与えて

いるか、説明するのが難しい。 ドナー

に会えてから、自分の人生に集中で

き、穏やかになった。  

ドナーを見つけたことにより、他の

家族にもアクセスできるようになっ

た。家族は自分が誰かを知るために最
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も核となるものだ。ドナーとはコンタ

クトをとり続けている。  

  

  

Q. SA 州で法律が変わってからドナーの

数や属性に変化はありましたか?    

SA 州では 2005 年からドナーの匿名

性は廃止されている。そのことがドナ

ーの数などにインパクトを与えるかど

うか研究を行なったことがある(Damian 

Adams et al. 2016)。ドナーの数が減った

という主張はあるものの、自分の研究

では、実際には増えている。なぜそう

なったかはよくわからない。たぶんリ

クリートの方法を変えたからではない

だろうか。だから匿名性はドナーの供

給に関係がない(UK でも同じ結果だっ

た)。  

昔は医学生が圧力を受けて提供した

というような話があった。でも実際に

は全てが医学生のドナーではなかった

(レシピエント家族にはそのように伝え

られていたかもしれないが)。 

ドナーの年齢は上がっている。たぶ

んドナーの多くが自分の子供がいて、

配偶子の必要性を理解し、提供精子を

必要としている家族に対する共感があ

ると考えられる。  

   

  

Q. ドナーとドナーから生まれた人の間でト

ラブルは聞いたことがありますか? 

Contact Veto は必要だと思いますか?  

自分の意見では contact veto に対して

反対だ。そんなものがどうしても必要

だとは思わないが、それがあることで

安全だと感じる人もいるのだろう。  

養子の法律が遡及的な開示を認めた

とき、 contact veto が導入された。成果

はたいしたものではなく、contact veto 

の大部分が取り下げられた。  

  

  

Q. これから研究したいことは?  

ドナーから生まれた人の長期の健康

や福祉に与える影響を懸念している。

多くの研究が心理的な問題に焦点を当

てていて、身体的な健康に対する影響

を無視している。ドナーから生まれた

人の多くが、そのことを知り、ドナー

に会いたいと願うということからする

と、そのような研究バイアスの存在は

理解できるが。  

 

 

(2022年 4月) 

  

 

 

 

Dr. Damian Adams 

 

南オーストラリア大学の Mawson 

Instituteで助教をしている。 
 

論文  

Dr Sonia Allan, Damian Adams and 

Stephanie Raeymaekers. Donor-conceived 

and surrogacyborn children's rights in the 

age of biotechnology.BioNews (2020 年 1 

月 27 日)  

  

Marilyn Crawshaw, Damian Adams, Sonia 

Allan et al. 2017 Disclosure and 

donorconceived children. Human  

Reproduction.32(7):1535-36.  

  

Sonia Allan and Damian Adams. All 

donorconceived people in Victoria now 

have the right to donor information. 

BioNews (2016 年 2 月 29 日)  

  

Damian H Adams, Shahid Ullah and Sheryl 

de Lacey. 2016 Does the Removal of 

Anonymity Reduce Sperm Donors in 

Australia? Journal of Law and Medicine 23: 

628-636.   
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Speak out from donor conceived 
individual in Australia. 

 

スピークアウト 精子提供で生まれた Myf 

 

 
Interviewee 

 
Donor Kinderen (Myf) 

 
 

Q. 精子提供で生まれたことを知ってから、

ドナーを発見するまでの経緯を教えてくだ

さい。  

現在 40 歳で、メルボルンに住んでい

る。子供はまだ小さい。法律関係の仕

事をしている。同じドナーから生まれ

た弟がいる。 

20 歳くらいの時に、両親が離婚した

ことをきっかけに精子提供で生まれた

ことを知った。1980 年にメルボルンの 

Royal Women’s Hospital で行われた精子

提供で生まれた。この病院では 1976 年

から精子提供が行われている。  

当時、ドナーについてほとんど情報

を得ることができなかった。クリニッ

クに問い合わせをしたら、あなたには

情報にアクセスする権利がないと言わ

れた。最終的に、強制的にカウンセリ

ングが実施されたのち、ドナーを特定

しない情報だけ入手することができ

た。  

その情報を得たあと、さらにクリニ

ックにプレッシャーをかけて、ドナー

を探してくれるよう頼んだ。彼らの回

答は、そういうことはしないというこ

とで、非常にパターナリスティックだ

った。そこで、電話帳で追跡して、ド

ナーに連絡して同意をもらってほしい

と頼み込んだ。クリニックは結局ドナ

ーを見つけることはなかった。  

さらにやったことは、クリニックの

倫理委員会に申請書を出して、ドナー

の情報を VANISH に渡してほしいと依

頼した。自分の申請書は却下された。

クリニックから得られた情報は、ドナ

ーコード、血液型、提供時に既に 2 人

の子供がいたこと、またドナーきょう

だいが 3 人いるということだった。  

そのあと、オーストラリアの Donor  

Conception Support Group (DCSG)に参加

した。2001 年に 11 月に約 24 名のドナ

ーからの出生者がシドニーにあつまる

全国集会があった。そこで、法改正を

求めて政治活動していくことを決議し

た。自分はメディアに訴えて世論を喚

起することに努めた。例えば The 

Australian Newspaper などで取材を受け

た。当時、社会一般の雰囲気は、遺伝

的父親の情報が欲しいという自分たち

の主張に対しては保守的な態度だっ

た。  

最終的に新聞記事に載ったのがきっ

かけで、ドナー(Michael Lynden)に会う

ことができた。彼の方も私に会いたい

と思っていたようだ。提供したあと、

名前を変えていたので、クリニックは

彼を見つけられなかったみたいだ。  

その後、People Conceived via Artificial  

Insemination(PCVAI)にも参加した。英

国で行われた Rose vs. EWHC の裁判例

にも関わって、証言をした。この裁判

は、ART や donor-conception の法的側

面に対する関心を喚起した。ラウンド

テーブルへ参加したり要望書を提出し

たり、議員に会ったり、国会で証言し

たりもした。そしてそのような活動が

功を奏して最終的に 2017 年にビクトリ

ア州の法律は変化した。  

  

  

Q. クリニックの対応はどうでしたか?  

クリニックとのやりとりはめちゃく

ちゃストレスフルだった。法的観点か

らは情報の開示を妨げるような契約書

は皆無だったものの、クリニック側は

できない理由をあれこれつけてくるの

が常だった。  

  

  

Q.  ドナーとの対面は、遺伝的繋がりを確

信させるものでしたか?   
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自分にとっては、まさにそうだ。ド

ナーと会って、自分の遺伝的背景を知

ったことで、自信を持つことができる

ようになった。 自分はドナーと多くの

面でそっくりだった。  

自分がどこからやってきたかを知る

ことは、自分が誰かを知る、重要なパ

ーツだ。自分がドナーから生まれたこ

とを初めて知ったとき、崩壊し、極度

の自己喪失を経験した。  

自分の自尊感情はそのことに強く規

定されてきた。いつも育ての親とは似

ていないことで、家族とつながってい

ないと感じていた。外見について、そ

して、自分は誰かということについ

て、不安を生み出していた。遺伝的父

に会ってから、自分に自信を持てるよ

うになった。  

  

  

Q. もし、小さい時から告知されていれば、

ドナーや代理母にそれほど強い愛着を抱

くことはないと感じますか?    

自分はそうは思わない。子供の頃か

ら知らされていてもドナーから生まれ

た事実は変わらない。自分の系譜に対

する興味は、人生の中で強くなったり

弱くなったりしながら続いていくもの

だ。  

  

  

Q. 親から告知され、代理母やドナーの情

報をきちんと得られる体制が整えば、この

技術は利用されて構わないと言えますか?  

どのように実施すべきでしょうか?   

自分の考えでは、最初からその状況

について知らされていたなら、はるか

に良い状況だっただろうと思う。そう

すれば、自分やドナーきょうだいたち

は互いに支え合うこともできる。  

医学的に重要な情報がドナーから生

まれた人にはないことも大きな問題

だ。例えば、自分の場合、ドナー側の

家族には乳がんのリスクが高い。 

政府は法律を作り、法律を変えるべ

きだ。子供は情報にアクセスする権利

がある。  

それは、誰と関係しているか、誰が

関与したか(ドナー/代理母)を知る権利

も含まれている。最初からその情報は

出生記録に記入すべきで、それは本人

だけが閲覧できるようにするべきだ。

それは、告知を義務付けることにな

る。そして恥や秘密を取り除くことに

もなる。  

自分の考えでは、donor-conception は

オープンアダプションのような形で実

施すべきだと思う。しかし、これはと

ても不都合(inconvenient)だと感じる人

が世間には多いのも事実だ。その意味

は、人々は、伝統的な西欧の考えに基

づいた、家族とはこうあるべきだとい

う保守的な考えを持っているというこ

とだ。オープンで正直であることが将

来の子供の権利を擁護するために絶対

必要だと思う。  

     

  

Q. 子供は、(本来)遺伝的繋がりがある家

族で育てられるべきでしょうか?  

非伝統的な家族でもかまわないと思

う。だから同性カップルが(donor-

conception を利用して)子育てしても全

然問題ないと思う。どの家族が他の家

族よりいいということはない。しか

し、意思決定の際、子供は遺伝的親を

知るべきだということを明確にすべき

だと思う。  

  

   

Q. 出生証明書に、ドナーの名前が記載さ

れるべきですか?   

   ドナーの記録は出生証明書や出生記

録に記載すべきだと思う。それは当人

だけが閲覧できるようにすることが不

可欠だ。そうしなければ、その出生証

明書は端的にいって嘘だということに

なる (それは法律違反と同じこと)。  
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Q. 現在、当事者グループの中で様々な立

場の人がいます。意見の相違は見られま

すか?  

ビクトリア州では情報へのアクセス

に関していくつかの層が存在してき

た。法改正以降に生まれてアクセス権

がある人もいる一方、1988 年以前に生

まれた人にはその権利がなかった。議

会でそのような状況を存続させるべき

ではないと証言し、2017 年に格差は撤

廃された。自分はグループの中で意見

の対立があるとは思っていない。皆、

同じ目標を持っている。  

  

   

Q. ドナーは家族の一員ですか?    

自分にはたくさんの半きょうだいが

いて、皆ドナーの家族に好意的に迎え

入れられた。何人かの半きょうだいと

はとても仲良くしている。ドナーの父

親のことをファーストネームで呼んで

いる。  

  

  

Q. ドナーや代理母と、どのような交流のあ

り方が理想ですか?   

個人的で人格的な交流が必要だと思

う。自分とドナーのマイケルはとても

よく似ていて、自分の人生に私が関係

するのを歓迎してくれたのは良かっ

た。反対に、ドナーともっと一線を引

いた付き合いをしている友人も知って

いる。自分の考えでは、相手に期待し

ないこと、オープンで正直で親切、純

粋で敬意を持って相手に接するのがい

いと思う。  

  

  

Q.  生殖ツーリズムについてどのような法

律やルールが必要ですか?    

    生殖ツーリズムは残酷だと思う。先

進国で規制を少なくすれば、海外に行

くことが少なくなるというのは誤解

だ。例えば USA では何ら法律はなく、

ドナーは国内で調達できるが、人々は

それでももっと安い国へと出かけてい

く。  

生殖ツーリズムの結果生まれた子供

たちは代理母やドナーを知ることはで

きないだろう。だから生まれる前から

子供たちは人権を侵害されていて、そ

れを取り戻すことすらできない。自分

は非常に懸念している。  

オーストラリアでは、規制がある

が、それにも関わらず、有償ドナーが

使われている(アメリカやウクライナの

ドナーを輸入している) 。そうなると、

将来、ドナーから生まれた人たちは、

ドナーはお金をもらって提供したとい

うことを知るだろうし、その事実は、

ドナーと交流する可能性を奪うことに

等しい。それはビクトリアの法律から

みて問題ないのだろうか? インフォー

ムド・コンセントは取られたのだろう

か? 色々な疑問がある。  

形式上、規制は可能だが実際には非

常に難しい。ART を提供するクリニッ

クは、無節操だ。最終的には人が誕生

するのだから、その人の権利と利益を

考える必要がある。  

国連でのスピーチの後、国連の子供

の権利委員会に提出された、いくつか

の文書の草案に関わった。しかし

COVID-19 があり、その後あまり進捗

していない。  

   

 

 (2021年 5月)  

 

 

Donor Kinderen (Myf)  
  

2019 年 11 月 19 日に国連で行われたス

ピーチ(Presentation UN 19 Nov 2019 

Donor Conceived and Surrogacy Born  

Person)   

生殖テクノロジーとへルスケアを考え

る研究会[忘備録]「国連でのスピーチ:

ドナーからの出生者の声(2019年

Genova)」  
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Donor detective in volunteer. 
 

ドナー捜索のボランティア 

 

 
Interviewee 

 
Donor Children(Matt) 

 

  

Q. サイトを設立するまでの経緯について

教えてください。  

アメリカ中西部で 1986 年に生まれ

た。両親は異性愛者でキリスト教の家

庭で育った。精子提供のことを知らさ

れておらず、育ての父親を長い間、実

の父親だと信じていた。しかし、父親

の家族から切り離されたような感じが

していて、アイデンティティの問題を

抱えていた。何か不自然なものを感じ

ていた。  思春期の 12 歳のころ、家族

と一緒にジムを訪れ、その時、父親と

身体面で似ていないことに気がつい

た。徐々に疑問を抱くようになり、自

分を喪失するような感じに陥った。そ

の後、大学では航空宇宙工学を学び、

エンジニアになった。その間もずっと

自分のアイデンティティについて悩ん

でいた。  

21 歳で結婚し、25 歳で最初の子供が

誕生した。子供を持ったことがきっか

けで、自分の出自についての疑問が再

び大きくなっていった。自分の父親

は、精巣癌を患ったために子供を持つ

ためには何らかの援助が必要だという

ことは聞いていた。両親はカンザス大

学医療センター(UKMC)のサービスを使

用した。しかし、これが精子提供のこ

とだとは知らなかった。  

父親にアプローチし、2012 年 6 月 6 

日、父親とは遺伝的に繋がっていない

ことがわかった。ものすごくショック

を受けたが、合点がいった。ドナーは

匿名で、自分と妹のケイティの両方に

使われていた。  

それから、遺伝的父親を見つける旅

が始まった。母親から同意をもらっ

て、UKMC の医療記録にアクセスする

ことができた。しかし、利用可能な情

報は非常に薄っぺらいものだった。最

終的に DNA 検査サービスに頼った。

Donor Sibling Registry に登録したが、こ

れはお金がかかる上に全く効果がなか

った。とてもフラストレーションが溜

まった。  

最終的に DNA 検査で 2013 年に遺伝

的父親見つけた。4 番目に遠い、いと

こを経由して。  

  

  

Q. このウェブサイトの運営状況について

教えてください。  

2013年から活動している。このサイ

トは会費無料で運営している。当事者

のソーシャルネットワークとして、グ

ループを作成したり、写真や文書を共

有したり、複数の人にメッセージを送

れる。コミュニケーションを作ること

が目的。このサイトには、KLMC クリ

ニックで生まれた人たちのコミュニテ

ィもあって 30人以上が集まって情報交

換している。  

色々な DNA 検査サービスを利用して

ドナーを探すための手伝いもしてい

る。彼らをサポートして繋がりを作る

手助けをしたいと思っている。  

このウェブサイトはドナーから生ま

れた人たちの基礎資料を作るのに役立

っていると思っている。この問題を研

究する研究者やメディア関係者が参加

して自由に情報を収集してもらえばい

いと思っている。  

だから、メンバーシップやサービス

料はかからない。寄付で賄っている。

また、誰かがサイト上のリンクを通じ

て DNA 検査を購入したときにわずかな

手数料を受け取っているだけだ。サイ

トを運営し、他の人を助けることは、

自分にとっても癒しの旅となってい

る。  
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そのサイトを作ったお陰で、様々な

フォーラム(例えば、国連、マルタ議

会、フロリダ州上院など)で講演するた

めに招待されたりもした。  

  

  

Q.  DNA 検査を利用した場合、どのくらい

の確率で見つけられますか?   

何人が遺伝的家族を見つけたかのデ

ータはないが、自分が個人的に支援し

た人は全員がドナーを見つけることに

成功している。可能性を高めるには、

すべてのデータベースに登録すること

が重要だ。自分は 7 箇所に登録した。

サイトへの登録料はどんどん安くなっ

ている。しかし、データベースの有効

性は地域によって異なる(例えば、デー

タが最も多いのは米国)。また、サイト

を効果的に使用するためのノウハウも

重要だと思う。  

  

  

Q.  DNA 検査で見つけようとする場合、お

互いに不快な思いをすることはないでしょ

うか?   

そのようなことはよくある。このよ

うな話は、Facebook の当事者グループ

などでしばしば共有されている。  

自分の経験もかなりネガティブなもの

だった。最初に直面したのは、ドナー

の過去だった。彼は刑務所に入ってい

たことがあり、医師免許を剥奪され、

数百人の子供の父親になったなどと言

われていた。  

遺伝的父親との関係は、始めは緊張

していたが、だんだんと打ち解けて親

しくなり、直接会ったのは 2回。自分

はドナーのことを父親(father)だと思っ

ている。  

  

  

Q. 遺伝子検査のメリットとディメリットを教

えてください。公的な管理機関が必要だと

思いますか?   

データベースは複数ではなく、1つ

に絞ったほうが効率的だが、アメリカ

人としては、自由な市場によってコン

トロールされたほうが良いと思う。自

分の情報を共有することを恐れている

人が多い。自分は政府がこれらのサー

ビスをコントロールすることを望まな

い。商業的 DNA検査は、有用な健康情

報を人々に提供してくれる。過去には 

FDAがそうした情報をコントロールし

ようとしたこともあったので警戒して

いる。  

1 人の男性が提供できる回数に制限

がないので、すべてのクリニックを包

括する全国的なデータベースがあれば

とても有用だと思う。それは、ドナー

の多様性を確保するのに役立つ。そう

は言っても、自分はこの業界をサポー

トしたいわけではない。  

  

  

Q. ドナーに興味を持つ人もいれば、一方

で全く興味がない人もいますか?   

知りたいという気持ちや、知りたく

ないといったことは、その人の世界観

や、血縁と家族についての社会の見

方、そして現実を直視する勇気がある

かなどに影響を受ける可能性が高いと

思う。答えはひとつではない。自分は

遺伝的父親を見つけようと強い決意を

もっていたが、妹は、遺伝的父親につ

いて知れば、自分の人生に(大きな)イン

パクトを与えるのではないかと恐れて

いた。  

ドナーから生まれた人々は、自分よ

り他人のニーズを優先する傾向がある

と思う。多くの場合、彼らは、自分の

家族やドナーの家族を混乱させたくな

いと思う。だから家族には秘密でドナ

ー(やドナーきょうだい)を探そうとす

る。  

  

  

Q. 米国を含め、匿名ドナーを認めている

国も多くあります。匿名性を禁止する法律

を作るべきでしょうか? それとも親が選べ

るようにするべきでしょうか?   
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DNA 検査があるので匿名性は現実的

には不可能だ。  

匿名性は禁止すべきだと考えてい

る。しかし、葛藤も感じる。というの

は規制をするということは、その行為

を認めるということに他ならないし、

何がしか倫理的だと認めることになる

から。  

米国では第三者生殖に関して説明責

任は果たされていない。お金の事ばか

りで、社会や生まれてくる人のことは

考えていない。  

自分が誰かを知る権利が全ての人に

ある。第三者生殖を利用するという親

の決定は、自己中心的なものだ。依頼

親は、この技術が不妊の問題を解決す

るという‘嘘’を売られているのだが、

(不妊であるという)現実は何も変わって

いない。   

自分がドナーによる出生者だと知っ

てから、育ての親との間には大きな対

立があった。  

  

  

Q. 米国では、ドナーの情報はどのように

保管されていますか?    

自分が住んでいる米国ミズーリ州で

は、クリニックが閉鎖されたり、廃業

したりすると、記録が失われたり、破

壊されたりする。説明責任はほとんど

ない。  

自分の経験は、非常にネガティブな

ものだ。アクセスできた記録はまばら

で、ドナーに関する情報はほとんどな

かった。  

William J Cameron は UKMC の不妊治

療医だったが、晩年、アルツハイマー

病になった。そして、家に保管してい

たドナーの記録を全部燃やしたと聞い

た(※おそらく医師はドナーの少なくと

も一部だったので—日比野註)。真実は

わからない。  

  

  

Q. ロビー活動はありますか? どのような?  

The Centre of Reproductive Medicine 

が、誰がドナーになれるかに関する法

律を作るためにロビー活動を行った。

その法律があれば、不妊治療の医師が

ドナーになることを防ぐことができる

だろう。  

例えば、知り合いの Eve Wiley は、

ドナーによる出生者の権利のために複

数の州間で強力なロビー活動を行って

きた。彼女の母親の主治医の産婦人科

医は、母親から同意を得ないで自分の

精子を使って人工授精をした。  

  

  

Q. ドナーのことを何と呼びますか? 育て

の父のことは?  

遺伝的なつながりは自分にとって一

番重要。近々、ドナーのファミリーネ

ームに正式に変更する予定だ。次のよ

うに呼んでいる。  

  

・ドナー =  父(father)    

・育ての父 = 継父(step-dad) 

 (家で‘Dad’ と呼ぶこともある)  

・ドナーからのきょうだい = 兄(brother) 

または姉妹(sister)  

   

   

Q. donor-conceptionは禁止すべきです

か?  

第三者生殖は現代の人身取引だと思

う。多額のお金がかかり、お金で誰が

生殖することができて、誰ができない

かが決まる。  

自分がネガティブな経験をしただけで

なく、他の人が同じように苦しんでい

るのを見てきた。第三者による生殖は

有害だ。自分の遺伝的背景の半分しか

わからない人をつくり出しているのだ

から。それは究極の虐待と言えるし、

家族を蝕んでいる。  

  

  

Q. 子どもが小さい頃から繰り返し説明す

るのが良いとされていますが、これが最善

の方法ですか?   
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子供には十分な情報を提供すべきだと

思う。秘密は信頼関係を損ない、関係

は壊れる。親はアイデンティティに関

する情報を子供に提供するためにでき

る限りのことをするべきだ。  

  

  

Q. 知らない方がいいという人はいますか?  

知らないことを好む人もいるかもし

れないが、それはまれなケースだろ

う。多くは、ドナーから生まれたとい

う事実に苦悩し、ドナーを見つけよう

として、痛み、怒り、裏切られたとい

う感情と闘っている。  

   

  

  

Q. ドナー兄弟が沢山いることは、当事者

にとって歓迎すべきことでしょうか?     

全然思わない。無責任極まりない。 

遺伝的父母が同一の妹の Katie のほか

にもいるドナーきょうだいについて知

りたいと思っている。ドナーきょうだ

いの一人、Blake とはとても親しくなっ

たが、子供の頃から取り合っていたな

らもっとよかったのにと思っている。  

遺伝的に近いドナーきょうだいは、

性的に惹かれやすいかもしれないとい

う問題があり、近親婚のリスクが高く

なるかもしれないと思っている。  

  

  

(2021年 5月) 

  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Donor Children (Matt) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.donorchildren.com/?fbclid=IwAR2E6TRy9eGvWPXYMnU3BN7KAFtNSoTnzBzbJwzYbGNF9ivvGmh4ZSsERQc
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Speak out from donor conceived 
individual in Belgium. 

 

スピークアウト 〜ベルギーの Steph〜 

 
 

Interviewee 
 

Mr. Steph Raeymaekers 
 
 

Q.自己紹介  

ベルギー出身で、現在 42 歳になる。

ヘテロセクシャルだった両親は 8 年間

子どもに恵まれず、父が不妊であると

診断された。両親は不妊治療のパイオ

ニアの一人として知られたベルギーの

医師のもとを訪ねた。そこで、外見が

父に似た精子ドナーを「解決策」とし

て提案された。そのドナーは、健康な

実子をもつ既婚者であるという保証が

ついていた。  

両親は「セット販売」を提案され

た。定額で何度でも人工授精できた。

母は 2 回目の人工授精で私たち三つ子

を妊娠した。私たちは女 2 人、男 1 人

の三つ子として 1979 年の 1 月に生まれ

た。その際、医師は両親にドナー提供

によって生まれたことを決して伝えな

いように助言していた。 

ところが、私たちが生まれた 3 年後

に母は父との子を自然妊娠した。父

は、不妊であると診断した医師や、精

子提供を勧めた母にだまされたという

思いを抱いたようだ。毎日、三つ子の

顔を見るたびに、この子たちは自分の

子ではないのだと感じていたのだろ

う。父は、私たち三つ子とは距離を置

いていたのに対し、下の弟とは、より

親密な関係を築いていた。その中で、

自分はいつも拒否されているように感

じていた。  

実子をもうけた父は、三つ子はいら

なかったという気持ちと葛藤していた

のだろう。父は仕事に没頭していっ

た。だから子育ては母ひとりの肩に重

くのしかかってきた。それは母にとっ

てもしんどいことだった。彼女も精神

面で問題を抱え、それが子どもへの虐

待（家庭内暴力）につながった。  

高校時代に血液型について生物学の

授業で学び、自分が父の本当の子ども

ではないことを知っていた。母はそれ

を否定したが。最終的に精子提供の事

実について知った時には、さすがに驚

いた。  

25 歳の誕生日に、三つ子の兄弟か

ら、精子提供によって生まれたと聞か

された。最初は冗談だと思ったが、

徐々に現実を理解していった。(父の実

子の)弟はそれを知ってとても困惑して

いた。まるで自分のきょうだいを失っ

てしまったように感じたのだろう。根

本的に何かが変わったわけではなかっ

たが、この事実によってやはり何かが

変わった。 

この時期に、私はパートナーとの子

をもうけようとしていた。なかなか妊

娠しなかったが、ついに妊娠した。今

は、息子一人と娘が一人いる。子ども

を持ったことで自分の出自を知りたい

という気持ちがもっと強くなった。長

い間、私もきょうだいたちも、精子提

供で生まれた人たちが他にもたくさん

いるということを知らなかった。ベル

ギーには子どもの権利について法律が

なく、子どもは取引の対象とされてい

る。  

私はドナーを探したかったが、どう

やって探せばよいかわからなかった

し、今の状況に満足すべきだと人から

は言われたのでなかなか踏み出せなか

った。しかし子どもを持ったことで、

ドナーを見つけたいという気持ちに火

がついた。子どもたちにもドナーの一

部が入っているから。また、パートナ

ーが自分の異母きょうだいなのではな

いかと不安になったりもした(実際はも

ちろん違う）。自分の子どもを見ると、

自分が持っていないものを持っている

ように思えて、喪失感を感じる。いま

だに帰属意識を求めている。  



 

52 

 

子どもたちが成長し、ドナー探しに

もっと時間を割けるようになった。そ

してインターネットで、当事者の証言

を読み、同じ立場の人たちを探すよう

になった。他の当事者が経験していた

ことは自分のものと似通っていた。  

ベルギーでは第三者生殖に関する法

律は 2007 年に施行された。ドナー・レ

ジストリーを設けるべきだと法律には

書いてあるが、実際には存在していな

い。  

DCからの出生者が安全な場所で交流

できるようにフェイスブックのグルー

プを作った。ベルギーではこの問題は

タブー視されており、出生者がオープ

ンに話すことがなかなかできない。   

2012 年には、思い切って写真つきで

インタビューを受けた。自分の写真を

見たドナーやドナーきょうだいから連

絡が来るかもしれないと思ったから。

ドナーを見つけることはできなかった

が、ネットワークは広がった。当事者

の集まりを組織することができた。ベ

ルギーで出自を知る権利が認められる

よう、ロビー活動をした。  

自分を含めた三人きょうだいは、も

しかしたら違うドナーから生まれたの

ではないかという疑いを持っていた。

それで、DNA 検査を行った。その結

果、私と弟は同じドナーから、妹は別

のドナーから生まれたということがわ

かった。つまり精子が混合されていた

のだった。母は何も知らされておら

ず、医師から裏切られたと感じた (医師

は、既に亡くなっていた)。こんなこと

は、感情的に決して容認できない行為

だと思う。しかし、医師たちは、精子

を混合して用いていたことについて、

精子提供を継続するためには必要なこ

とだったと釈明した。  

ベルギーの一部の医師たちは、出自

を知りたがっている出生者のことを“遺

伝子原理主義者”と呼んでいる。とても

侮辱的な感じがする。DCは非人道的だ

と思う。ドナー提供による出生者は決

して“ユニーク”な存在であったり、“望

まれた”存在であったり、そこら中にド

ナーきょうだいがいるような状況を望

んでいたではない。親は実子を欲しが

るが、最後に選択肢がなくなって追い

詰められて DCを選んでいるだけだ。  

2 年前、初めてドナーきょうだいを

見つけた。弟が見つけたのだが、彼は

興味半分で遺伝子検査を受けただけ

で、自分が精子提供で生まれたことは

知らなかった。最初、母親は嘘をつい

たが、最後は認めた。ドナー兄弟と自

分たちの誕生日はたった 12 日違いだっ

た。ドナー兄弟は身体的に私には似て

いなかったが、三つ子の弟とは行動が

よく似ていた。その後、別のドナー姉

妹も見つけた。彼女とは以前、理学療

法士のオフィスで会っていたことがわ

かった。彼女の娘は自分の家の近くの

学校に通っている。バルセロナにも別

のドナー兄弟がいて、彼とは一番仲が

いい。  

ドナーは 2017 年に亡くなっていたこ

とがわかった。それを知って落胆し

た。ドナーの実の姉妹の住所を探し当

て、直接会いに行った。その時、家に

いなかったので手紙を置いてきた。1

週間後に電話をかけてみたが、その女

性は自分のことを疎ましいと感じてい

た。ドナーとの関係が良くなかったよ

うだ。最終的にドナーの他の家族にも 

DNA 検査を受けてもらうことになっ

た。それには弁護士も必要になって大

変なことだった。DNA 検査の結果が出

て、ようやくその男性は自分のドナー

だったことが確定した。  

ドナーについて調べたところ、彼は

癌で亡くなっていた。自分の将来のた

めに、ドナーの診療記録を見たいと申

し出た。目の具合が悪く、ドナーから

来ているかを知りたかったから。これ

は遺伝性のものだと言われていたの

で。  

三つ子の妹も、ドナーを見つけた。

しかしドナーは彼女と関係するのを嫌

がった。これは二度目の拒絶のようだ
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った。そのことで彼女は非常にネガテ

ィブな影響を受けた。  

  

  

Q. グループについて概要を教えてくださ

い。  

オランダの友人が“Donor Detective”を

設立し、自分は設立メンバー6 人の一

人として参加した。このグループのア

イデアはすべての人は出自を知る権利

があるということ。医師がドナー記録

を破壊しないようにするだけでは足り

ない。DNA 検査があってよかったと思

う。  

設立メンバーの一人のエイミーは 

DNA 検査でドナーを見つけた。グルー

プでは、ドナーを見つける手助けもし

ている。グループはオランダとベルギ

ーの当事者向けのクローズドのフェイ

スブックグループを持っている。  

設立メンバーは次々と血縁者（ドナー

きょうだいなど）を見つけ出した。そ

して６人全員が自分の遺伝上の父親を

見つけることができた。そして、その

中で私が一番最後だった。  

  

  

Q.  育ての父親はどんな存在でしたか?  

育ての父親との関係は、最初からぎ

くしゃくしていた。  

   

  

Q. 3人きょうだいとのことですが、きょうだ

いの間で知りたい気持ちに温度差はあり

ますか?   

ほかのきょうだいは私ほど興味がな

かったが、私が探し始めたので、彼ら

もだんだんドナーを知りたいと思うよ

うになったみたいだ。  

三つ子の弟はどうでもいいといつも

言っていたが、やめろということはな

かった。私が遺伝上の父を見つけて写

真を公開した時、弟は“やったね! ”と言

ってくれた。写真を見て、もっとドナ

ーについて知りたくなったみたいだ。  

 

Q.  親と子どもの立場の違いについてどう

感じますか?  

家族の中で、完全にはなじんでいな

いといつも感じていた。遺伝的に繋が

った両親に育てられるのが一番良かっ

たと思う。自分では全くコントロール

できない状況に強制的に置かれたよう

な感じ。もしドナーについて知ること

ができていれば、そこまで強烈に自分

のアイデンティティを求めることはな

かったのではないかと思う。仮に知っ

ていたとしてもそれはそれで辛かった

かもしれない。  

なぜなら、ドナーは提供したとき、

19 歳だったから。良い関係を築けたと

は思わないから。  

ドナー家族の写真を見ると、自分の

存在がその写真から抜けていると感じ

る。自分はその関係に乗り遅れ、チャ

ンスを逃したみたい。ドナーは提供後

もずっと生きていたが、自分のアイデ

ンティティを見つけられないようにあ

らゆることをした。私の方は、実の家

族を見つけ出すためにメディアにも露

出して、自分の悲しみを世間に晒すこ

とになった。これは、非人道的なこと

だ。  

  

 

Q. DCは禁止すべきでしょうか?   

子どもの視点を第一に考えると、子

どもが実の両親に育てられ、遺伝的に

関係がある人たちのこともちゃんと知

っていることが子どもの利益になる。

DCで得をするのは親だけだ。 

つまり、子どものことを第一に考え

るなら、DCを正当化するのはかなり難

しい。  

  

  

Q. ベルギーで養子の場合の出自を知る

権利は認められていますか?    

里子には知る権利が認められてい

る。すべての関係者の権利についてき

ちんとしたガイドラインがある。それ
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が一番、正直で正しく、公平な方法だ

と思う。 

養子にも出自を知る権利が認めら

れ、情報にもアクセスできる。しか

し、養子について過去にスキャンダル

があった。孤児として引き取られた子

どもたちが大人になって真実ではない

ことがわかった。彼らは赤ん坊の時に

医師や修道女に連れ去られた。養子に

は自殺する人も多い。  

  

  

Q.  家族の多様化が進んでいます。どこま

で容認すべきでしょうか?    

ゲイカップルから精子提供を受けて

子どもを持ったレズビアンカップルと

話したことがある。共同で子育てする

という約束だったが、結局、訴訟に発

展した。そのような例も知っている。  

   

 

Q.  早い時期から告知すれば、問題はなく

なりますか?   

このような例があった。まだ 10 歳の

子供からの相談だった。彼女の母親は

シングルマザーで、精子提供で生まれ

たことを知らされていた。しかし、ド

ナーが匿名であることに悩んでいた。

しかし、心配しないように教えられて

いたから質問できなかった。その子は

とても頭のいい子だった。彼女は父親

の姿をみたいと切望していたのに、ド

ナーを知ることが許されていない状況

に混乱していた。私が訪問した時に、

彼女と１対１で話した。彼女はなぜ知

ることができないのかと尋ねてきた。

自分は今法律を変えようと頑張ってい

ると彼女に伝えた。彼女はそのあと、

ドナーきょうだいを実際に見つけるこ

とができたが、これは彼女にとって思

いがけないことだった。  

そのほかのシングルマザーたちから

もコンタクトをもらっている。そし

て、彼女たちの子どもがドナーを知り

たがっていれば、その手助けもする。  

そのほかに印象的だったのは、ドナ

ー提供によって生まれた 12歳の男の子

が 1 組の双子とマッチングしたこと

だ。その双子はアイルランドのレズビ

アンカップルの間に生まれた。彼女た

ちはより手頃な価格で子どもを持つこ

とができるムンバイに行った。しかし

妊娠せず、結局デンマーク人ドナーの

卵子と精子を使った。だから、12 歳の

男の子のドナーはデンマークにいる。

ドナーはベルギーにいると言われてい

たので、とても落胆していた。ドナー

きょうだいも大勢いるようだった。  

  

  

(2021年 6月) 

 

 

 

 

Mr. Steph Raeymaekers  

  

Donor Kinderen の代表であり、Donor 

Detective の創設メンバーの一人。  

精子提供によって三つ子の一人として

生まれる。  

25 歳の時に自分がドナー提供により生

まれたと知り、自分の子供を持ったこ

とをきっかけにドナー探しを始め、ド

ナーがすでに亡くなっていたことを知

る。  

  

記事  

I triplet, 1 cocktail of sperm 

 

 

Donor Detective  

 

ドナーから生まれた当事者のための非

営利の自助グループ。情報提供や、相

談にも応じている。ドナーやドナーき

ょうだいを見つける手助けもする。4

人のオランダ人、2人のベルギー人で

構成される。クローズドのフェイスブ

ックグループを持ち、当事者に交流の

場を提供している。  
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Importance of telling and empowerment 
for donor child. 

 

テリングとエンパワメント 

 
 

Interviewee 
 

Ms. Emma Grønbæk 
  
  

Q. 自己紹介をお願いします。  

精子提供で生まれ、現在 25 歳にな

る。顕微授精で生まれた 2 歳違いの双

子の妹たちがいる。精子提供で生まれ

たことをこれまで不幸せだと思ったこ

とはない。  

ブログを運営して 7 年になる。ブロ

グを始めようと思った動機は、Donor  

Conception (DC) で生まれた人たちが書

いたブログを見て、自分のように最初

からそのことを知っていた人は非常に

稀だということを知ったから。自分の

ことについての本 (Donor Child-A Child 

of Love) も出版した。インスタグラム

やフェイスブックも開設している。  

  

  

Q. ブログの目的は? どのような人からコン

タクトがありましたか?  

ブログを始める前、DC についてオン

ライン上にどのような情報があるか、

ほとんど知らなかった。DC で子供を持

つことを考えていた友人から、ドナー

から生まれた経験を聞かれた。そのこ

とが、ブログを作ろうという考えを持

つきっかけになった。すぐに、オンラ

インで公開されている経験談を見て、

DC について幸せだと感じている人の話

を見つけるのが難しいということを知

った。だから自分のストーリーを公開

して人々にシェアしようと決心した。 

これまで、自分と同じように感じて

いる当事者、依頼親、不妊治療の業界

で働いている人たちからコンタクトを

受けたことがある。特に、不妊治療に

携わっている人たちは、自分たちの治

療の結果を知るのに長い時間を要する

ので、ドナーから生まれて成人した人

からのフィードバック(肯定的であれ否

定的であれ)をもらうことに興味を持っ

ている。  

DC を考えている親から週に何件かは

オンラインのコンタクトページを通し

て連絡がある。その人たちが聞きたい

ことは、いま彼らがどの段階にいる

か、例えばもうすでに子供がいるのか

どうかなどによって異なる。DC で生ま

れた子供をどのようにサポートしたら

いいか、アドバイスが欲しいという親

もいれば、不妊の問題を嘆いている人

(特にヘテロカップル) もいて、自分の

ような DC で生まれた子供の経験を聞

きたがる。例えば、DC で生まれたこと

がわかったとき悲しかったか? とか。

不妊の問題と格闘している人たちは、

両親の経験についても聞きたがってい

る。例えば、悲嘆の段階はいずれ過ぎ

去るのか? など。  

  

 

Q. 両親や家族は賛成、応援してくれまし

たか?  

両親はとてもサポーティブで、ブロ

グで公開しているオンラインの動画に

も出演してくれた。自分を妊娠したと

き、両親は、子供には知らせないよう

に周囲からアドバイスを受けたが、両

親は一貫してオープンなアプローチを

取り、DC を恥じることは決してなかっ

た。  

両親には、自分の経験を公開しても

いいか、許可を得た。両親はとてもサ

ポーティブで、家族を始めるために格

闘している人たちを助ける良いきっか

けになると賛成してくれた。父は自分

が話しているそばでライブビデオを回

していて、視聴者が彼に直接質問でき

るようにしてくれた。  
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Q. 両親からどんなふうにテリングを受け

ましたか? 具体的なエピソードがあれば教

えてください。  

両親は、精子提供で生まれてきたこ

とをストーリーにした本を作ってくれ

た。何度も何度も、それを読み聞かせ

てくれた。そのおかげで、家族全員

が、この話になじんでくつろぐことが

できるようになった。3 歳くらいか

ら、夜の読み聞かせに使っていた。  

そのストーリーを完全に理解したの

は何歳の時だったかわからないが、5

歳のとき、卵子と精子の絵を描いてい

た。だから多分そのころだと思う。自

分が描いた絵は、本の表紙に使われて

いる。  

自分も、両親も、そのようにしてき

たことをとても良かったと思ってい

る。  

DC について書いた子供のための本は

当時、なかった。だから両親は自分た

ちで作った。両親にはその才能があっ

た。  

  

   

Q. どんなとき、両親から愛されていると感

じますか?  思春期・反抗期はありました

か?  両親との間に葛藤を経験しましたか?   

子供の時から精子提供で生まれたこ

とを自慢に思っていた。両親がいかに

子供を熱望していて、そのためにたく

さんの時間と努力を割いてきたかを知

っていたから。6 年もの不妊治療に耐

えて、自分を妊娠するのに成功したと

き、養子をもらうプロセスを終えかけ

ていたところだった。  

両親はほとんど希望を捨てかけてい

た。両親はたくさんの時間とお金を投

資し、そして自分が生まれるまで、辛

い時期を耐えた。だから、自分はほか

の子供たちよりも特別だといつも感じ

ていた。  

10 代の頃、父親と口論したとき、

「あなたは私のお父さんじゃない」と

いう思いが浮かんだが、実際に言った

ことはない。それは真実ではないし、

言えばその言葉を取り消すことができ

ないことを知っていたから。父をその

ような方法で傷つけたくはなかったの

で、それは言うまいと決意した。  

  

   

Q. ほかの 出生者たちとは交流があります

か?  ほかの人たちの経験や考えについ

て、どう思いますか?    

初めて自分の経験を公開した時、同

じ高校に通う女の子から接触があっ

た。彼女も精子提供で生まれていて、

レズビアンの両親と暮らしていた。そ

れ以来、彼女とはたくさん話して、オ

ンラインの参加者向けにライブチャッ

トを一緒にやったこともある。  

ネガティブな経験をした当事者と話

すのは難しいと感じている。彼らは自

分たちの状況に不満を持っていること

が多いので、彼らが経験したことを理

解するのに苦労するから。反対に、自

分と同じような見方をしているほかの

当事者とは前向きな会話をたくさんし

てきた。  

ネガティブな経験をしている当事者

が、自分と知り合った場合、彼らは大

抵、自分に対して批判的になる。不妊

治療業界からお金を稼ごうとしている

だけだと言われたこともあった。  

自分とは異なる経験をした人と積極

的に関わりたいと思っているけれど、

これまでのところ、その人たちは自分

の話を理解できないことがわかった。  

  

  

Q. 精子提供で生まれたことは、インパクト

の大きな出来事でしたか?  それとも、もっ

と重要なことがありますか?   

精子提供で生まれたことは自分の人

生で大きな位置を占めている。なぜな

ら、成長する過程でこれについてたく

さんのことを両親と話してきたから。 

自分の遺伝子の 50％を知らないことは

大きなことだし、特に医学的な事柄に

は関心がある。 自分の家族歴にアクセ

スできないことにそこまで強いストレ
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スを感じることはないが、ドナーの病

歴についてこれまで知らなかったこと

を知り、それを自分の主治医に伝える

ことができれば、それは良いことだと

思う。  

オンラインコミュニティに積極的に

コミットする前は、DC についてあまり

話す機会はなかった。 自分の経験につ

いてたくさんのことを話しているが、

それは今、自分がたまたまそういう時

流に乗っているからだと思う。  

  

  

Q. 成長して、父親と遺伝的つながりがな

いということの意味をはっきりと理解した

時、どう感じましたか?  

自分と父親が遺伝的に関係していな

いことを理解したときの、特定の瞬間

や感情を思い出すことができない。 い

つもそうだと思って育った。ちなみ

に、自分は母親によく似ている。  

小学校の 1 年生か 2 年生の頃、ドナ

ーの外見にとても興味を持っていた。

自分はドナーと同じくちびるを持って

いるかどうか？ これらは家族内でのオ

ープンに話されていた。自分の特徴に

ついて単純な好奇心を持っていた。  

  

  

Q. 学校で、友人の家族とは違うと気がつ

いたとき、どう思いましたか? どのように適

応しましたか?  

自分の家族がほかと違うことは知っ

ていた。学校の最初の年に、クラスの

生徒に家系図(family tree)を描かせる時

間があった。母親が医療分野で働いて

いたこともあり、「本当の」家系図がど

うなっているかをすでに知っていたの

で、木を描くのは難しいと先生に告げ

た。先生はかなり否定的な反応にな

り、自分が特別に見えるように嘘をつ

いていると言って両親に電話をかけ

た。それで両親は先生に実際の状況を

説明しなければならなかった。  

この先生の反応には驚いた。自分が

悪いことをしたかのように扱われた。

自分の家族が愛情で満たされていると

いうことを自分は伝えたかっただけな

のに。  

  

  

Q. ドナーはどのような存在ですか?     

ドナーに会いたいとは思わない。ド

ナーは当時のデンマークの法律によっ

て匿名の存在。今は希望すればオープ

ンドナーを選べるけど。匿名のドナー

でも満足している。ドナーの情報にア

クセスすることができないが、それは

ドナーを探し求める必要がないという

こと。  

ドナーに対しては、折にふれてあり

がとうと心の中で伝えている。そして

彼が自分の存在を思い煩わないように

願っている。精子を提供したことを後

悔して欲しくない。ドナーに会いたい

とか、ドナーについて知りたいとか思

わない。デンマークでは 23 and Me な

どの遺伝子検査は、米国ほどポピュラ

ーではない。それらを利用することに

特別関心を持ったことはない。どうい

う結果になるかわからないし、それが

ポジティブなものとは思えない。半き

ょうだいや、ドナーとコンタクトを取

りたいとは思わない。  

 

 

Q. もし、将来、ドナーの方からコンタクトが

あったら、会いますか?     

ドナーからどういう風にアプローチ

されたか、自分に何を望んでいるかに

よると思う。  

もし、自分に会って、自分に問題が

ないか、そしてただコーヒーを飲むだ

けでそれ以上がないなら、それは問題

ない。でも、彼が自分の人生に関係し

ようとしてきたりするなら、断る。  

ドナーについては、自分の父親の特

徴（瞳の色や身長）にマッチしている

こと以外、まったく何も知らない。ド

ナー番号すらも知らない。ドナーから

生まれた人の多くにとって重要なこと

の 1 つは、ドナーが提供した動機だ
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が、これは私にとっては大した問題で

はない。自分の存在と人生を作ってく

れたドナーの役割にとても感謝してい

る。しかし、ドナーの利得や彼の意図

は、自分と自分の家族の幸せに比べれ

ば副次的なものだ。  

  

  

Q.  ドナーに会いたい人もいれば、あまり

関心がない人もいます。‘遺伝的つなが

り’について、どのように感じますか?  

ドナーから生まれた人たちのコミュ

ニティがあり、そこで活動している人

たちの声は非常に大きくて、いろいろ

な研究の中でも過大評価されていると

思う。自分のように感じている人たち

の方が多いのではないかと思う。そう

いう人たちは研究に含まれていないだ

けではないかと思う。  

誰かが DC で生まれると、多くの場

合、裏切りがあった。それらの人々は

しばしばドナーから生まれたことにつ

いて知らされていなかった。それは、

その人たちがそれについてどのように

感じるかにおいて決定的な役割を果た

す。遺伝は重要だけれど、それに執着

している人たちのことを理解するのに

苦労する。それは私たちの文化、家族

のイメージなどの一部だが、どんどん

変化している。 「あなたは、お母さん

かお父さんに、よく似ている」とか言

われるのは社交上のこと。しかし、DC 

が現れる前でも、片方または両方の親

と遺伝的に関係のない人はたくさんい

た。今日では、ドナーについてできる

限り多くの情報を得るために、規制を

求める声が強くなってきている。  

  

    

Q.  オープンドナーの方が望ましいでしょう

か? これから親になる人は、どちらを選ぶ

べきですか?  

これは難しい質問だと思う。両親が

自分たちの決定に確信を持っているこ

とが重要。オープンドナーでも、匿名

ドナーでもどちらでも良いと思う。ど

ちらを選ぶかより、ドナーから生まれ

た事実を、子供との会話の中で親がど

のように扱うかの方が重要だから。つ

まり、どのように子供に伝えるか、そ

の結果、子供が出生の事実についてど

のように感じるかということ。  

デンマークでは、オープンドナーに

期待を寄せる依頼親も出てきている。

18 歳以上になれば、ドナーの情報を得

られるという期待を持って子供が待ち

続けた結果、どうなるかは十分わかっ

ていない。何が起こるかまだわからな

い。それぞれに長所と短所があるの

で、それは簡単な選択ではない。  

  

  

Q.  デンマークのドナーに関する法律につ

いて、どう評価しますか?    

これも難しい質問。何か法改正をす

るなら、それは子供と家族にフォーカ

スすべきだ。  

どのような選択をし、何を期待する

のかについてより良い決定ができるよ

う、両親に対するサポートがもっと行

われるべきだ。  

ドナーから生まれた事実を子供の 

medical history に記載するというオプシ

ョンもあるだろう。そうすれば、フォ

ームなどに記入するときに、この情報

を提供できる。現在は、医療領域の知

識が不足しているため、ドナーから生

まれた人々にとって不利益になる可能

性がある。  

  

  

Q. ドナーから生まれた人のためのサポー 

トグループに参加していますか?    

ほかのサポートグループでは活動し

ていない。自分のネットワークを持っ

ていて、共同で何かをしたいと思って

いる人から連絡があったときは、進ん

で手伝う。両親もほかのグループに参

加していない。両親は自分のチャンネ

ルに対してサポートしてくれたけれ

ど、自分たちの仕事に忙しい。  
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数ヶ月前、両親の仕事仲間の子供

が、家族を作るために DC を使用する

ことを検討していたため、DC について

自分と自分の両親と、非公式に話をし

た。このように、求められたら、積極

的に応じるようにしている。  

  

  

Q. 将来、ご自身が、(もしそのような状況

になったら) 精子/卵子提供で子供を持つ

ことはありえますか?   養子についてはど

うでしょう?  

もちろん、そうする。DC でも養子で

も。  

    

  

Q. “Donor Child”でよかったと思うことは

何でしょうか。逆にどのような困難がありま

すか?   

いつも自分は特別だという気持ちが

あり、その気持ちを人生の他の領域に

向けることができた。それはエンパワ

ーだと言える。  

課題は主に、ドナーから生まれたこ

との結果として、自分が知らない事柄

に関連している。たとえば、20 歳のと

きに、乳糖不耐症であることがわかっ

た。それを知るのに長い時間がかかっ

た。将来自分の子供か欲しいと思った

とき、これらの、わからないというこ

とが、チャレンジとなるかもしれな

い。  

  

  

Q. その他のコメント。  

2 歳年下の双子の妹たちがいる。彼

女たちは精子提供ではなく、顕微受精

で生まれた。  

その技術は、自分の時には使えなか

った。よく聞かれるのは、父親と遺伝

的につながっている妹たちがいて、自

分は父親と繋がっていないということ

についてどう思うかということ。少な

くとも自分の家族について言えば、そ

のことは家族の関係性に影響すること

はなかった。  

(2021年 12月)  

  

 

Ms. Emma Grønbæk  

 

1996年に匿名の精子提供で生まれた。

双子の妹たちは、1998年、顕微授精

(ICSI)で生まれ、両親と遺伝的に繋がっ

ている。テリングは、幼いころから受

けている。看護師として働いている。 
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Self-therapy for donor conceived. 
 

自己セラピーの方法:ドナーからの出生者 

 

 
Interviewee 

 
Mr. David Berry 

 
 

Q. 自己紹介をお願いします。  

ニューヨークのローチェスターで育

った。そこには、イタリア系住民の大

規模なコミュニティがある。大学で学

ぶためにフロリダに移り、それ以来そ

こに住んでいる。3年前に結婚し、現

在、生後 9か月の息子がいる。デジタ

ルメーキングエージェンシーを経営し

ている。自由時間には、自転車に乗っ

たりボクシングを楽しんだりしてい

る。  

数年前、義理の兄の家族と一緒にク

リスマスディナーをしていた。義理の

兄は、イタリアの祖先をとても誇りに

思っていた友人についての話をしてく

れて、それが印象に残った。（その友人

は入れ墨もしていたらしい）。この友人

は、DNA 検査を受けて、実際にはアイ

ルランド人の祖先を持つことを偶然発

見した。この話を聞いて、自分の祖先

について考えるようになった。父方の

祖父は、父が 7歳のときに亡くなっ

た。だから、祖父についてほとんど知

らない。父方の祖先についてもっと知

りたいと思ったので、すぐに DNA 検査

キットを注文した。数ヶ月後に結果を

チェックしたとき、自分がまったくも

ってイタリア人ではなかったことに驚

愕した。これをきっかけに、自分はド

ナーから生まれたことを徐々に知るこ

とになった。  

  

  

Q. いつ・どのようにそのことを発見しまし

たか?  その時の気持ちは?  

精子提供で生まれたことに気づくの

にかなり長い時間がかかってしまっ

た。今から振り返って考えてみると、

それは少しバカバカしい。しかし、父

親の系譜については多少なりとも疑問

があった。 

DNA 検査の結果を知ったとき、最初

は別の説明を考えていた。そして、真

実を本当に理解するのに半年もかかっ

た。最初、両親のどちらかにユダヤ人

の血が混じっている可能性があると考

えていた。しかし、DNA 検査で近親者

を発見したとき、そうではないことに

気づいた。また、叔父の一人が軍隊に

いる間に精子を提供したのではないか

と考えたりもしたが、この理屈も誤り

だとわかった。  

早い段階で自分が発見したことにつ

いて両親と話し合った。当時、家族の

秘密を暴いたとは思っていなかった。

両親は、自分がドナーから生まれたこ

とを知っていたが、知らない振りを

し、真実を明らかにしようとしなかっ

た。  

自分と同じ頃に生まれた人物と DNA 

が一致していることを見つけたとき、

両親は最終的に真実を認めた。33 歳の

誕生日の直前のことだった。そのとき

かなり感情が揺さぶられた。出生の真

実を認めるのは難しいことだった。特

に、実の妹が実際には半きょうだい(ド

ナーが異なる) だとわかったのはショッ

クだった。それでも、自分のことをち

ゃんと愛してくれている両親には感謝

している。  

発見してから 1年間、家族に亀裂は

生じなかった。両親はそれを家族の他

のメンバーに秘密にしておきたいと思

っていたが、自分はそれを永久に秘密

にするようなことはできなかった。そ

して、それを隠すように頼まれるのは

不当だと感じた。道を見つけるまで突

き進んだが、その間ずっとフラストレ

ーションを感じていた。半きょうだい

の中には、片方の親しか生きていない

ため、両親に自分の出生について尋ね
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ることができない人もいる。里親とし

て育てられた人もいる。それに比べれ

ば、自分は両方の親と自分の状況につ

いて話し合うことができてよかったと

思っている。  

  

  

Q. 自分がドナーから生まれたということ

は、全く想像もしないことでしたか? それと

も、子供の頃から、家族の中に違和感はあ

りましたか?  父親に似ていない、と感じた

ことはありましたか?  

知る前と比較したことはなかった

が、真実を発見したあと、それはすべ

て理にかなっているように思えた。父

親とはまったく似ていない。自分は社

交的で外向的だが、父親は控えめで静

かな性格。父親は困難な子供時代を過

ごしたので、これが彼の性格に影響を

与えた可能性があると思う。  

自分は母親に似ている。外見は父親

にまったく似ていない。妹のサラは父

親に似ている。これは、若いときから

ずっとそう思ってきた。  

  

  

Q. ブログの目的は? どのような人からコ 

ンタクトがありましたか?    

これまで、ブログを介して 10人くら

いの人と連絡を取りあった。そういう

人にいつも手を差し伸べて、彼らの弱

さを受け入れる能力があるわけではな

かった。自分の経験が誰かの共感を呼

んでいることはありがたいが、すべて

の人と個別に関わるのは難しかった。  

自分の経験について書くことは、自

分にとってセラピーのようなものだっ

た。頭の中にごちゃごちゃした考えが

あり、それを書き出して初めて意味に

なることがよくあった。ブログは、自

分の考えを論理的に整理して理解する

のに役立った。  

   

  

Q. 両親に対して、どのような気持ちです 

か?  現在、どのような関係ですか?   

自分は母親と仲がいい。両親に対し

て同じ愛情を持っているが、性格は母

親に似ていると思う。  

秘密にしておくという両親の選択に

ついて、当時は、今とはまったく時代

背景が異なっていて、両親は DNA検査

が将来、そのように普及するとは思っ

ていなかったのだろう。また、父方の

家族とは仲が悪く、近くに住んでいな

かった。父親は複雑な家庭環境の中で

育っている。そういうこともあって、

両親は、適切な時期ではないと感じ、

話すのを先延ばしにしていたのだろう

と思う。  

もし自分だったら、もっと違う選択

をしていただろうと思うが、両親がし

たことを理解はできる。  

  

  

Q. 父親はイタリア系、ドナーはユダヤ系と

のことですが、それを知ったとき、大きなア

イデンティティ・クライシスになりましたか?   

父方の家族と親しい関係を持たない

ことの利点の 1つは、彼らとの関係を

「失う」ことはないし、彼らに会う必

要性から解放されていることだ。自分

はアイデンティティの危機を経験しな

かった。しかし、新しいアイデンティ

ティが意味する事柄と格闘した。それ

は、自分がどこから来たかとは関係が

なく、自分がどのようにしてここにた

どり着いたのかということと関係して

いた。自分の祖先についての謎が絡み

合って自分の前に続いていた。  

  

   

Q. イタリア系だと思っていたとき、自分の

アイデンティティの中に、イタリア系である

ということはどのように位置づけられてい

ましたか?    

イタリアとのつながりは個人的なア

イデンティティの中で主要な部分では

なかった。自分はローチェスター出身

で、そこには大規模なイタリア人コミ

ュニティがあるので、イタリアの要素

を部分的に受け入れていた。例えば、
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学校でイタリア語を進んで勉強したり

していたが、それは自己意識の中心で

はなかった。  

ドナーから生まれた事実を発見する

前と後に、イタリアに旅行した。自分

がイタリア系ではないということがわ

かっても、特に旅行の経験に影響はな

かった。知る前と後で特に違いはなか

った。  

  

  

Q. 現在、遺伝的父親がユダヤ系だとわか

りました。ユダヤ系というアイデンティティ

は自分の中にどのように位置づけられて

いますか?    

このことは、とても興味深かった。

ユダヤ人とのつながりには神聖なもの

を感じている。今の妻にプロポーズし

ようとしていた頃に、この事実を知っ

た。自分の妻は養子縁組されていて、

ユダヤ人の家庭で育った。自分が一部

ユダヤ人であることを知ったので、妻

の家族と一緒のテーブルにつけると感

じている。息子が生まれたとき、再

度、この意識を新たにした。自分と妻

は敬虔なユダヤ人ではないが、ユダヤ

人の主要な休日を祝うなどして、ユダ

ヤ人の信仰で息子を育てている。  

自分は詐欺症候群(imposter syndrome)

ではないかと感じている。自分の一部

はユダヤ人だが、必ずしもユダヤ人の

ストーリーに対する権利があると感じ

ているわけではない。たとえば、ホロ

コースト生還者の経験と同一視するこ

とに抵抗がある。というのは、自分は

ユダヤ人のアイデンティティに突然出

くわしたように感じていて、自分はそ

の一部であると主張する権利がないよ

うに感じているから。  

  

  

Q. 精子ドナーに対して、どのような気持 

ちですか?  

精子ドナーは母親の主治医だった。

この事実について強い疑念を抱いてい

る。不妊治療中に医師の精子を使用す

ることに同意した女性はいなかった。

それなのに、現時点で、少なくとも 10 

人のドナーきょうだいを発見してい

る。1 年くらい前にドナーと電話で話

した。最初、ドナーの娘とコンタクト

を取り、彼女は協力的で、DNA 検査を

受けることに同意してくれた。結果を

待っている間、検査の結果で自分の身

元が確認されたら、ドナーは連絡を拒

否する可能性が高いと考えたので、そ

の前に直接連絡することにした。 

医師に、自分が父親になる前に、自

分のユダヤ人の伝統について学びたい

とメールを送った。30 分後、医師から

電話がかかってきた。彼は、自分の家

族と起源について多くのことを話し

た。デビッドは自分の出生について直

接彼に聞いた。医師はそれを否定しな

かった。それは友好的な会話だった

が、その医師と二度と話したいと思わ

ない。もし、医師とまた話をする機会

があるとすれば、自分の精子を使って

患者を妊娠させた彼の動機を知りた

い。電話での会話からは、おそらくエ

ゴイズムが動機だったと思う。しか

し、一部はユダヤ人の伝統に対する医

師の情熱もあったと思う。不妊に苦し

んでいる家族を「助けたい」という気

持ちもあっただろう。といっても、そ

れは彼の心の底からのものではなく、

自分自身のエゴから、あくまで治療の

結果を得ることがゴールだったのだろ

うと思う。ドナーが誰かを知ること

は、すべてを解決してくれると信じて

いたのに。母親は、自分が同意してい

ないのに、自分の精子を使用した医師

に対して複雑な感情を抱いている。そ

れを受け入れるのが難しい。総じて、

彼女は問題ないと言っているが。それ

について話すことで徐々に慣れてきた

ようだ。父親はそれについてあまり話

さないが、母親と同じように感じてい

ると思う。  
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Q. ドナーきょうだいは何人いますか?  そ

の人たちとの関係は? ドナーきょうだいが

増えることは嬉しいですか? それともフラ

ストレーションを感じますか?    

10人いるドナーきょうだいたちのほ

とんどと話をし、最初に出会った 2人

とは特に親しい関係を持っている。残

りのきょうだいたちとも友好的に付き

合っているが、最初に出会った半兄弟

と半姉妹とは、お互いを発見した後す

ぐ、とても親密になった。しかし、後

でもっとたくさんの半きょうだいがい

ることがわかり、驚いた。  

ドナーきょうだいの中には、少々ア

グレッシブな人もいて、あとから 輪の

中に加わったことで、自分が取り残さ

れている、パーティーに遅れてきたか

のように感じている人もいるようだ。

ドナーきょうだいとの関係には全面的

に感謝している。  

今は、もっと多くの半きょうだいを

発見することは、嬉しいことではな

く、フラストレーションを感じる。世

界中にきょうだいがいて、全然知らな

い他人に親密さを感じることは難し

い。ドナーきょうだいが増えるという

ことは、それらの人々に対して、ドナ

ーから生まれた事実を初めて告げるこ

とになる。それは大きな責任を伴う。  

  

  

Q. ドナーから生まれたことによって gift 

はありましたか?  

自分と何人かのドナーきょうだい

は、社会的にみて、業績を積んでい

る。自分の遺伝子が最初に考えていた

ものとは違うことがわかったので、ア

イデンティティはより複雑になった。

両親は大学に通っておらず、高校を卒

業しているが、自分は修士号を取得し

ている。今では、このような知的資質

は、自分の勤勉さだけでなく、自分の

(ドナーから受け継いだ)遺伝的構成に部

分的に起因していると感じている。  

反対に、自分は背が低く、ひざが悪

く、19歳の頃から髪が薄い。これらの

特徴も遺伝的にドナーから引き継いだ

ものだと思う。  

  

   

Q. 自分のアイデンティティの中で、ドナー

から生まれた事実はどのくらいの比重を占

めますか?  

ドナーから生まれた事実は大きい。

これはめずらしいことなので、自分の

会話の大きな要素になっている。それ

にもかかわらず、家族や親しい友人に

囲まれているとき、自分は以前と何ら

変わらないと感じていて、それは嬉し

いことだ。  

ドナーから生まれたことがわかっ

て、ドナーきょうだいとの関わりを通

して、いろいろな可能性に出会った。

例えば、ドナーきょうだいの多くは、

高い成果を上げ、社会的に立派だ。こ

れを「きみならどうする？」というタ

イトルの本と比較する。これは、異な

る環境のもとで育てられた人について

の洞察を与えてくれる。それは、ハー

ドワークをすれば達成できることを教

えてくれる。謎と好奇心を持ってこれ

に取り組んでいる。  

  

  

Q. ドナーからの出生者にとって、子供の

福祉や権利とは、何でしょうか?  禁止す

べきですか?  それとも子供が小さい頃か

らテリングすれば、問題ないでしょうか?  

自分の場合は、意図せず DC 活動に

関与するようになった。ドナーによる

出生者たちの世界は小さく、互いに強

く結びついている。DC に関する詐欺を

防ぐため、不妊治療に関する法律を可

決させることを目的に、ワシントンに

ある Right To Know という非営利団体

の仕事を手伝ったことがある。自分の

動機は、自分に起こったこと−−すなわ

ち、自分の精子を使用する医師−−は違

法であるべきだと考えている。一部の

州では、人々は医療記録や病歴を請求

する権利を持っていない。不妊治療を
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受けた女性患者は、非倫理的な行為を

する医師に対抗する手段がない。 

ドナーきょうだいのひとりの女性

は、 9年間、精子ドナーとなった医師

の患者だった。それは、彼女がその医

師が自分のドナーだと知る前のこと。

彼女が自分の生物学的娘であることを

知っていたにもかかわらず、その医師

は彼女を治療し続けていた。医師は自

分の行動に責任を持つべきだ。  

きちんとした規制があれば、DC は家

族を作るための貴重な方法であると思

う。多くの場合、ドナーの医療記録や

身元調査を行っていないので、システ

ムをより良くするために、透明性と真

実（そして定期的な健康チェック）が

もっと必要だと思う。これらの措置が

講じられれば、 DC を支持する。IVF 

は依然として高価な治療で、患者にと

って法外な費用負担がかかる。  

  

  

Q. これから DC で子供を作ろうとする親

に対して、どのようなことを伝えたいです

か?     

何よりもまず、真実を語って欲し

い。今では、真実を知らせるための方

法についていろいろなリソースがあ

る。いずれにしても、早い段階で知ら

せることで、それは子供の物語の一部

になる。親自身の恐れや不安を子供に

投影しないで欲しい。子供が自分自身

のことに興味を持つのは普通であると

いうこと、他の子と違っていても、何

の問題もないことを子供に知らせて欲

しい。  

自分の両親は、真実の価値と真実に

対する子供の権利に苦しんでいた。子

供は財産ではなく、人間だ。子供たち

は成長して、自分で考え、呼吸し、自

分の感情を持つようになる。誰もが自

分自身についての真実に値する。  

また、親が子供にとって善いことを

行っている限り、半きょうだいの発見

が両親から居場所を奪ったり、子供と

の関係を台無しにするようなことは決

してないということを保証する。  

 

 

Q. 伝統的な核家族(父親と母親、遺伝的

に繋がった子供)が、子供にとって最も理

想的だといえますか?  

理想的な家族について、自分はもっ

ともっと広い視野を持っている。ある

友人に自分が精子提供から生まれたこ

とを告げとき、その友人は冗談めかし

て「私の本当の父は役立たずのクズな

ので、自分の父が精子提供者だったら

いいのに」と言ったことを思い出す。 

これには心を動かされた。自分が父

親を持っていることがどれほど幸運で

あるかを思い知った。伝統的な家族が

より多様な選択肢よりも子供を育てる

能力が優れているという保証はない。

子供は家族から安定と愛を得るのに値

する存在だが、それは家族の形態とは

無関係。  

  

  

Q. いくつかの国では、出自を知る権利が

認められ、成人したらドナーの情報にアク

セスできるように法律が制定されていま

す。成人するまでドナーを知ることができ

ないことは、子供にどのような影響を与え

ると思いますか?   

自分は経験がないので、その立場か

らコメントすることはできないが、年

齢制限はおそらく子供にかなり大きな

影響を与えるのではないかと思う。自

分はそれに取り組む必要がなかったの

はよかった。子供たちに情報を提供す

ることが、子供の最善の利益だと思

う。  

  

  

Q. その他、コメント。  

過去に DC についていくつかのイン

タビューを受けた。1つはマイアミの

地元のニュースプログラム（ドナーを

発見する前）、もう 1つは 10代の女の

子たちの高校のプロジェクトのため、
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そして最後の 1 つは、つい 1週間前フ

ランスに拠点を置く非営利団体から。

研究者からのインタビューは今回が初

めて。  

現在、約 8か月間、ブログを更新し

ていない。自分自身の癒しの観点から

必要なものを書いてきたが、今後も記

事を書いてゆきたい。  

  

  

 (2022年 3⽉)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mr. David Berry 

 

イタリア系の住民の大規模コミュニテ

ィがある、ニューヨーク州ローチェス

ターで育った。DNA 検査で、自分の祖

先がイタリア系ではなく、ユダヤ系だ

とわかる。ドナーは母親の主治医だっ

た。自分の気持ちを整理するため、ブ

ログを書いている。  

  

The Berry Chronicles(ブログ) 

  

My Middle School Classmate is my  

Brother    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

66 

 

Having Gay Dads. 
 

ゲイの両親を持つということ 

 

 
Interviewee 

 
Eli Kessler 

 

 

Q.自己紹介をお願いします。  

19 歳になったばかり。家族は現在ワ

シントン州に住んでいる。前はハワイ

とカリフォルニアに住んでいたことも

ある。父の仕事の関係で引っ越してき

た。現在、オレゴン州のポートランド

で大学に通っている。心理学を専攻し

ている。今は春休みでワシントンの実

家に戻ってきている。  

  

  

Q. 家族構成について教えてください。きょ

うだいはどのように誕生しましたか?  きょ

うだいとの関係はどうですか?   

両親はジョナサンとデイビット。遺

伝的父はジョナサンだが、遺伝的な繋

がり云々はあまり考えない。自分にと

っては、それは大きな問題ではない。

それは自分の家族から学んだこと。も

っと重要なのは人とのつながりで、こ

れが家族を作るものだと思う。たとえ

ば、ハワイの文化では、血の繋がりが

ある人だけでなく、親しい人のすべて

を家族と見なしている。  

両親は、自分が生まれる約 10 年前に

出会った。デイビットはその前に女性

と結婚していたが、妻がレズビアンで

あることに気付いた後、離婚した。彼

らには 3 人の子供がいた。その関係か

ら自分には 3 人の年上のきょうだいが

いる（彼らはすべて 40 代になってい

る）。 

両親が一緒になった後、卵子提供と

代理出産で子供をつくることを決め

た。ジョナサンはデビッドより 11 歳年

下で、自分の子供が欲しかったので、

ジョナサンの精子を使った。ジョナサ

ンはデビッドの子供たちと良い関係を

持っている。両親が一緒になった時、

前妻との子供たちはすでに高校生にな

っていた。  

双子の妹とはとても仲がいい。彼女

は現在ミネソタ州の大学に通ってい

て、かなり遠く離れたところに住んで

いる。妹と離れたのはこれが初めて

で、つらい。年上のきょうだいたちと

は遺伝的には関係がないが、彼らとも

親しい関係。しかし、彼らは 20 歳くら

いも年上なので、世代間のギャップが

ある。彼らはかなり遠くに住んでい

る。2 人はカリフォルニア州オークラ

ンドに住んでいて、もう 1 人はコロラ

ド州に住んでいる。皆、自分の子供を

持っている。これほど年上のきょうだ

いを持つことは非常にユニークだと思

う。自分の友人で同じような人はいな

い。  

  

  

Q.父親と遺伝的関係がある・ないというこ

とについて、家庭内ではオープンに話され

ていますか?   

遺伝的関係があるかないかで、両親

との関係やコミュニケーションの仕方

が変わることはない。成長して思春期

を迎える頃、自分はジョナサン（遺伝

的父親）に非常に似ているということ

に徐々に気づき始めたが、それだから

といって両親に対する見方は変わらな

い。彼らは同じように自分の両親だと

思う。このことについて父とは何度か

話しをした。それは彼らの感情を苛立

たせるものではなく、単に事実という

だけのこと。それはたいしたことじゃ

ない。  

  

 

Q.父親のことをそれぞれ、どのように呼ん

でいますか?  父親二人は、育児や家事を

どのように分担していますか?    

子供の頃から、ジョナサンを‘Papa’、

デイビッドを‘Daddy’と呼んでいる。家
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族がハワイとカリフォルニアに住んで

いたとき、両親は二人とも働いてい

た。現在、デイビット自宅で仕事をし

ていて、ジョナサンは家にいて求職

中。だいたい、ジョナサンが家事や家

の中の飾り付けなどをやることが多い

が、料理は半々くらいで分担してい

る。  

子供の頃、自分と妹は家ではジョナ

サンがより「母親」のような人物だと

思っていた。彼はデビッドより少し女

性的だ。それは家の中での、ちょっと

した冗談だった。  

  

  

Q. 両親から出自をいつ・どのように知らさ

れましたか?  どのように感じましたか?  

代理母がいることを最初から知って

いたという感じ。子供の頃、それが何

を意味するのか本当にはわからなかっ

たけど、自分と妹は、生まれる前に自

分たちは‘オーブン’（代理母）の中にい

た、とよく言っていた。代理母とは、

ある程度親しい関係を持っているけれ

ど、匿名を希望した卵子ドナーについ

てはほとんど知らない。  

数年前、両親に卵子ドナーについて

初めて尋ねた。両親は、ジョナサンが

遺伝的父だが、当時の法的上、両親の

養子になった形だと教えてくれた。父

たちはいつもオープンで、自分たちの

出生についての情報を、聞けばいつで

も教えてくれる。  

両親は子供に出生の物語を伝えるた

めの定型化された方法を持っていなか

った。だから両親は、それについて事

実そのままに話した。例えば、こんな

調子で。「…私たちには卵子を提供した

卵子ドナーがいた。ドナーから採取さ

れた卵子は研究室に運ばれ、卵子をジ

ョナサンの精子と受精させて代理母に

入れた、そして妊娠が起こった…」。リ

アルな意味でそれは「物語」ではなか

った。  

ほかの子どもたちには、父親と母親

が一人ずついるが、自分には父親が二

人いて、母親がいないということを最

初から知っていた。自分がほかの子と

違うことを知っていたが、実際にそれ

を分析したり、自分の経験を他の人と

比較したりはしなかった。子供時代に

はそのことから影響を受けなかった。

母の日には少し厄介なこともあったけ

れど。その時は、母の代わりに近くに

住んでいた叔母さんのためにカードを

作ったりした。  

  

  

Q. 子どものとき、「ママはどこ?」 と聞きま

したか?  「母親」がいないことに、すぐに納

得できましたか?  

自分には母親がいないということが

他の子供たちの間で話題に持ち上がっ

たことがよくあった。「ママがいないの

に、どうやって生まれたの？！」「生ま

れるためには、ママがいなくてはいけ

ない！」などと言われた。当時、自分

が生まれるのに母親が必要なかったこ

とを説明する方法が本当にわからなか

った。それでときどき、「ママは死ん

だ」と答えた。注意を引くためにそれ

を言って、それが何を意味するのか本

当にはわかっていなかった。  

一人の子供から、「両親がゲイだか

ら、あなたもゲイになるの？」、「両親

のせいであなたもゲイなの?」とよく聞

かれたことを覚えている。これが本当

だとは思わない。自分自身がゲイであ

るのは、全くの偶然。自分の妹も、同

じ経験をしたのではないかと思うけれ

ど、それについて妹と実際に話したこ

とはない。  

    

 

Q. あなたにとって、「母親」というのはどの

ような人のことを指しますか? 代理母や卵

子ドナーはどのような存在ですか?    

自分の見方では、母親と生物学的に

関係している必要はない。子供の時、

卵子ドナーや代理母のことを母親だと

言っていたこともあったが、その後、

遺伝的つながりは中心的なことではな
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いと気づいた。そうではなく、母親と

いうのは、子どもに愛情を注いで世話

をする親のうち、女性の人物のことだ

と思うようになった。  

卵子ドナーは、母親とは言えない存

在。彼女の名前を知らないし、彼女に

ついて非常に限られた情報しか持って

いないから。代理母のことは「私の代

理母(my surrogate)」とか、彼女の名前

で呼んでいる。彼女はテキサスに住ん

でいて、子供の頃に直接見たのが最

後。あまり話をしないけれど、お互い

にポジティブな気持ちを持っている、

遠い家族のような関係。自分と妹がこ

こに存在するのは代理母のお陰なの

で、彼女に対して親しい気持ちと感謝

を感じている。  

   

  

Q. 卵子ドナーに将来、会いたいですか? 

どのような気持ちを抱いていますか?    

卵子ドナーについてほとんど知らな

い。父親が彼女をドナーとして選んだ

とき、父親に渡されたファイルのコピ

ーを持っている。30 ページの紙に、ド

ナーのプロフィールとして、彼女の出

産歴、身体的特徴、学歴、性格、家族

歴、病歴、彼女の子供に関する詳細が

書かれている（当時、彼女には自分の

子供が 1人いたので、少なくとも 1人

の半きょうだいがいることがわかる）。

ドナーのプロフィールは、彼女の自己

申告による情報。彼女は匿名を選んだ

ので、彼女が自分の卵子が使われたこ

とを知っているかどうか、確信がな

い。  

近い将来、自分と妹は、23＆Me や 

Ancestry.com を使って DNA 検査を行

い、ドナーきょうだいを探したい。可

能であれば、ドナーやドナーきょうだ

いと関係を持ちたいと考えている。ド

ナーが提供した場所のポートランドに

は、半きょうだいがいる可能性がある

と思っている。両親が使用した会社は

もう運営されていないので、卵子ドナ

ーの記録は削除されている。以前、父

がドナーの住所と電話番号を聞いた

が、父が彼女に連絡したとき、つなが

らなかったので、彼女はおそらく家を

引っ越したのだろうと思う。 

ドナーの写真を見たいと思ってい

る。ドナーについてプロフィールにも

う少し情報があったらいいのにと思

う。彼女が誰であるか、彼女が何をす

るのが好きか、彼女の見た目、彼女の

性格を知りたい。性格上の特徴が遺伝

子を通して伝わるのかどうかを知りた

い。これまで、ドナーとコンタクトを

取ったことがないので、互いの接触が

なくとも、性格上の特徴を共有してい

るかどうか、これを知ることができれ

ば興味深いと思う。  

  

  

Q.将来、家族を作りたいという希望はあり

ますか?  子育ては、男性パートナーと一

緒にやりたいですか?   

将来、子供を作りたい。いつもそう

思っている。自分はゲイだから、それ

をどうやってやるのが一番いいかを考

えなければならない。自然に妊娠でき

る人と関係することを想定していない

から。生殖補助医療を利用するコスト

やハードルなどの要素を検討する必要

がある。たぶん IVF を選ぶだろうと考

えている。可能であれば、将来の子供

たちと遺伝的に関係を持ちたいと思

う。自分と妹はジョナサンの家系の最

後にあたるので、家族の遺伝的系統を

継続したいと考えている。  

子育ては、パートナーと一緒にした

い。ひとり親になるのは難しいと思

う。子育ては大変だから。  

  

  

Q.学校や住んでいる地域に、Gay Dads 

の家族はいますか?  偏見や差別に遭遇し

たことはありますか?  そのことは、両親に

話しましたか?  

ハワイに住んでいるとき、自分たち

以外に、Gay Dads の家族はいなかっ

た。しかし、カリフォルニアでは、中
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学校に Two Dads がいる子供がほかにい

て、その子が、ゲイの父親で娘がいる

別の家族を知っていた。自分の父デイ

ビッドの元妻も、レズビアンのパート

ナーと一緒に女の子を養子にして育て

ている。  

自分の家族やセクシュアリティに関

する動画をソーシャルメディアにたく

さん投稿していて、特に TikTok ではオ

ンライン上で差別に遭った。時々、こ

れらのネガティブなコメントを両親と

共有した（例えば、オンラインで初め

てオカマ ‘faggot’と呼ばれたとき）、し

かしほとんどの場合、それを単に無視

する。フィードバックのほとんどは前

向きなもので、元気がでる。  

   

  

Q. Men Having Babies などのサポートグ

ループに参加していますか? Gay Dads を

もつ他の子どもたちと交流したことがあり

ますか?     

Men Have Babies のことはよく知らな

い。   

DC に特化したサポートグループにも

参加していない。ハワイに住んでいる

とき（それは同性婚が合法化される

前）、両親は、「両親が結婚できるよう

にして」と書いたポスターを自分と妹

に持たせて、写真を撮った。そのほ

か、両親はプライドパレードなどに行

っていた。  

今まで、ゲイの両親をもつ子供を探

したことはない。似たような経歴を持

つ人々がソーシャルメディアにコメン

トしてくることがある(自分もゲイの両

親がいる等々)。それ以外にはない。  

  

  

Q. ドナーから生まれた人や LGBT の両

親をもつ人に聞くと、自分の出自や家族構

成について、ネガティブにとらえる人、ポジ

ティブにとらえる人、いろいろいるようで

す。 今まで悩んだことがありますか?  そ

のことは両親に話しましたか?  逆に、ポジ

ティブと感じている点はありますか?   

自分の出自のことや、両親がゲイで

あることに関して、特に悩んでいな

い。両親はとても愛し合っていて、さ

らに一歩進んで、子供を作る決心をし

た。両親の愛情と子供を持つことへの

熱意はポジティブなものだったと思

う。  

  

   

Q. 今、一番関心があることは何ですか? 

代理出産で生まれたことや、Gay Dads を

持つことや、自分のセクシュアリティについ

て、それらは自分の人生やアイデンティテ

ィにとって、どんな位置づけですか?   

現在、カレッジに通っていて、心理

学の勉強に取り組んでいる。心理学を

専攻している。将来何をするかを決め

たい。医療関係か、研究の分野かのど

ちらかがいい。人を助けるために問題

を解決したり、研究をしたいと思って

いる。 

ドナーから生まれたという事実は、

自分にとっては何でもないこと。それ

は自分の人生のごく一部で、誰でも他

の人とは異なる自分だけの特徴をもっ

ているのと同じこと。それが自分の場

合、やや珍しいものであることを認め

ているけれど、それだけのこと。  

自分のセクシュアリティについても

同じように感じている。TikTok で「両

親がゲイだから、その影響でゲイにな

ったの?」とよく聞かれる。それに対し

ては断固としてノーと言う。自分は他

の子供たちと同じように育ったし、子

供のときにクィアネスに接したとして

も、それは自分自身のセクシュアリテ

ィの発達には影響を与えなかった。興

味深いことに、自分には 2人のゲイの

父親がいて、自分のセクシュアリティ

を支持してくれることをわかっていた

が、それでも両親にカムアウトするの

は怖かった。  

自分のセクシュアリティを両親に打

ち明ければ、自分に対する両親の見方

が変わり、扱いが変わるのを恐れてい

た。それは傷つきやすい瞬間だった。  
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両親に伝えたとき、両親はすでに知っ

ていたと言った。息子が打ち明ける心

の準備ができるのを待っていたと言っ

た。  

   

  

Q.一部の国で子宮移植が臨床応用されつ

つあります。子宮移植で子どもを産むこと

は選択肢になりますか?  

そういう可能性を今まで考えたこと

がなかった。子宮を持つインターセッ

クスの人々なら可能だろうと思ってい

た。自分のことをトランスジェンダー

（非バイナリー）と思っているので、

子供を産むなら、それが性別の感覚に

どう影響するかわからない。それによ

って自分がどう感じるか確証がない。   

子宮移植にとても興味がある。子宮

移植の理論が発展して現実的になるの

を見たいと思うけれど、それが実際、

どのように機能するか、疑問がたくさ

んある。特に男性の体が、胎児の成長

をサポートするように設計されていな

いことを考えると。その背後にあるサ

イエンスについてもっと知りたいと思

う。  

  

  

Q.その他、コメント  

これまで正式にインタビューを受け

たことはないけれど、自分のストーリ

ーは ThisisLife という Snapchat チャン

ネルで取り上げられている。セグメン

トのタイトルは「ゲイであるというこ

と、ゲイの両親を持つということ」

で、2021 年に投稿された。  

自分と妹はとても似ているが、彼女

はレズビアンではないし、趣味も彼と

異なっている。自分も妹も、医療分野

に関心を持っていて、妹は看護学校に

通っている。  

  

  

(2022年 3月)  

  

  

  

Eli Kessler  

 

ゲイの両親を持ち、卵子提供と代理出

産で  生まれた。現在、19歳で、双子

の妹がいる。オレゴン州のカレッジで

心理学を学んでいる。両親が住む実家

はワシントンにある。  

 

Instagram: Eli Kessler (@mightbealizard) 

 

YouTube:  mightbealizard   

 

TikTok: TikTok (@iitselii) 

    

Snapchat feature:  

My dads are gay and so am I 
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Doctor inseminated his sperm to her 
mother’s womb without consent. 

 

ドナーは主治医だった 

 

 
Interviewee 

 
Ms.Eve Wiley 

 

  

Q. 両親から、精子ドナーから生まれたこと

を知らされていましたか?  そのことについ

てどう感じていましたか?  

1985 年頃、両親が不妊に悩んでいた

とき、医師から精子ドナーを使うこと

を勧められた。ドナーを選び、医師は

それを秘密にするように勧め、当時は

匿名が普通だったので、匿名でプロセ

スを進めた。  

7 歳の時に父が亡くなった。その

頃、両親の実子である妹は、家族に心

臓病の病歴があったため、ある医療検

査を受けなければならなくなった。そ

れをきっかけに、母親は、娘のドナー

の健康歴について関心を持つようにな

った。彼女はクライオバンクに情報を

求め、ドナーについてより多くの情報

を得る方法についてサポートグループ

に支援を求めた。  

16 歳の時、母親のメールを整理して

いたら、クライオバンクに送られた

「精子提供で生まれた子供の情報」と

いうメールを見つけた。そのメールの

一番下に自分の生年月日が書かれてい

て、それで自分が DC(donor conception)

で生まれたことを知った。当時、自分

は DC の複雑な仕組みを理解していな

かった。何年も前に父親を亡くしたの

に、まだ父親がいるような気がして、

とてもうれしかった。この人とおとぎ

話のような関係を築きたいと考えてい

た。「ダグ(Doug)が私のパパではないこ

とは知っているわ」と母親に打ち明け

た。母親はショックを受けた。それで

も、自分と母親はすぐに行動的な考え

を持ち、ドナーを探すことにした。自

分は家族の誰とも似ていないため、成

長過程で遺伝的なミラーリングを行う

ことができなかった。また、趣味も違

うので、友達からは「養子に違いな

い」とよく冗談で言われた。ずっと、

何か秘密があることは分かっていた

が、それが何なのかは分からなかっ

た。このことがわかった後、全てに合

点がいった。  

父親であるダグのことを今でも「パ

パ」と呼んでいる。ダグが亡くなった

後も、母親はダグの思い出を大切にし

ている。  

  

  

Q. ドナーに会うまでの間、ドナーについて

どんな人か空想を巡らせたりしていました

か?   

父親を早くに亡くしているため、父

親がいたことを実感することがほとん

どない。ドナーが自分のことを知りた

がっていると素朴に思い、この関係の

可能性にワクワクしたりしていた。  

16 歳になると、誰もが「自分探し」

をするようになる。自分の場合、実の

父親がわからないということが、この

感覚をより強めていた。自分は、DC の

複雑さを理解しておらず、すぐに父親

を見つけることができると思い込んで

いたが、それを阻まれ、現行の制度に

苛立ちを覚えた。手書きの手紙を何通

も書き、ドナーと連絡をとろうとし

た。そして、ネット上の掲示板やフォ

ーラムで、幸せな再会は不可能かもし

れないということを知った。  

  

  

Q. Donor106 に会ったときのことを教えて

ください。嬉しかったですか?  特別な繋が

りを感じましたか?  それとも、違和感があ

りましたか?  

カリフォルニア・クライオバンクが

ドナー106（「スティーブ」）を見つける

まで、約 1 年かかった。手紙を用意し

て、見つかったら転送してくれるよう
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に頼んでいた。当時、オースティンの

大学で学んでいた。自分のところにス

ティーブが訪ねてきてくれた。みんな

(クライオバンクや彼女の母親など)は彼

がドナーだと信じていたので、自分も

何の疑問も持たなかった。  

スティーブはとてもオープンで、受

け入れてくれる人だったので、とても

付き合いやすかった。二人の関係が打

ち解けたものになるには少し時間がか

かったが、最初からつながりがあり、

無理やりという感じはなかった。それ

は、2 人の性格が似ていたからかもし

れない。現在もスティーブと連絡を取

り合っている。  

  

  

Q. DNA 検査がなかったら、わからないま

までしたか?  

答えは、イエスでもありノーでもあ

る。  

おそらく自分の医療プロファイル

が、将来のある時点で事実を浮き彫り

することになったはずだ。そうであれ

ば、スティーブが実の父親ではないこ

とはいずれ明らかになっただろう。  

しかし、彼がドナーだと聞かされた

後では、DNA 鑑定をすることは思いつ

かなかっただろう。自分は最初からそ

れを真実として受け入れていた。  

せっかくスティーブと知り合ったの

に捨てられることを恐れていたので、

彼に真実を伝えるのはすごく抵抗があ

った。事実を知った彼は泣き出してし

まった。彼をなだめすかし、なんとか

すべてを説明した。彼は "これで少しは

変わるけど、全部じゃない "と言ってい

た。二人は今でも仲が良い。  

  

  

Q. 母親はこのことについてどのように感じ

ていますか? 主治医の精子が使われてい

たことがわかった後、家族の雰囲気は変

わりましたか?  

自分がこのことを知るまで、母親は

娘からドナーを知る権利を奪ってしま

ったことに苦しんでいた。母親は、病

歴を気にしながらも、罪悪感も感じて

いた。不妊症のこと、そしてそれが結

婚生活に与える影響について、未解決

の感情を抱いていた。スティーブが見

つかったことで、そのようなやり場の

ない気持ちが和らいた。彼女は、すべ

てがうまくいったように感じ、安定し

た状態になっていた。  

母親は、娘のドナーに関する偽装を

知ったとき、ショックを受けた。医師

について「彼は絶対にそんなことをし

ない」「私たちは彼のことをずっと知っ

ている」「彼は私たちのコミュニティで

とても尊敬されている」と言い、処理

しきれなかった。娘の存在に感謝しな

がらも、妊娠したことに動揺するとい

った、相反する感情を抱くことがトラ

ウマになっていた。施術の現実を考え

ると、母親は自分が医学的にレイプさ

れたような気がすると言っている。医

師は、母親が隣の部屋にいる間に、興

奮した状態で精子を採取したのだ。母

親は、欺瞞が発覚するまで、この医師

の患者だった。そのことがわかったと

き、娘の自分は 28、29 歳だった。  

  

   

Q. なぜ医師は自分の精子を使ったのでし

ょうか? その動機や背景についてどう考え

ますか?   

さまざまなことが考えられる。例え

ば、  

1) 医師によれば、 106 番ドナーは「妊

娠させる能力がない」とのことだ。

しかし、実際にスティーブの精子を

使って、イブと同年代の 14 人の子

供が誕生しているのだから、そんな

ことはないだろう。 

2) 医師が医学生だったころの古いバイ

アルを使ったと言っている。当時は

クリニックが運営されていなかった

ので、これも嘘。ありえないこと

だ。  

3) お金や「成功したい」というエゴに

駆られた可能性がある。 
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4) 同期の医師たちの間で、誰が一番多 

く赤ちゃんを産ませるか、という賭

けや競争があるという噂を聞いたこ

とがあるので、それが動機の一つだ

った可能性がある。  

  

その医師(Dr. McMorries)は教会の中心

的人物。彼は優生学に興味があるので

はと推測している。医者である自分の

精子に価値があると思っているのだろ

う。「神が授けられない子供を、私が授

けることができる」と信じていたのだ

ろう。このナルシシズムが、彼の行動

に重要な役割を果たしている。また、

彼はケチで、おそらく(精子バンクに支

払うための)お金を節約しようとしたの

だろう。  

ドクターの信仰が診療に影響する。

モットーは「キリスト教の強固な価値

観」を実現することだそうだ。セック

スや不倫と、他の男の子供を身ごもる

ことを分けて考えるのは、ある種の宗

教的な物語と結びついているのだろ

う。  

彼は非常に保守的である。自分が UT 

オースチンの大学に進学することを知

ると、母親に「リベラルな考え方に洗

脳される可能性がある」と説教し、部

屋を出て行ったという。彼が自分の精

子ドナーであることが発覚する前のこ

とだ。  

医師は自分のしたことについて、何

の反省も後悔も表明していない。医師

との間のコミュニケーションは、弁護

士のアドバイス通り、すべて文書で行

われている。彼は、「私はあなたの両親

に贈り物をした」「私はあなたの父親で

はない、ただのドナーだ」などと言っ

ている。彼は、自分の精子は他のもの

より「優れている」、だから自分の子供

は賢いのだと言う。しかし、彼がドナ

ーになった子供の半分は現に高校を中

退しているので、彼はこの物語を当初

より強くは押し付けないようになっ

た。  

彼に対する批判は、「自分に対して匿

名ではいけない」ということ。もし、

彼がやったことに非倫理的なことがな

いのなら、なぜそれを隠すのか。彼

は、自分のしていることが間違ってい

ると知っていたのだ。  

  

  

Q. 批判すべき点は何ですか?  精子提供

そのものは、出自を知る権利が保障され

るなら、容認しますか?   

1)ドナーから生まれた人の最善の利益 

になるよう行動するために、業界が

やるべきことはたくさんあるはず

だ。子供たちが中心でなければなら

ない。自分は、オープンな養子縁組

に賛成で、誰もが家族を作ることが

できるように、ドナーと両親の両方

を教育するという考えに賛成だ。  

2)   自分の遺伝的文化や祖先から切り離

されたことを是正するためのスペー

スが必要だ。自分は、レシピエント

の親に会い、自分の遺伝子の残りの 

50％を知りたいという子供の気持ち

を尊重する必要があることを伝え

る。この業界が、非常に透明性の高

いものになることを支持する。     

3)   一人のドナーから生まれる子供の数

を厳しく制限する必要がある。これ

は、ドナーから生まれた人同士の近

親相姦を防ぐために重要なこと。  

4)  医療技術を管理する方法をアップデ

ートする必要がある。アメリカで

は、医師がやりたいことをやってい

るだけ。例えば、デジタル記録のな

い手書きのメモを残したいというな

ら、それはそれでいい。悪質な業者

が悪事を働かないようにするための

チェックポイントがほとんどない。  

5)   ART が女性の身体に与える影響に

ついて、より多くの研究とデータが

必要。 特に卵子提供の場合、ドナ

ーの最善の利益を中心に考えない、

利益だけを追求する輩が存在する。

1980 年代の改正により、連邦政府

の資金援助が認められないため、こ
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の業界は民間資金で運営されてい

る。  

6)   精子ドナーから提供された情報(健

康、医療、教育情報)の確認がなさ

れていない。提供される情報の多く

は不完全だ。ドナーがまだ 18 歳の

場合、質問の答えを知らなかった

り、嘘をついたりすることがよくあ

る。ドナーが開示した内容を確認す

る仕組みがない。  

7)   DC で生まれたことを子供に伝える

方法について、レシピエントである

親はもっと教育を受けるべき。DNA 

検査により匿名性は失われている

が、伝えることが当たり前になるよ

うな教育があれば、親の不安を解消

することができる。  

8)  ソーシャルメディアのグループが、

ドナー精子を求める倫理観を侵食し

ている。ドナー精子を求めるための 

Facebook グループ(クリニックを完

全にパスする)が増えてきている。

マイノリティはクリニックを通さな

い道を選ぶ傾向がある。倫理的、道

徳的に正しいことを行いながら、経

済的な観点から皆のためにスペース

を確保するにはどうしたらいいのだ

ろうか？  

9)   政府等の公的機関で情報を管理する

という話がよくあるが、これは 

LGBTQ コミュニティや不妊症の

人々のリストを政府に渡すようなも

のだという事実に敏感でなければな

らない。これは良いアイデアとは思

えないし、反発があるのも理解でき

る。ドナーの登録は、そのギャップ

を埋めることができるかもしれな

い。  

  

  

Q. 「遺伝的つながり」についてどのように

考えますか。それは、宿命のように切り離

せないものでしょうか。育ての親の存在と

どのように異なりますか?  

遺伝子のつながりは自分にとっても

のすごく大切なものだ(incredibly 

important)。遺伝的父親と関係を築けな

いことがわかったとき、とてもがっか

りした。この人のことを知りたいと強

く思っていたから。 

ある意味で、自分はより大きな善の

ために、ドナーと関係を築く可能性を

犠牲にしなければならなかったと感じ

ている。発見したドナーきょうだいた

ちとは、大切な関係を築いている。  

  

  

Q. 全米で、主治医の精子が使われていた

ケースは、何件くらい報告されています

か?  

67 人の医師が、このような行為に関

わっていることを特定した。また、多

くの秘密保持契約が結ばれているのを

知っている。同じような境遇にある人

たちから相談があり、利用可能な選択

肢についてアドバイスを求められる。

例えば、法律を変えるためのロビー活

動、調停、非開示、メディアへの告

発、訴訟、何もない、など。それは、

とても個人的な決断だ。  

1980 年代に行われた自己申告による

調査では、医師の 2％がこのようなこ

とに従事していたことが判明してい

る。それは、確実に広まっていた。  

  

  

Q. その主治医から生まれた人は何人いま

すか?  まだまだ増えそうですか?  これら

の人たちと連絡を取り合ったり、連帯して

いますか?  

医師の精子から生まれた 13 人のう

ち、3 人は彼の妻との間にできた子

供。残りの 10 人はドナーきょうだい

だ。テキサスでは DNA 検査に不信感を

持つ人が多いので、実際にはもっと多

いかもしれない。ドナーきょうだいの

中には、自分の健康状態を知るために 

DNA 検査を受け、その後見つけた人が

何人かいる、Facebook で見つけた人が 

3 人、1 人がニュースで自分を見て、そ

の後、医師(Dr. McMorries)の写真を見て

知った、クリスマスに遊び半分で検査
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を受けた人など、さまざまな人がい

る。また、あるきょうだいとの間には

緊張があるが、きょうだいのうち、3 

人とは仲が良い。  

医師のもとで働いていた看護師たち

と話をした。その中の一人は、不妊を

公表したくないという母親との契約を

守りたいという気持ちと、自分を助け

たいという気持ちの間で板挟みになっ

ているのがわかった。彼女は自分にい

くつかの「手がかり」を与えた。それ

を解明するのは大変な作業だった。  

自分の話を公にすることで、まだ自

分がグループの一員であることを知ら

ない人もいるのに、自分がグループの

ために選択をしなければならないよう

な気がした。何人かのドナーきょうだ

いは、医師が提供から生まれた人を知

りたいという気持ちを持つのを自分が

妨げていると考え、腹を立てていた。

医師の妻も、「夫の時間を他の女性に取

られるのは嫌だ」と自分に腹を立てて

いた。ドナーきょうだいの一人は、命

を与えてくれたマクモリース博士にと

ても感謝しており、自分の活動を失礼

だと感じているようだ。 

感じ方に男女差がすごくある。息子

たちはあまり気にしないが、娘たちは

気になるようだ。これは、彼女らの多

くが、事実を知る前に主治医として診

てもらっていたからかもしれない。医

師から骨盤の検査などを受けていた。  

  

  

Q. ロビー活動の成果について教えてくだ

さい。法律が導入された州は?  現在議論

が進んでいる州は?  

2019 年に活動を始めたとき、弁護士

は、法律がなく、医師賠償責任の時効

はわずか 10 年で、“no discovery rule”が

適用されるため、民事も刑事もないと

助言した。医師会には、時効はないの

で医師免許を剥奪するオプションがあ

る。医師はその後、医師免許を剥奪し

ようとする自分の試みを訴えるため、

接近禁止命令と法令を申請している。  

その結果、法律を変えようと決心し

た。テキサスの上院議員に会い、性的

暴行の刑法の中に条文を入れさせた。

他の州でも法律が制定され、フロリ

ダ、コロラド、アーカンソー、アリゾ

ナ、ユタ、ケンタッキーで被害者と関

わった。各州の法律はかなり違う。連

邦法を成立させるには、多くのモデル

が必要で、7月にそのための申請書が

通過した。とても時間がかかる作業

だ。  

  

  

Q. 大変だったことは?  サポートは得られ

ましたか?   

最初の頃はまだ自分のストーリーの

トラウマと闘っていた。何度もストー

リーを繰り返すことは難しかったが、

自分のストーリーに目的を見出し、自

分のためのプラットフォームを作る

と、それは容易になった。  

COVID が発生したことで、議員に会

うために全国を飛び回る必要はなくな

った。Zoom に切り替えたから。個人と

して活動する方が、NPO として活動す

るよりもずっと楽だと思った。その方

が、自分の意図が金儲けではなく、法

律の抜け穴を塞ぐことであることが明

確になる。技術の進歩に法律が遅れて

いることに、議員たちは気づいていな

い。  

ロー対ウェイド裁判の崩壊後、胚の

破壊を禁止する法律が導入される危険

性がある。現在、人々は残った胚を提

供するか破壊するかを選択することが

できる。このような禁止法は、自分の

遺伝子をコントロールできなくなり、

望まれない実子などが生まれる可能性

がある。また、人身売買につながる可

能性もある。  

不妊治療の過失に関する記録はな

い。データは訴訟から引っ張ってきた

ものだけ。専門的なガイドラインはあ

るが、それは基準ではないし、報告も

ほとんどない。  
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多くの議員は、不妊治療業界にこれ

ほどまでに規制がないことを知らな

い。デリケートな話題なので、みんな

びっくりしている。関連する判例がな

いため、同じような法的状況に陥って

いる(「子供を持つことが傷害であると

は言えない」)。法律を変えるには長い

道のりが必要なので、多くの人がお金

をもらって秘密保持契約書にサインす

ることを選ぶ。  

  

  

Q. その他  

自分の仕事は、トラウマセラピスト

で、主に DV や性的虐待の被害者であ

る子どもたちと接している。息子が一

時期病気になり、セラピストとしての

仕事を休まざるを得なくなった。自分

の活動は「無報酬の仕事」だ。  

現在、本の執筆を終えたところ。DC の

領域で意識を高め続けたいと考えてい

る。業界が責任を負うことを望んでい

る。また、共に家族を築く方法につい

て人々が決断することを支援したいと

考えている。不妊症の割合は増えてい

るが、目的に沿った形で業界を改善す

る必要がある。  

  

  

       (2022年 9月)  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

Ms. Eve Wiley    

   

精子ドナーから生まれる。18 歳の時に

ドナー  (Donor 106)に会うが、その

後、DNA検査で、実際には主治医がド

ナーだとわかる。不法行為に対する法

律の成立に向けてロビー活動をしてい

る。   

2019 年には、母親とともに テキサス州

オースティンで開かれた上院の刑事司

法委員会に出席 。20 以上もの 立法機

関を訪問し、法案の成立を働きかけて

きた。 専門カウンセラーの資格を持

ち、セラピストとしての活動もしてい

る。    

  

  

Woman on quest to find sperm donor father 

finds shocking truth about her conception   

Eve Wiley Texas Woman Fighting to Make  

Fertility Fraud a Crime (insider.com)  

  

Dallas woman advocates expanding  

fertility fraud law | wfaa.com  

  

ABC's '20/20' features Dallas woman who 

found out her mother's fertility doctor is her 

father (dallasnews.com)  

  

IVF bombshell: Dallas woman learns her 

biological father is mom's fertility doctor | 

wfaa.com  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=v5h1jhMv-2I
https://www.youtube.com/watch?v=v5h1jhMv-2I
https://www.youtube.com/watch?v=v5h1jhMv-2I
https://www.youtube.com/watch?v=v5h1jhMv-2I
https://www.insider.com/eve-wiley-learned-biological-father-was-moms-fertility-doctor-2019-5
https://www.insider.com/eve-wiley-learned-biological-father-was-moms-fertility-doctor-2019-5
https://www.insider.com/eve-wiley-learned-biological-father-was-moms-fertility-doctor-2019-5
https://www.wfaa.com/article/news/local/investigates/dallas-woman-eve-wiley-advocates-expanding-fertility-fraud-law/287-5ad8424f-ed1f-4b48-9f5c-b3df1ed6cbc4
https://www.wfaa.com/article/news/local/investigates/dallas-woman-eve-wiley-advocates-expanding-fertility-fraud-law/287-5ad8424f-ed1f-4b48-9f5c-b3df1ed6cbc4
https://www.wfaa.com/article/news/local/investigates/dallas-woman-eve-wiley-advocates-expanding-fertility-fraud-law/287-5ad8424f-ed1f-4b48-9f5c-b3df1ed6cbc4
https://www.dallasnews.com/news/politics/2019/05/03/abc-s-20-20-features-dallas-woman-who-found-out-her-mother-s-fertility-doctor-is-her-father/
https://www.dallasnews.com/news/politics/2019/05/03/abc-s-20-20-features-dallas-woman-who-found-out-her-mother-s-fertility-doctor-is-her-father/
https://www.dallasnews.com/news/politics/2019/05/03/abc-s-20-20-features-dallas-woman-who-found-out-her-mother-s-fertility-doctor-is-her-father/
https://www.dallasnews.com/news/politics/2019/05/03/abc-s-20-20-features-dallas-woman-who-found-out-her-mother-s-fertility-doctor-is-her-father/
https://www.dallasnews.com/news/politics/2019/05/03/abc-s-20-20-features-dallas-woman-who-found-out-her-mother-s-fertility-doctor-is-her-father/
https://www.dallasnews.com/news/politics/2019/05/03/abc-s-20-20-features-dallas-woman-who-found-out-her-mother-s-fertility-doctor-is-her-father/
https://www.dallasnews.com/news/politics/2019/05/03/abc-s-20-20-features-dallas-woman-who-found-out-her-mother-s-fertility-doctor-is-her-father/
https://www.wfaa.com/article/news/local/ivf-bombshell-dallas-woman-learns-her-biological-father-is-moms-fertility-doctor/287-e57135f9-51a9-404b-918c-aa876986012c
https://www.wfaa.com/article/news/local/ivf-bombshell-dallas-woman-learns-her-biological-father-is-moms-fertility-doctor/287-e57135f9-51a9-404b-918c-aa876986012c
https://www.wfaa.com/article/news/local/ivf-bombshell-dallas-woman-learns-her-biological-father-is-moms-fertility-doctor/287-e57135f9-51a9-404b-918c-aa876986012c
https://www.wfaa.com/article/news/local/ivf-bombshell-dallas-woman-learns-her-biological-father-is-moms-fertility-doctor/287-e57135f9-51a9-404b-918c-aa876986012c
https://www.wfaa.com/article/news/local/ivf-bombshell-dallas-woman-learns-her-biological-father-is-moms-fertility-doctor/287-e57135f9-51a9-404b-918c-aa876986012c
https://www.wfaa.com/article/news/local/ivf-bombshell-dallas-woman-learns-her-biological-father-is-moms-fertility-doctor/287-e57135f9-51a9-404b-918c-aa876986012c
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23 & Me: A Christmas gift from the 
husband. 

 

23 & Me : 夫からのクリスマスプレゼント 

 

 

Interviewee 
 

Mr. Eric Mobley 
  

  

Q.自己紹介をお願いします。  

現在 28 歳で、アメリカのケンタッキ

ー州ローウェルに住んでいる。全米の

オンライン大学で高等教育のアドミッ

ション（入学試験）に携わっている。

夫と結婚して 6 年になり、犬を飼って

いる。  

  

  

Q. 精子ドナーから生まれたことを知った

時の衝撃をどのように表すことができます

か?  

2019年のクリスマスに、夫から 

23&Me キットを贈られた。検査を受け

る前、自分がドナーから生まれたこと

など全く思いもよらなかった。自分の

祖先に対する好奇心から検査を受けた

が、遠縁の親族などを探そうとは特に

思っていなかった。  

2020年 1 月 7 日、仕事中に遺伝子検

査の結果を受け取った。その結果か

ら、自分には異母兄弟がいることがわ

かり、それが偶然にも高校の同級生だ

った。その人と血縁関係があることを

知って驚いた。その人に連絡を取っ

た。彼は、自分が精子提供で生まれた

ことを子供の頃から知っていたが、自

分は父親が実の父親ではないことを知

らなかった。この偶然に発見した情報

が、自分を苦しめた。その日、仕事に

集中できないので早退した。 

退社後、実家に直行し、母親と対面

した。その時初めて、母親は自分が精

子提供で妊娠したことを明かした。そ

の頃、父親は肝臓がんで闘病中だった

こともあり、状況はもっと厳しかっ

た。  

父親の体調が悪かったこともあり、

父親と精子提供について話す機会がな

かった。もっと話す時間があればよか

ったけれど、パンデミックが発生し、

父親の病状が悪化したため、距離を置

く必要があった。父親は 2020 年 5 月に

他界した。  

その後、母親と話し合う時間を持っ

た。二人は今、お互いに礼儀正しくし

ていて、おおむね問題ない関係だ。精

子提供の話を持ち出すのは気が引ける

し、母親はもっと早く言っておけばよ

かったと罪悪感を抱いているようだ。

精子提供で生まれたことを知ったこ

と、父親の死のトラウマを解消するた

めに、2 年間セラピーに通った。父親

は親友だったと思っている。父親は 3 

回結婚しているので、年上の異母兄妹

が複数いる。一番年の近い兄（12 歳

上）も精子提供で生まれていて、母親

は父親の 2 番目の妻だ (自分の母親は三

番目の妻)。  

ドナーから生まれたことが分かって

から、何人かの半きょうだいを見つけ

た。同じドナーから生まれた兄弟が 2 

人、姉妹が 3 人いる。長男は今年 30 

歳、次男は 28 歳で、年齢も近い。2 人

はケンタッキー州に住んでいて、残り

はアメリカ全土に散らばっている。  

半きょうだいからドナーを知り、何

度か彼に連絡を取った。彼は自分の家

族を持っていて、自分に対してよそよ

そしい。2021 年 1 月に一度だけ、ラン

チのために直接会ったことがある。彼

は優しかったが、プライバシーを要求

した。そして、これ以上関わりたくな

いと言われた。ドナーに対して、時間

を割いて会ってくれたことに感謝して

いる。ドナーは  自分と同じ町に住んで

いて、彼にとって自分は不安を誘発す

る存在だ。  

自分は、起こったことすべてを多少

なりとも受け入れるよう努力してき

た。  
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Q. 真実を知った後、家族との関係は変わ

りましたか?  どのように?  育ての父親の

ことは、今でも父親と感じていますか?   

しばらくの間、父親を他人として見

ていた。自分を育ててくれた人であ

り、親しい関係であったにもかかわら

ず、最初はそう感じていた。この感覚

は、父親が体調を崩してほとんど話せ

なくなるまで、数カ月間続いた。自分

を育ててくれた父親を「他人」と思う

のは、とても不思議な感覚だった。  

それは、母親との関係にも影響を及

ぼしている。一緒に過ごしながらも、

母親に対しては常に裏切られたという

感覚がある。何が起きたのか、もっと

早く教えるべきだったのにそれをしな

かった、母親には責任があると感じて

いる。その結果、二人の関係はギクシ

ャクしている。夏休みに一緒に休暇を

過ごしたが、母親と一緒にいても楽し

くないような気がした。  

  

  

Q. もし、両親が小さい頃からドナーから生

まれたことを教えてくれていたなら、その

事実にうまく適応していたと思いますか?  

ドナーに対する興味関心はどうなっていた

と思いますか?  

もし小さい頃から教えられていれ

ば、間違いなく、その知識に順応して

いただろうと考えている。理想を言え

ば、18 歳のときに教えてほしかった。

半姉妹の一人は、16 歳のときに告知さ

れ、今でも苦労しているが、自分より

はうまく対処している。彼女は、両親

から直接告げられた。だから遺伝子検

査で知ったのではない。彼女は、半兄

弟と同じ学校に通っていたこともあ

る。  

たとえもっと早い時期にドナーの存

在を知っても、ドナーと会い、彼を知

りたいと思ったはずだ。しかし、もっ

と後で知った場合、その熱意の程度は

変わっていたかもしれない。  

  

  

Q. メンタルヘルスに影響しましたか。回復

するためには、何が必要ですか?   どのく

らい時間が必要でしょうか?  

精子提供で生まれたことがわかり、

それは確実に精神状態に影響を及ぼし

た。 (パンデミックもあったが）しばら

くは、何もしたくない、どこにも行き

たくないというくらいに落ち込んでい

た。不安になって、仕事に集中できな

くなった。 

その後、精神状態は確実に良くなっ

てきている。夫に多くの注意を払うこ

とに専念し、また犬を飼い、それが大

きな支えになっている。健康で活動的

であることに力を注ぎ、体調を整え、

ジムに通うようになった。  

今、ケンタッキー州やその他の地域

にいる半きょうだいと一緒に過ごして

いる。先月は、半きょうだいの一人と

その家族を訪ねて、夫と一緒にテキサ

スへ行った。この半きょうだいには 2 

人のお母さんがいる。  

  

  

Q. 小さい頃、家族の中で、父親に似てい

る、母親に似っているなどと、話をした記

憶はありますか?   家庭の中に、何か緊張

や違和感を感じていましたか?  

思春期を迎えて足の毛が生えてきた

頃を思い出す。父親には足の毛が生え

ていなかったので、ある時、何気なく

そのことを父親に話した。父は、「母方

の遺伝だろう」と答えた。この説明に

疑問を持つことはなかった。 

母親から、自分が人工授精で妊娠し

たことを聞かされていた。その時、父

親の精子を使ったのだと信じて疑わな

かった。それが、この事実を知ったと

きにショックを受けた大きな理由のひ

とつだ。 

自分は、母親にもドナーにもよく似

ている。精子提供で生まれたことを知

るまでは、説明のつかない緊張感はな

く、疑うこともなかった。  
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Q. 人の性格や能力の形成にとって、環境

と遺伝の役割は?  どのように感じていま

すか?   

いろいろなことが遺伝していると考

えている。ドナーが大学で美術史を専

攻していたことがわかった。自分も人

文科学を専攻した。半きょうだいは

皆、歴史、美術、芸術史、演劇に興味

がある。両親が大学教育を受けていな

いため、これは遺伝的なものだと考え

ている。父親は高校も出ていない。  

育ちの要素という点では、確かに育

ての親からいろいろなことを吸収でき

ると考えている。例えば、自分はとて

も社交的で、誰とでも気軽に話すこと

ができる。それは両親と同じだ。  

  

  

Q. ドナーきょうだいと会ったときのことを

教えてください。似ているところがあります

か? 特別な絆やつながりがありますか?   

どのような存在ですか?    

ドナーの半きょうだいとの間に色々

な共通点を見出した。皆、同じ年頃

で、大まかな趣味も同じ。例えば、飲

みに行くとか、食事に行くとか、コン

サートに行くとか。しかし休暇をどこ

で過ごすかなど、違うところもある。  

半きょうだいたちとは、みんなとて

も仲がいい。よく話をしたり、時間が

あれば会ったりしている。「兄弟」「姉

妹」と呼びあっている。半きょうだい

の 2 人は近くに住んでいて、会いたい

時に会うことができる。他の 2 人とも

会ったことがある。また、新たに見つ

かった半姉妹も、数週間後に会いに来

る予定だ。自分たちの間には間違いな

く絆があると感じている。グループ・

テキスト・チェーンがあり、お互いに

支え合っている。とても心強い。  

育った家庭の兄弟姉妹とは、かなり

の年齢差があるため、親密さに欠ける

ところがあった。一番上の兄弟はもう

すぐ 60 歳になり、一番下の兄弟はまだ 

12 歳も年上だ。そのため、彼らとの間

に共通の興味はあまりない。一緒に育

った姉妹のことは大好きだが、彼女た

ちは 50 代。  

  

  

Q. ドナーとあったときのことを教えてくださ

い。似ているところはありましたか?  すぐ

に打ち解けましたか?   特別な絆やつなが

りがありますか?   

二人が出会ったとき、ドナーは自分

と連絡を取り続けると信じ込ませてい

た。昨年の夏のある日、ドナーとメー

ル交換をしていた時、初めて彼はこれ

以上連絡を取るのをやめたいと言って

きた。自分は彼の意思を尊重した。  

それは仕事の合間の即席のミーティ

ングだった。直前のミーティングであ

ったため、緊張し、圧倒された。初デ

ートのようなもので、「この人は僕を気

に入ってくれるだろうか」と心配にな

った。ドナーは質問に答えてくれた

が、自分はあまり直接的な質問をしな

かった。もっと一般的な、自分たちの

興味などについて話した。ドナーは、2 

年間、2 週間ごとに提供していたこと

を話した。  

ドナーに会ったとき、特別な絆を感

じた。大学を卒業し、人文科学を専攻

していたことを話した。実は、二人は

同じ大学に通っていた。また、芸術や

旅行など、共通の趣味の話もした。二

人の間に多くの共通点があることを感

じた。彼はとても誇り高い父親のよう

に見えたので、自分の子供にもそのよ

うに振舞ってほしいと願っている。ド

ナーには 4 人の息子がいる。そのうち

の 1 人にコンタクトを取り、会った。

彼と最初は問題なかったが、しばらく

して仲違いしてしまい、今は連絡を取

っていない。  

もしドナーが見つからなかったら、

今もドナーを探し続けていただろうと

考えている。今でも定期的に送られて

くる 23&Me のメールに目を通し、新し

い兄弟姉妹のマッチングがないかどう

か確認している。大抵は、いとこだけ

なんだけれど。  
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母親がドナーについて知っていたの

は、彼が地元の大学の医学生であるこ

とだけだった。  

  

  

Q. パートナーの男性と一緒に、将来子供

を育てたいですか?  Yes の場合、養子を

希望しますか?  代理出産ですか?  遺伝

的つながりがある親子関係と、ない親子関

係、それぞれどんな advantage と 

disadvantage があると思いますか?  

自分の子供を持ちたいとは思わな

い。自分が精子提供で生まれたことを

知る前から、夫と二人でそう決めてい

た。犬を飼って可愛がっている。  

自分に 23&Me をプレゼントしたのは

夫なので、夫は最初、この状況に罪悪

感を覚えたらしい。しかし、「あなたの

せいではない」と言い、夫を安心させ

た。自分の体験を目の前にして、夫は

瞠目したが、とてもサポーティブで、

一緒にテキサスまで半兄弟の家族に会

いに行ったこともある。  

  

  

Q. DC は認められますか。 

全体として、親が子供に真実を伝え

る限り、Donor Conception(DC)には賛

成。不妊の問題を抱えていたり、親に

なりたいと思っても相手がいなかった

りする友人もいるので、この方法を支

持するが、今はもう 1980 年代や 1990 

年代の時代ではないので、子どもには

真実を伝えなければならない。ドナー

のプライバシーは尊重するが、匿名は

難しいと考えている。自分が経験した

ようなネガティブな体験を他の人には

してほしくない。  

 

  

Q. グループに参加していますか?  

Facebook で "We Are Donor Conceived 

"というグループを知っている。これ

は、自分の話や半きょうだいの写真な

どを公開するのに最適な場所。サポー

トが必要な場合は、ここが良い発散の

場所になると思う。また、ポッドキャ

ストも聴いている。  

  

  

Q. 自分の経験を語ることにはどのような

意味がありますか?  

自分の経験を話すことで、認識を広

めることができると考えている。商業

的な遺伝子検査の結果、自分が DC か

らの出生者であることを知るのは、ま

だ新しい概念であり、そのショックは

自分の心に大きな傷を残した。両親と

の絆は、真実を知ったことによって崩

れ去った。もし、 18 歳くらいのときに

両親が教えてくれていたら、もっと違

った見方ができただろうと思う。親子

関係に影響を与えるので、子どもに隠

し事をしないことが大切だ。このこと

を理解してほしいという思いから、自

分の体験を話している。自分は母親に

対してずっと裏切られたという思いが

あり、同じような経験を他の人にして

ほしくないという思いがある。  

DC のことが分かってから、自分の経

験について YouTube にビデオを投稿し

ている。また、主に不妊の問題に関連

するポッドキャスト「I Want To Put A 

Baby In You」にも出演している。ま

た、高齢の親を持つ人たちのためのパ

ネルにも出演した（彼らは DC の人の

視点を求めていた）。ポッドキャストで

ネガティブなフィードバックを受けた

ことはないが、YouTube のビデオに

は、「ご両親はあなたを愛しているし、

生まれてきてほしかった」というよう

なネガティブなコメントがあった。こ

のような人たちは的外れなことを言っ

ていると思う。  

半きょうだいとの関係にはとても感

謝している。一緒に育った兄弟姉妹と

は、年齢差があるため、本当のきょう

だいではないような気がすることもあ

った。今は、年齢が近く、共通の趣味

を持つ複数のきょうだいがいる。その

ことに感謝している。  
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自分の物語を『アナと雪の女王』の

エルサや『ハリー・ポッター』のよう

なポップカルチャーの登場人物に重ね

合わせることがある。彼らは家族に関

する衝撃的な事実を乗り越え、成功を

収めた。これは、自分にとって良い対

処法になっている。  

  

  

(2022 年 10 月)  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mr. Eric Mobley  

  

現在 28 歳で、アメリカのケンタッキー

州ローウェルに住んでいる。夫から贈

られた DNA 検査で、2020 年に精子提

供で生まれたことを知る。大きなショ

ックを受けるが、ドナーとドナーきょ

うだいに会い、ドナーきょうだいたち

との関係からエンパワーされている。

家族は夫と犬。  

自分の経験について YouTube にビデオ 

を投稿している。また、主に不妊の問

題に関連するポッドキャスト「I Want 

To Put  A Baby In You」にも出演してい

る。  

  

  

I found out I was donor conceived from  

23&me - YouTube  

  

Episode 152: DNA Test Surprise Part 2 – 

Eric Mobley — I Want To Put A Baby In 

You  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

82 

 

Experience of past sperm donor. 
 

精子ドナーの経験                          

(オーストラリア・ニューサウスウェールズ州) 

  
 

Interviewee 
 

Dr. Haydn Allbutt 
 

 

Q. いつ頃どんな風に提供しましたか。 

現在は NSW州に住んでいるが、提供

した当時はビクトリア州に住んでい

た。だから自分の精子提供はビクトリ

ア州の法律が適用されることになる。

Monarch IVFで提供した。提供する時に

は色々な検査をやったよ。6ヶ月後に

も改めて同じ検査をやって、問題がな

いことを確認してやって提供できる。

感染症などのチェックだけでなく、妊

娠に適した品質があるかどうかも重要

だ。初めて提供したのが 1997年だった

と思う。ビクトリア州の配偶子提供は

とてもオーガナイズされているので有

名だ。そして、2000年にチェックした

とき、自分の精子からは 2人の子ども

が生まれていることを知った。これは

Monash IVFのドナーコーディネーター

に確認して知ったことだ。最終的にこ

れまでの提供で 11家族に 16人の子ど

もが生まれている。これは規定の人数

よりも多いが、何かのミスがあったか

らだと思う。 

 

 

Q. 子どもに会いましたか?   

自分には知っている限り、16人の子

どもがいるが、そのうち実際にコンタ

クトをとったのは 2家族だけ。1組は母

親と話した。そして提供で生まれた 2

人の子どもの写真を見せてもらった。

実際に子どもに会ったのは 1人だけ

だ。 

とても良い経験だった。あったこと

がなかったので、少し複雑な気持ちも

あった。どんなことを話していいか。

ちょっと心配だったけど。彼らには、

ドナーを知らないことで、アイデンテ

ィティの問題があると聞いていたの

で。だから良い印象を与えたかったん

だ。ちょっとナーバスだったかな。 

子どもはそのとき 8-9歳だった。と

ても良い経験だったので、全員に会い

たいと思っているよ。でも、今のとこ

ろ会えたのはその子だけ。 

男の子だったんだけれど、自分の家

族では男の子は皆似ているんだ。例え

ば自分は父親がその歳のときと全くそ

っくりだった。そして、その子も全く

同じ。その上、会った時は、同じ黄色

の上着を着ていたんだ。服まで一緒だ

ったんだね。それに、自分は科学を専

門にしているけれど、彼も科学に興味

を持っているということもわかった。

普通は遺伝じゃないと考えられている

ことでも、そんなふうに似ているとい

うことを発見した。他の二人の子ども

についても、一人はエンジニアをやっ

ているし、もう一人は数学の成績がい

いんだ。だから環境じゃなくて遺伝な

んだと。つまり行動までもが(遺伝によ

って)似ているんだ。 

 

 

Q. レシビエント家族はあなたにとってどん

な存在ですか?  

自分はドナーとして、子どもに対す

る権利はないし、向こうからアクセス

がないかぎり、自分から会うという権

利はないということはちゃんと理解し

ているよ。それはカウンセリングでち

ゃんと説明してもらったし。向こうが

もし会いたいと言ってきたら会えるけ

ど、ほとんどの場合、会えないだろう

と。だから子どもにいつの日か会える

かもしれないというのは頭の中だけの

想像に過ぎなかった。でも自分はいつ

もその可能性を考えるのが楽しかっ

た。そして子どもたちに会うというこ

とにはとても興味があった。でも一方

で、ビクトリア州の新しい法律に対し
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ては、多くのドナーが個人情報を知ら

れたくないと懸念していることも知っ

ている。だからそういうドナーの場合

は、子どもたちには会いたくないだろ

うし、知られたくもないだろう。でも

自分の場合は違っていて、知られても

問題なかったし、会いたいと願ってい

た。ただ子どもたちがどうしているか

知りたかった。興味があったんだ。そ

れは彼らの人生の一部になりたいと

か、自分の人生に彼らを組み込みたい

とか、そういうことではないよ。ただ

純粋に興味関心だけ。 

 

 

Q. 提供した当時と今とでは考え方に変化

がありましたか? 

全く変わっていないよ。当時から、

自分がやっていることをはっきりと理

解していたし。子どもたちからコンタ

クトはないだろうとわかっていたし、

それでもいいと思っていた。でも、提

供した当時、ビクトリア州で法律が変

わるということは既に知っていたんだ

(※1998年以降の提供からドナーが非匿

名化された)。だから子どもたちが自分

を見つけ出すかもしれないという可能

性があることもわかっていた。 

 

 

Q. 家族は知っていますか? 

自分の家族はもちろんそのことを知

っているよ。隠し立ては一切しない人

間だから。会話でそのことが出てきた

時に、言ったんだ。それに家族以外に

も、そのことを知っている人はいる

よ。 

 

 

Q. 子どもの知る権利についてどのように

考えますか? 

自分には提供で生まれた子どもが 16

人いるとわかっているけど、自分から

探しだしたりはしないよ。それは自分

がやることじゃない。あくまで向こう

が知りたければ、自分は喜んで会う

よ。でも、いろんなウェブサイトやフ

ォーラムなんかで子どもたちの考えを

見ていると、遺伝的親(biological 

parents)を知りたいという子どもたちは

少ないと感じる。育ての親と一緒に過

ごしていて幸せだと感じているみたい

だ。だからそんな家族に入り込んだり

邪魔したりしたいとは思わないよ。提

供について知っていてもドナーを知り

たくないケースの他には、その数はわ

からないけれど、親が教えていないの

で、子どもたちがそのことを知らない

ケースも一定数はいると思う。11家族

に 16人の子どもがいても、今まで連絡

があったのは、たった 2組だけだった

しね。 

ビクトリア州の法律は良い法律だと

思う。遡及的開示には反対だけど。い

うのは、子どもには知る権利があると

思うから。そしてドナーは、子どもが

遺伝的起源について知ることを妨げる

権利はない。誰もそれを妨げることは

できないと思う。だから解決策は、自

分の情報を提供してもいい人だけが配

偶子を提供することだ。法律は子ども

を守らなければならない。彼らは生ま

れる前で自ら同意することができない

存在だ。過去のドナー情報が破壊され

たりしているのを知っている。でも子

どもたちは今も生きて存在している。

たとえ、ある人たちが、子どもたちは

それらの情報を知る権利がないと考え

ているとしても。それは正しいことで

はないと思う。 

 

 

Q. 遺伝子検査を使ってコンタクトを取れた

ケースはありますか? 

そういえば、二人の子どもは、クイ

ーンズランド州に住んでいるんだ、そ

して母親が遺伝に興味があってね。

23andMeとか、いろんな遺伝子検査サ

ービスを利用していたんだ。それで、

データベースに登録されていた自分の

親戚とつながったみたい。つまりクリ

ニック経由を取らずに、私の情報とつ



 

84 

 

 ながったんだ。それに、親戚の DNA情

報から追加でいろんな情報を手に入れ

ることもできた。そういうことは結構

あるみたいだね。でもこの方法では、

個人を特定することまではではない

よ。ファーストネームまではわかるけ

ど、フルネームはわからないし、住所

も書いてないし。でも遠い親戚とかお

じ、おばとかまでわかるんだ。そして

その DNAの持ち主がどの国に住んでい

るとかまではわかる。だから電話番号

とか写真しかないから特定まではでは

ないと思うよ。 

 

 

(2019年 8月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dr. Haydn Allbutt 
 

学生時代に精子ドナーとなり、16人の

子どもが生まれた。現在、シドニー大

学の医学部で生理学を教えている。精

子ドナーとしての経験は、“Man 

fathered 16 kids as a uni student”

(Queensland Times, 2018年 9月 28日)に

も取り上げられている。 
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Surrogacy as the ultimate altruism: 
Interview with the first surrogate in the 

UK. 
 

代理出産は究極の人助け         

〜イギリス最初の代理母として〜 

 

 
Interviewee 

 
Ms. Kim Cotton 

 
 

  

Q. 代理母になった時の経験を教えてくだ

さい。  

アメリカのエージェントを通して 

1985 年に代理母になった。イギリスの

マスコミに見つかり、メディアに引っ

張り出された。それをきっかけに、イ

ギリスで、商業的代理出産と、代理出

産の広告を禁止する法律が可決した。

世論に基づいたお決まりの対応だっ

た。  

代理母となった時、孤独を感じた。

ほかに話ができる代理母がいなかった

から。他の人には同じような経験は味

わってほしくないと思った。その後、

代理母を経験した女性に出会い、1988 

年に私たちは共同で COTS という団体

を立ち上げた。  

代理出産は素晴らしいことだとずっ

と言い続けている。それこそ人生を変

えてしまうくらいに。人を助けること

がすごく好き。代理出産では、他者と

の関りからもたらされる心地よさを得

られる。ものすごく価値あることだと

思う。依頼者に子どもを渡したときの

高揚した気持ちを思い出す。  

だから、関わる人がきちんとサポー

トされていると感じられるようにした

いし、代理母を探すお手伝いをした

い。イギリスでは広告が禁止されてい

るので、難しい面もある。  

  

   

Q. 代理母は不足していますか?   

代理母は、いつでも不足している。

需要が供給を大きく上回っているか

ら。 

COTS では２年間登録を中止してい

て、空きがあったらその都度、対象者

に連絡し、対応している。  

イギリスの代理出産法には、これま

で抜本的な変化はないが、同性カップ

ルが親決定の申請ができるようになっ

てから、需要が急増している。COTS 

は追いつくのにいっぱいいっぱいだ。  

COTS では、メンバーを慎重にセレ

クトしている。現在約 30 組のカップル

がいて、15 組が妊娠中だ。何度も出産

している代理母も結構いる。一番多い

人で、15 回も出産した代理母もいた

が、彼女は COTS の規則を破ったので

他へ移って行ってしまった。別の代理

母は 10 人ほど出産したが、実子は一人

も持たなかった。彼女は妊娠するのが

好きだったから。これまで、COTS か

ら 1089 人が誕生した。  

 

 

Q.  代理母に応募してくる女性は、代理出

産について十分に理解していますか?  

今のところ、ちゃんと理解している

と思う。妊娠はひとりひとり違うし、

健康が損なわれたり、合併症を引き起

こす可能性もあると、COTS ではきち

んとわかるように伝えている。通常、

自分の子どもを産んでから代理母にな

るよう勧めているが、皆がそうするわ

けではない。それでも、女性たちは非

常によく理解している。  

  

   

Q.  出生前検査は、代理出産でどのくらい

実施されていますか、その結果、中絶を受

け入れる代理母はどのくらいいますか?   

金銭的に余裕のある依頼者は、ほぼ

出生前検査を実施している。この検査

は今では一般的になっている。多くの

人は 2 年間保存できる凍結胚を持って

いるので、選択肢がある。障害のある
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子どもを産むことは代理母にとってか

なりショックなことだ。  

中絶になる例もあるが、それほど多

くはない。今まで、障害がわかった胎

児の妊娠を継続した例はなかった。代

理母と依頼者のマッチングの基準とし

て中絶についての見解が一致すること

を入れている。だから一致していなけ

れば、そもそも契約は結ばれることは

ない。  

 

 

Q. 代理母にはどのような人が多いです

か?    

代理母に共通するような属性は特に

ないのではないかと思う。共通するこ

とといえば、皆、“無謀”(mad)だという

こと。言い換えれば、“パイオニア精

神”がある。コンフォート・ゾーンから

出ることに抵抗がない。周囲や世間か

らたびたび批判され、この感覚がより

強くなるようだ。代理出産をよしとし

ない人もある程度いるので、代理母は

自分の決定に確信を持つ必要がある。  

代理母は色々な職業についている。

看護師、助産師、教師や保育士なども

多いけれど、決まったパターンがある

わけではない。皆、自分の子育てを楽

しんでいて、妊娠も楽だった。彼女た

ちの余った時間を生産的なものにして

くれるのが、代理出産だ。  

   

  

Q. 現在、COTS では、依頼者は何組ほど

待機していますか?     

目下のところ新しい依頼者は受け入

れていない。Facebook のアカウントに

は、定期的に参加希望の申し込みがあ

る。その中から最も切実な人だけを選

ぶようにしている。もしマッチする相

手が見つかりそうもない場合は、受け

入れを保留にする。とりあえず受け入

れて参加費だけ徴収するようなやり方

はしない。待機している依頼者のプロ

フィールの保管をやってみたこともあ

ったが、あまりにも負担が大きかった

のでやめた。  

代理母を見つけられるチャンスはと

ても少ないので、依頼者は積極的に行

動する。つまり、自分たちで代理母を

見つけようとする。アジア人カップル

は文化の違いから希望に合う代理母を

見つけるのが難しいが、フェイスブッ

クを使って自分の出身のコミュニティ

で代理母を見つけた南アジア出身の女

性もいる。ムスリムのカップルになる

ともっと難しい。彼らは秘密にしたい

と思っているので、COTS で見つける

のは困難だ。南アジアでは不妊に強い

スティグマがついている。  

 

 

Q. すぐに代理母を見つけることができる 

依頼者はどのような人ですか?   

いちばん大事なのは、ライフスタイ

ルと人間性。関心を共有していること

も大事。代理母と依頼者の友情と信頼

は、代理母が生まれた子を手元に置く

決断をしないため重要な要素だ(※イギ

リスでは代理母に決定権があり、子供

を依頼者に渡さないで自分で育てるこ

とも可能)。  

  

  

Q. 英政府は、規制緩和をして、代理母を

増やせるような対策をすべきでしょうか?    

代理母を増やせるように何らかの対

策をすべきだと思う。現在、代理出産

法の改正に向けて協議が進んでおり、

COTS も、そのプロセスに関与してい

る。見通しはかなり明るいと思う。代

理出産の広告が認められ、事前親決定

が認められ、子どもの誕生と同時に依

頼者が法律上の親になれる(※これまで

のように裁判所で親決定命令を受ける

必要がなくなる)。   

また、精子と卵子両方の提供(double 

donation)を受けての代理出産が認めら

れることになりそうだ（単身者はすで

に申請ができる）。そのため代理出産を

希望する人たちが押し寄せてきている
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が COTS ではまだその人たちの受け入

れができていない。まずは、すでにリ

スト上にいる待機中のカップルをなん

とかしなければならない。また、多く

の代理母（私も含め）は単身者に子ど

もを渡すのは心配になる。すでに多く

のひとり親家庭が存在している。しか

し、自分は、(どちらかに何かがあった

場合に備えて)親がふたりそろっている

ことが望ましいと考えている。第一、

ひとりで子どもを育てるのは負担が大

きいし大変だ。  

代理母を増やすためには教育も役立

つ。学校の性教育は妊娠しないように

する方法を教えるが、不妊については

教えない。不妊の問題、特にある年齢

になると卵子の質が落ちることは教え

るべきだ。女性が母親になろうとする

年齢はどんどん高くなっている。後回

しにするリスクを(男性も含めて)若い人

たちに教えておく必要がある。  

 

 

Q. 外国人の代理母はイギリスで代理母に 

なることはできますか?    

イギリスで居住権(residency)を持って

いればできる。NHS に確実にアクセス

できれば大丈夫。  

外国人の代理母の場合、依頼者とし

ては、代理母が赤ちゃんと一緒に飛行

機に乗って消えてしまわないかという

心配が生じるかもしれない。  

  

   

Q. 海外での代理出産の問題点は何でしょ

うか?    

COTS は海外での代理出産は扱って

いない。トラブルが多いのではないか

と思う。イギリスや海外にはそのよう

な代理出産を扱うエージェントがあ

る。  

Brilliant Beginnings という海外での代

理出産を取り扱うエージェントがあ

る。とても高額な料金がかかる。今、

COVID-19 のため、多くの赤ちゃんが

ウクライナやカナダ、アメリカで立ち

往生している。赤ちゃんを引き取るこ

とができない依頼者が多く出ている。  

代理出産の料金は UK で約 30,000 ポ

ンド、アメリカで約 200,000 ポンド、

カナダは約 150,000 ポンド。ウクライ

ナ 30,000−40,000 ポンドだが、ウクライ

ナでは同性カップルは利用できない。  

 

 

Q. 代理母と依頼者は継続的にコンタクト

を取りますか?   

ほとんどの依頼者がそうしている。

はじめのうちは写真、日々の報告など

頻繁にコンタクトをとるが、目新しさ

がなくなってくると徐々に連絡を取ら

なくなる。何を求めているかによる。  

私が代理母になって産んだ双子は現

在ニュージーランドに住んでいて、30 

歳になる。今も双子の母親のリンダと

定期的にスカイプで話したり、

Facebook を通して連絡を取り合ってい

る。彼らがイギリスにやってきたら、

落ち合う。リンダは私の母の葬儀にも

参列した。拡大家族のよう。私たちは

お互いどうしているか関心がある。そ

れは思いやりのある叔母のような役割

で、心配はするが責任はとらないとい

う関係に近いかもしれない。  

  

  

Q.  子供への告知は行われていますか?    

子どもが(親から知らされておらず)自 

分でそのことを発見するのは良くない 

と考えている。親はきちんと知らせる 

こと、これは COTS のガイドラインに 

書かれている。たくさんの本が出てい 

る。私には、卵子提供で生まれた孫も 

いる。私の娘は孫に卵子提供について

の本を読み聞かせている。これは後で 

知ってしまった時のショックを防ぐこ

とができる。  

COTS では子どもに伝えることを条

件にしている。かつては伝えない人が

多かったが、現在はオープンで正直で

あることが絶対条件だ。  
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Q. 代理母と依頼者の交流は、子供に良い 

影響を与えると思いますか?   

子どもにとっては間違いなく良いこ

とだ。COTS で生まれた子どもの例

で、現在 20 代前半で医者になるために

学んでいる女性がいる。彼女は遺伝上

の母親や、父親の違うきょうだいと連

絡を取り合っている。巨大な拡大家族

のようだ。彼女は COTS のアンバサダ

ーとなり、代理出産法改正の審議で、

保健省で証言した。彼女は代理出産で

生まれた子どもとして独自の視点を持

っている。  

ケンブリッジ大学の教授が幼少期か

ら十代後半までの、代理出産で生まれ

た子どもについての研究を行った。そ

の結果、子どもたちは社会に適応し、

信じられないくらいうまくやっている

ことがわかった。  

   

   

Q.  代理出産法改正案の内容についてど

う思いますか?      

広告が解禁されたならそれは大きな

利点となる。一方、商業的代理出産は

引き続き禁止されるべきだ。法案の悪

い面は、クリニックを通して代理出産

を行う場合に、依頼者と代理母はそれ

ぞれ弁護士をつけるという、余計な条

件が課せられたことだ。いうまでもな

く、これは弁護士に利益をもたらすも

のだ（そして、この条件を推し進めた

のはほかならぬ弁護士だ）。依頼者にと

っては余計なコストがかかる。COTS 

には顧問弁護士がいて、代理出産の最

初から最後までカップルをサポートす

る。そんな難しいことではないのに。  

また、カウンセリングを受けること

が義務になる。しかし COTS を利用す

るカップルは既に受けている。COTS 

のカウンセラーからの報告書が認めら

れるべきだが、クリニックでは認めな

いだろうから、さらに費用がかさむこ

とになる。 

私は、代理母は堂々と支払いをうけ

るべきだといつも言ってきた。現在、

補償をどうするか、状況は不明瞭だ

（仕事として捉えるか、完全に利他的

なものとするか）。負担を考えると、概

ね 15,000 ポンドくらいは支払うのが妥

当と考える。 

家庭裁判所は、子供の最善の利益に

基づいて、代理母に 15,000 ポンドが支

払われたケースで親決定命令を出して

いる。余分なお金が支払われたという

理由で子供を「返す」のはばかげてい

るから。 

代理母以外は皆支払いを受けること

が許されている。かかった費用だけと

いって約 2,000 ポンドだけなんてばか

げている。弁護士やカウンセラーは利

益を得ているのに、代理母には何も支

払われない。代理母は相当の補償を受

けるべきだと思う。逸失賃金などもカ

バーされるべきだ。  

代理母たちはそのお金を療養や休暇

にあてたいと考えている。すでに使い

道を決めている人もいる（家族でディ

ズニーランドへ行く、車の購入、家の

改築など）。  

   

   

Q.  妊娠中に依頼者と代理母が感情的に

対立することはありますか?   

妊娠が進むにつれて、代理母がもう

たくさんだと思うようになって、ほん

のわずかな亀裂が入ることもある。依

頼者がイラつかせることを言ったりす

ると、一触即発となる。文字でのやり

とりは誤解を生むことがある。依頼者

はとても心配しながらも期待に満ち溢

れているから、いつも今どうなってい

るのか知りたがる。それで、フラスト

レーションと緊張が高まることがある

が、子どもが産まれてしまえば解消す

る。COTS が間に入って仲裁すること

もある。  

  

  

Q. “Altruistic  Surrogacy”と

“Commercial Surrogacy”の違いは?  
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イギリスは利他的代理出産を維持す

べきだと思うが、宣伝はできるように

して欲しい。  

COTS がやっているのは、まぎれも

なく利他的代理出産だと思う。出産後

も、子どものため、何ヶ月も依頼者へ

母乳を提供している代理母もたくさん

いる。それは利益のためではない。

COTS の資金も微々たるもの。これま

で金銭面で大変な思いをしてきた。  

商業的代理出産では、クリニックが

依頼者から多額のお金をとる。COTS 

に加入すれば、費用は 850 ポンドだ

け。Brilliant Beginning なら 12,000 ポン

ドになる。あそこのエージェントで

は、最初の電話だけで 650 ポンドもか

かる。  

ほかの国のことはあまりわからない

のでコメントできない。ただ、前に、

アメリカのエージェントを訪問したこ

とがあり、そこはとてもよかったので

人に勧めたことがある。一番いいと思

ったのは、代理母たちは毎月、カウン

セラーのミーティングを受けていたこ

と。15 から 20 人の代理母に対して一

度に行われていた。感動したし、イギ

リスでも同じようにやったほうがい

い。素晴らしいシステムだ。そのエー

ジェントを始めた男性は自身も不妊

で、依頼者と代理母を同じようにケア

して、プロフェッショナルでありなが

ら心のこもった経営をしていた。  

  

  

Q.  Covid-19 の影響は?   

COTS の運営でも、対面ミーティン

グができなくなったが、Zoom や Skype 

がとても役に立った。結構うまくいっ

たと思う。クリニックで代理母に初め

て会ったという依頼者もいた。  

ソーシャルディスタンスが問題とな

っているが、何とか乗り越えてきた 

COVID19 のせいで、代理出産の手続き

に遅れが生じたこともある。  

   

  

Q. 子宮移植についてどう思いますか?  

今まで、考えたことがなかった。亡

くなったドナーからのみ行われるもの

だという印象。  

技術が発展して男性も妊娠できるよ

うになったらどうかと思う。それは冗

談だが、もし子宮移植ができるように

なれば、人口はかなり減るのではない

かという気がする。  

  

 

 (2021年 6月)  

 

  

 

Ms. Kim Cotton  

 

英国の代理出産の非営利団体 

COTS (Childlessness Overcome Through 

Surrogacy) の創始者。1988 年に創立さ

れ、1,078 人の子どもが生まれた。  

 

1985 年にイギリス初の代理母となる。

1991 年にも双子を代理出産。双子の家

族は現在ニュージーランド在住だが、

現在も Facebook などを通して繋がって

いる。  
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Gestational surrogacy in the US and UK: 
From ex-surrogate’s perspective. 

 

米国と英国における代理出産:        

元代理母としての経験から 
 

 
Interviewee 

 
Ms. Alyssa Martin 

 

   

Q. 米国と英国では代理出産に対して全く

異なるアプローチをしています。代理母経

験者として、それぞれ pro と con を教えて

ください。  

代理母として最初の経験は、2014 年

に米国カリフォルニアで子どもを出産

したこと。エーシェントに登録してフ

ランス人カップルとマッチングした。

双子を妊娠していたが、38 週まで実際

にそのカップルと対面することはなか

った。それまでは、スカイプやメール

を通しての会話ができるだけだった。

最終的に関係を築くことはできたが、

難しかった。  

  米国のやり方で良かったのは、

“Prebirth order”の制度があったこと。こ

れは、赤ちゃんが生まれたらすぐにカ

リフォルニア州の出生証明書に依頼親

の名前が記載されるという手続きのこ

と。この制度は、簡単に手続きがで

き、契約書として法的強制力もある。

これとは対照的に、英国では出生証明

書に掲載されるのは私と夫の名前で、

それを依頼親に変更するまでに 9 か月

もかかった。  

  2 度目の代理母は、2020 年に英国で

経験した。Brilliant Beginnings という非

営利団体に登録した。最初、依頼親と

のマッチングまでに多くの時間を費や

した。依頼親が私の子どもたちと交流

する機会があり、依頼親の人となりを

判断することができた。しかし、その

後の体外受精は何度も失敗し、妊娠す

るまでに約 18 か月もかかった。辛かっ

たが、依頼親とは強い絆をつくること

ができ、それはかけがえのないものに

なった。  

米国と英国のどちらが良いとは言え

ない。どちらにも良い点と悪い点があ

るから。でも、もう一回代理母になる

とするなら、依頼親とは親密な関係を

築きたいと思うし、実際に会いたいと

思う。米国での最初の代理出産は遠距

離だったためそれが難しかった。英国

は法的な面で改革が必要だ。  

  

   

Q.  代理母になる前と後で、代理出産のリ

スクについての理解に違いは生じました

か?    

それはあった。最初の代理出産の時

は、急いでいたと思う。意欲はあった

ものの、実際のプロセスについてはよ

くわかっていなかった。そして、当時

世話をしてくれていたエージェントは

比較的新しく、経験も少なかったの

で、十分な準備ができていなかった。  

Brilliant Beginnings は全てを網羅して

いるエージェントだと思う。依頼親と

代理母が、国ごとの法律の違いも含め

て、法律についてきちんと理解する時

間をとってくれた。  

  

  

Q. 代理母になりたい女性の属性、動機

や、報酬に対する期待、依頼者との交流

希望、などについて、米国と英国で違い 

は見られますか?  

ある。商業的代理出産の場合、対価

が生じるので代理母と依頼親の力関係

は対等になる。そして、依頼親は、よ

りバランスが取れた方法で感謝の気持

ちを表すことができる。利他的代理出

産では、依頼親がお礼を表す具体的な

方法がない。だから代理出産の期間中

に代理母が大きな力をもつことにな

る。しかし利他的代理出産は、依頼親

が多額の謝礼金を申し出ることを防ぐ

ことにもなる。出産後、代理母はすこ

しだけ悲しい思いをすることがある。
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依頼親は自分たちの新しい生活に移

り、別のところに関心が向いてしま

い、代理母に関心がなくなる。  

もし対価を認めれば、代理出産に興

味はあっても、色々な理由で参加を躊

躇していたより多くの女性に門戸が開

かれると思う。代理母の側から見る

と、それによって多くの時間や労力が

失われたり、家族との時間が失われた

りするから。そもそも、どんな代理出

産にも、利他的な要素はあるものだ。

ある程度やりたいというボランティア

の気持ちがなければ。対価があっても

やらない。報酬があれば、後押しにな

る。利他的欲求を優先することがで

き、そのために失う時間と金銭を犠牲

にすることもない。  

両方経験してみて、私は自分の夫と

子供たちが払う犠牲を考えると、商業

的代理出産に参加するほうが妥当だと

思う。  

 

 

Q.  ご自身のお子さん、夫には、代理出産

についてどのように説明し、理解してもら

いましたか?   

最初の代理出産の時は、子どもは息

子ひとりで、まだ幼かったので理解し

ていなかった。夫はとても協力的で、

対価が払われると聞いて驚き、喜んで

いた。  

2 度目は夫と私が共同で決定した。

私が英国で出産できるようにするた

め、夫は前もって子どもたちを連れて

日本へ行った。夫のサポートは不可欠

だった。彼に恩返しをしたい気持ち。  

Brilliant Beginnings では、代理母のパ

ートナーが協力的な場合のみ、代理出

産のプロセスを進める。パートナーが

いない場合でも、少なくとも誰かひと

りはサポートしてくれる人物が周りに

いないといけない。   

2 度目の代理出産の時、私は自分の

子どもたちには正直に、分かりやすく

説明した。子どもたちは依頼親に何度

か会っていたので、代理出産の考え方

を理解することができたうえ、他人に

話すことも抵抗がなかった。最近で

は、赤ちゃんはどうしているかなどと

聞いてくるようになった。最初から、

赤ちゃんは自分たちのきょうだいでは

なく、一緒に暮らすこともないという

ことをちゃんと理解していた。  

  

  

Q. 代理母と依頼者の関係が悪化した場

合、その原因は何でしょうか? どのように

解決すればよいでしょうか?   

コミュニケーションが一番大事な要

素。コミュニケーション不足で誤解が

生じていると思う。  

Brilliant Beginnings では、先着順で代

理母と依頼親を機会的にマッチングし

ていくようなことはしない。そうでは

なく、双方のプロフィールを吟味し、

直接話すのがよいか、それともメール

がよいかなど、どのようなコミュニケ

ーション方法を望むかというような細

部にまで注目してマッチングする。  

特に最初の時は、「連絡がこない」と

いうような不満が出る時がある。早い

段階で報酬などお金に関することを話

し合うのは難しいだろうから、Brilliant  

Beginnings は誤解が生じないようにこ

のような会話がスムーズにできるよう

手助けしている。  

   

   

Q. 代理出産で、ハッピーな場面、困難と

感じる場面、それぞれを教えてください。  

一番ハッピーな場面は、依頼親が初

めて赤ちゃんを抱いた様子を見ると

き。自分と依頼親が協働したすべての

集大成をみるのは魔法のような瞬間。

愛情が育っていくのを見るのは素晴ら

しい。あらゆる痛みと苦悩を経て、投

薬そして治療をやった甲斐があった。

この瞬間を捉えるために写真を撮るこ

とを強く勧める。  

辛かったのは、2 度目の代理出産の

時、流産と体外受精の失敗が重なった

こと。最初の代理出産はとても簡単だ
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ったが、2 度目は 5 回の移植に失敗

し、3 回の流産を経験した。これは肉

体的に大変だったし、依頼親が成功さ

せようともがいているのを見るのは心

理的につらかった。異性カップルの場

合は、たいていは代理出産を始める前

にすでに数回のサイクル治療を経験し

ている。だから、彼らにとってはさら

に失敗が増えたことになる。難しい話

し合いがなされる局面もあった。代理

母と依頼親ともに強いレジリエンスが

要求される。  

  

  

Q. 代理母へのサポートは米国とイギリス、

どちらが充実していますか?  代理母同士

のネットワークやサポートグループはあり

ますか?  

米国のほうがサポートは充実してい

たと思う。これは現在、米国の多くの

州が代理母を守り、代理出産契約を認

める包括的な法律を持っているから。

特に、カリフォルニア州には、代理母

は 21 歳以上で、自身の子どもを持つ女

性に限るという厳しい法律がある。こ

れは、感情面に対処する準備が整って

いない若い女性が、代理出産に臨むこ

とがないようにするため。また、代理

母が子どもを手元におくことはできな

いようになっており、依頼者の権利は

保護されている。  

米国では中絶の問題など事前に話し

あっておかなければならない重要な問

題を確認するために契約を交わす。  

   

   

Q. 妊娠中に胎児に障害が見つかった場

合の中絶について、代理母経験者として

どのような見解を持っていますか?   

それは依頼親が決めることだと思

う。子どもと一緒に暮らすのは彼らだ

から、彼らが決めればよいこと。自分

の選択とは違ったとしても、口を挟む

べきではないと思う。この点について

代理母と依頼親は見解を統一すべきだ

と思う。クオリティ・オブ・ライフな

どキーとなる概念について掘り下げて

定義することが大切。「中絶しなさい」

と言うのに倫理的な方法はないが、依

頼親が望まないのに妊娠を続けるの

は、代理母にとっても同じように苦痛

が伴うことだと思うから。  自分の身に

危険がない限りは、依頼親の希望に従

う。ダウン症の子どもを育てたいとい

う希望があったり、子どもが出生後に

亡くなることがわかっていても妊娠を

続けてほしいと言われたら、そうす

る。  

私は妊娠初期に通常の血液検査と超

音波を行ったが、依頼親はその後の遺

伝子検査を希望しなかった。彼らは子

どもの性別を知りたがらなかった。私

だったら別の選択をしたと思うけど、

依頼親は子どもが誕生するまで性別を

知らなかった。  

代理出産がほかの妊娠と比べてより

危険だとは思わない。しかし例えば、

ほかの子どものためにはできないが、

自分自身の子どものためなら対処でき

るリスクがある。2 型糖尿病になるリ

スクや抗不安 /うつ薬の処方をやめるこ

となど、自分のための妊娠と代理出産

の場合とで対処が異なるケースがあ

る。Brilliant Beginnings では、この二つ

を区別して考えるようアドバイスして

いる。  

   

   

Q. 代理出産で産んだ子供たちと今も交流

していますか?   このような交流の機会

は、代理母にとって重要ですか?  

今も 2 組の依頼親と連絡を取ってい

る。どちらの関係も、彼らのために赤

ちゃんを産み、渡すことをきっかけに

始まったものだ。  

英国に住んでいたころは、3-4 か月に

一度はフランスに住む双子に会いに行

くことができた。とても楽しかった。

私の子どもたちは、フランスの双子の

ことをフランスのいとことして認識し

ていた。双子の母親はほぼ毎月のよう

にメールで写真を送ってくれる。私た
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ちの関係は自然で無理のないもの。そ

こにプレッシャーはない。  

もしその時、英国への渡航が可能に

なっていたら、クリスマス後に 2 回目

の代理出産の子どもと家族に会いに行

きたいと思っている。その母親とも毎

月のようにコンタクトを取っている。

Brilliant Beginnings は依頼親と代理母の

マッチングに多くの時間をかける。米

国のエージェントはビジネスライクで

依頼親と代理母が理解を深めるための

時間をそれほどとらない。その点はか

なり異なる。  

   

   

Q. イギリスとアメリカで代理母になって、

それぞれいくらもらいましたか?   

米国では航空券代、宿泊費、医療費

と保険を含む経費として約 20,000 米ド

ル受け取った。また、報酬として

30,000 米ドルと、双子を身ごもってい

たために発生する追加費用(双子用のマ

タニティウェア、安静が余分に必要と

なりその間のチャイルドケアの費用)と

して、さらに 5,000 米ドル受け取っ

た。  

英国ではすべてをカバーした基本経

費として 15,000 ポンドを受け取った。

当時の COVID の方針に従って、依頼親

は私立病院への転院を希望した。これ

により、依頼親は追加で最終月のマタ

ニティケアと出産時に病院で過ごした

二日分の経費 12,000 ポンドを追加で支

払った。  

双子の妊娠はもう嫌だ。たとえ追加

の対価が払われたとしても。とにかく

大変だったから。双子を産んだ時の対

価は適切な額だったと思うけれど。  

   

   

Q. 白人の依頼者は白人の代理母を、アジ

ア系の依頼者はアジア系の代理母を好む

などのパターンはありますか?    

英国と米国ではかなり異なる。英国

の人口の 85％が白人だから、依頼親と

代理母の白人比率も高い。  

米国では、白人カップルは代理母の

人種についてこだわりがない人が多い

ように思う。それに比べ、黒人カップ

ルは、共通の文化や経験を持つ黒人の

代理母のほうがやりやすいと感じてい

るように思う。  

必ずしもそのように要求するとは限

らないが、似通った経済状況や文化的

背景を持っていたほうが関係はうまく

いく傾向がある。  

白人家庭のほうがお金持ちで社会的

に受け入れられているので、白人のほ

うが代理出産を利用する傾向がある。

しかし、黒人の数も増えてきている。  

過去 10 年でみると、代理出産を依頼

するアジア系、ヒスパニック系の家族

の数が顕著に増えたというようなこと

はないと思う。今後どうなるかを予測

することはできないが、ヒスパニック

系家族では、カトリック信仰を持って

いることが多いので、受け入れられに

くいのでは。  

  

   

Q. 日本では不妊治療を受ける患者が非

常に多いです。日本の文化に代理出産は

合うと思いますか?     

日本人カップルにとって、代理出産

は良い選択肢になると思う。日本では

仕事が重要で人々は忙しく、妊娠する

タイミングを見つけるのが難しい。代

理出産はその妥協策となりえるのでは

ないか。政府は援助すべきだ。  

もし代理出産に対価が払われるとす

れば、仕事復帰を望まない女性にとっ

て、在宅で家族を養う手段となるかも

しれない。  

  

  

Q.  Brilliant Beginningsで代理出産を依

頼する英国人の間で人気の渡航先はどこ

ですか?  その理由は?  

Brilliant Beginnings では 3 つのオプシ

ョンがある。一つ目は英国内で行うこ

と。しかし代理母不足のため、現状で

は代理母を見つけるのに 2－3 年待ちが
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ふつう。二つ目は米国。保険と旅費の

面でかなり割高になる。三つ目はカナ

ダで、こちらも費用がかさむのは同じ

だが、米国に比べれば抑えられる。  

カナダと米国は比較的早く進む。マ

ッチングから子どもの出産までが 2 年

以内で進められる。  

Brilliant Beginnings では海外での代理

出産を基本的に勧めていないが、非営

利団体として法律事務所 NGA と提携し

ており、ジョージアなど海外から英国

に子どもを連れてくる親のために法律

面での助言を提供することができる。  

   

   

Q. 代理母不足はどのようにすれば解消で

きますか?   

対価を支払うことができれば、英国

で代理母になろうとする女性を増やす

ことができるだろう。すでに興味を持

っているが、家族のために金銭的な対

価を得られないことが引っかかって決

断できない女性が少なからずいる。対

価が発生すれば、時間と労力と犠牲を

払う価値のある事と感じることができ

るようになり、代理母の数を増やす一

助となるのではないか。                         

米国では、代理母は今もやや不足し

ている。しかし、それはプロセスと関

係がある。代理母が十分に理解し、準

備ができているかを確認するのに時間

がかかり、急いで進めることができな

い。これには 6か月かかる。  

  

   

Q. ゲイカップルの依頼者は代理母を探す

のがより困難だということはありますか?   

米国と英国では、そのようなことは

感じなかった。Brilliant Beginnings は少

し偏っているかもしれない。なぜな

ら、ゲイカップルやトランスジェンダ

ー、そしてシングルの人々をもクライ

アントとして積極的に取り込んできた

から。そのため、ほかの団体より多様

なクライアントを抱えている。  

Q.  Brilliant Beginnings では、渡航先の

国について何か特別なコネクションや情報

を持っていますか?    

持っている。Brilliant Beginnings と 

NGA は、英国の法律が時代遅れだった

ため、法的プロセスを容易にするため

に努力してきた。  

子どもの誕生から英国に連れて帰る

までにかかる平均日数は 6‐8 週間。書

類に不備があればさらに延びる Brilliant 

Beginnings は依頼親に、確立された方

法に従うようアドバイスをし、国境を

越える際に使うレターのテンプレート

を提供している。  

   

   

Q. インドやタイ、カンボジアなどでは代理

母の搾取が問題になり、商業的代理出産

が禁止になりました。 何が代理母の搾取

に当たりますか?  

搾取の問題を注意深く取り除かなけ

ればならない。女性が必要に迫られて

代理母になったり、強制的に妊娠させ

られたりする状況におかれるべきでは

ない。   

代理出産に際して代理母のウェルビ

ーイングが確実なものとなるためにき

ちんとした法律を作らなければならな

い。依頼親を法律で守ることも重要。

依頼親に何かあった場合に誰が子ども

の面倒をみるかなどにまで広げて考え

なければならない。  

  

  

Q. Brilliant Beginnings は代理出産法改

正についてどのようなロビー活動を行なっ

ていますか?  

Brilliant Beginnings は、イギリス政府

に影響を与えようと尽力している。私

たちは法律を変えるために議員や地方

自治体に接触している。時代遅れの英

国の法律を変えるために精力的にキャ

ンペーンを行っていたが、COVID-19 

でその勢いはやや失われた。  

特別なロビー団体はないが、重要人

物と率直に対話を進め、英国の代理出
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産の現状と法律の限界について政府や

国民に知ってもらおうと努力してい

る。  

   

   

Q. 子宮移植について、どう思いますか?  

代理母で、他の女性のために自分の子宮

を提供してもいいという人がいると思いま

すか?   

子宮移植はスカンジナビアで試験的

に行われていた 2012 年ごろに初めて耳

にした。その後、2018 年に米国で行わ

れていた時にも耳にした。ほかの人の

助けになるのであれば、喜んで自分の

子宮を提供したい。ほかにも同じよう

に思っている女性を知っている。もし

自分の家族を作り終えたら、必要とす

る人にそれを渡してもいいのではない

か。手続きが簡単であればもっといい

と思う。  

  

  

(2021年 8月)  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ms. Alyssa Martin  

  

英国と米国で代理母として出産した。  

  

現在は、英国での代理出産の際にサポ

ートを受けた非営利団体 Brilliant  

Beginnings において代理出産のマネー
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Gay Dad Australia. 
 

ゲイカップルの親たちのコミュニティ 

 

 
Interviewee 

 
Mr. Rodney Chiang-Cruise 

 

 

Q. このグループについて教えてください。  

親になりたいゲイカップルをつなげ

るために 6 組のゲイカップルがコアに

なって 13-14 年前に設立された。  

当時ゲイカップルの養子はできず、

里親はできたがかなり限定されてい

た。共同親権で親になる方法か代理出

産があった。当時、代理出産はまだか

なり新しい方法だった。このグループ

のメンバーは代理出産で親になるゲイ

カップルがメイン。代理出産にアクセ

スできるのは、当初は、高学歴の専門

職で高収入、高年齢のゲイカップルだ

けだった。  

いまオーストラリアに会員は 1,000 

人ほどいる。各州にもサブグループが

あり、全部合わせると 3,0004,000 人く

らいになると思うが、入れ替わりも結

構ある。メンバーになるためには審査

がある。Facebook で連絡を取り合う方

法が今は主流だ。その他にメールや実

際に会うこともある。互いに自分の経

験を交換しあってメンバーが成長でき

るモデルを作っている。  

各州のサブグループの中で Rainbow 

Families と連携している NSW 州のグル

ープが政府から支援を受けている。タ

スマニアと北部準州にはメンバーが少

なく、グループはあるが参加者が少な

いので他州のグループに参加してもら

っている。首都特別地域については 

NSW 州と統合されている。  

  

  

Q. 代理出産で親になるゲイカップルは増

えていますか?  

SBS で、代理出産で親になったゲイ

カップルのドキュメンタリー(Tony and 

Lee “Two men and a baby”2008)を見たこ

とがきっかけで代理出産に興味をもっ

た。そしてすぐにそのカップルに連絡

をした。代理出産に興味をもつゲイカ

ップルのためのグループが必要だとい

う認識を共有できた。それがきっかけ

で、このグループが始まった。代理出

産に関心を持つゲイカップルは多くい

て、メンバーは飛躍的に増加していっ

た。グループでは今、メンタープログ

ラムをメンバーに提供している。専属

のメンターがついて、これから代理出

産に取り組むカップルに助言をする。

代理出産のプロセスはとてもストレス

フルで“The emotional rollercoaster”のよ

うだから、そういったサポートがある

と心強いと思う。グループには代理出

産で親になろうとする息子を心配する

母親からのコンタクトもよくある。  

  

  

Q. 養子と代理出産のどちらが主流でしょ

うか?  

断然、代理出産が主流だ。養子はゲ

イカップルだけでなく、全てのカップ

ルにとってとても難しい。4 万人の待

機があるのに対して毎年 17人しか養子

候補となる子どもがいない。永久里親

(permanent foster care)で終的に養子にで

きる制度は NSW 州では少し緩められ

たが、ビクトリア州ではほとんど可能

性がない。  

  

  

Q. 伝統的代理出産と体外受精(借り腹)型

の代理出産のどちらが一般的ですか?  

QLD 州では伝統的代理出産ができる

が、ゲイカップルの間では卵子ドナー

を使う代理出産の方が圧倒的 (99.99%)

に選ばれている。現在の渡航先は、ア

メリカとカナダがメイン。  

体外受精型の代理出産が好まれる理

由として、依頼者の方は代理母の心変

わりを恐れているし、代理母の方も同
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じように依頼者の心変わりを恐れてい

るからだと思う。卵子ドナーを依頼し

た方が、両者にとって都合がいい。  

愛着(Bonding)の問題はある。ゲイカ

ップルの依頼者としては、(生物学的)母

親と子どもを無理やりに引き離すよう

なことはしたくないという気持ちがあ

る(※卵子ドナーを使えば、そうした懸

念が緩衝されるという意味)。  

  

  

Q. ゲイカップルとレズビアンカップルの双

方が協力して子を持つケースはあります

か? そのメリットとディメリットは何でしょう

か?  

共同親権は、以前はかなり行われて

いたが、今は代理出産があるので、少

なくなってきている。代理出産と共同

親権の両方で子を持っているカップル

もいる。共同親権は親の数が多いので

難しい問題があるし、それに代理出産

のようにきちんとスクリーニングがな

されていない。また、法律家が関与す

ることもあるが、どちらか一方の立場

についてしまう。だからむしろソーシ

ャルワーカーとか家族関係のセラピス

トに、もしこうなったらどうするかな

どブレーンストーミングをしてもらっ

たほうがいいと思う。レズビアンカッ

プルの多くは IVF クリニックを使うの

を好んでいる。  

  

  

Q. ゲイカップルが国内で代理出産にアク

セスする時に何か障壁となるものはありま

すか?  

特にないと思う。異性カップルでも

代理母を見つけるのは難しい。ただ、

代理母から見てゲイカップルは好まれ

やすいということはあると思う。異性

カップルと代理母の関係はどうしても

緊張しがちだから。異性カップルの中

には不妊治療を長年受け続けて失敗し

ている人も多いので、心理的な負荷が

代理母に対して非常にかかってくる。 

ゲイカップルの場合は代理出産が初

めての取り組みなので、もっとハッピ

ーな気持ちでスタートできる。  

ゲイカップルは代理母に人気だとい

われている。とくにエージェントで

は、良い代理母を選ぶことが重要だ

し、良い代理母がいるエージェントは

顧客からの良い評価につながる。それ

はエージェントの宣伝にとって非常に

重要なポイントになる。  

問題は、多くのゲイカップルが子ど

もを抱くことが 大の関心事で、そのこ

とばかり考えて代理母の幸せにはあま

り無関心がない人もいる。そういうこ

ともこのグループでは共有して対応し

ている。  

  

  

Q. オーストラリア国内で代理出産にアク

セスするのが難しいですが、海外での代

理出産を利用する場合、ゲイカップル固有

の障壁や難しさはありますか?  

以前はインド、タイ、カンボジア、

ネパールなどがゲイカップルに代理出

産を提供していたが、犯罪的な行為に

よって、今は禁止になった。ジョージ

ア、ウクライナ、ギリシアはゲイカッ

プルを受け入れていない。これらの国

でゲイカップルに代理出産を提供して

いるエージェントもあるみたいだが、

違法だし、オーストラリアに帰国する

際に問題になると思う。今残っている

のはアメリカ、カナダ、そしてメキシ

コでもおそらくやっている。  

現在、アメリカが一番信頼できるシ

ステムだと思う。カナダでは利他的だ

ということになっているが、代理母に 

28,000 ドルまでの補償が認められてい

て、アメリカより費用はかからないも

のの代理母を見つけられる機会はアメ

リカより限定されている。  

  

  

Q. 海外で代理出産を依頼した場合の卵

子ドナーは匿名がほとんどだと思います
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が、子どもの出自を知る権利についてグ

ループではどのように考えていますか?   

ビクトリア州では出自を知る権利が

法律で認められていて VARTA が管理し

ている。しかし海外では匿名の卵子ド

ナーが使われるケースが多い。そのこ

とに関して、グループではメンバーに

対して慎重に考えるように促してい

る。アメリカの卵子ドナーは若くて報

酬(〜12,000 ドル)が目的の人がやはり多

い。以前、グループでは、過去に匿名

ドナーを依頼したメンバーの要請を受

けて子どものために情報を提供してく

れるかどうか、卵子ドナーに尋ねても

らえないかとエージェントを通して依

頼したこともある。そういうこともあ

るので、やはり事前に十分に検討すべ

きだ。  

  

  

Q. 子どもたちは代理出産や卵子提供で生

まれたことをどのように受け止めています

か?  

やはり一番大事なことは 初めから話

すことだと思う (ゲイカップルの場合は

それしか選択肢がないのだが)。これま

でわかってきたことからは、ドナーの

情報にアクセスできることが保障され

ており、その上で、子どもに真実を話

すことによって、子どもは自分自身の

ことをよりよく知ることができる。そ

うやって子どもが自分自身の物語をし

っかりとつくることで、卵子ドナーに

会う必要性がなくなる。そしていつだ

れにこの話をするか、自分で決めるこ

とができるようになる。嘘をついて後

からそれがわかると、子どもが混乱

し、卵子ドナーに会いたいなどと言い

出すようになるのではないかと思う。  

自分の子どもたちにはどうやって生

まれてきたのかきちんと説明している

ので、子どもたちはそれほど気にして

いない。子どもたちのアイデンティテ

ィは家族とか愛がある環境の中で作ら

れる。自分とパートナーは子どもたち

のために代理母の写真も入れて、スト

ーリーブックを作った。  

  

  

Q. ゲイカップルと子どもたちは、卵子ドナ

ーや代理母たちとはどんな関係性を持ち

ますか?  

卵子ドナーより代理母との方が近し

い関係をもつことが多い。アメリカや

カナダで代理出産を依頼した場合、代

理母とは妊娠中からしょっちゅうコン

タクトをとって、出産の時も立ち会う

ことも少なくない。だいたいはそのあ

とも関係は続く。タイで依頼した場

合、代理母はコンタクトを望まない

し、英語を話せないのでコミュニケー

ションが難しい。  

自分の見解では生物学的関係は 重要

なことではない。ただ代理母は子ども

の出生に関わる物語の中で重要な人物

だと思う。アメリカでは、代理母とそ

のあとも関係を持ちたいか持ちたくな

いかでエージェントがマッチングをし

てくれる。   

卵子ドナーに関しては、80%のゲイ

カップルはコンタクトをしていないと

思う。あとの 2 割は少しだけコンタク

トがある。ただ代理母ほど親密ではな

い。その理由は、卵子ドナーは若いの

で、(比較的高齢な依頼親と)話が合わな

いというのもあると思う。  

  

  

Q. 海外代理出産の場合に子どもとの法的

親子関係はどのように成立しますか?   

国内で代理出産をやる場合は、親権

は裁判を経て付与される。異性カップ

ルでも同性カップルでも変わらない。

海外代理出産の場合、オーストラリア

に子どもにとっての法的親はいない。

オーストラリアの法律では、精子を提

供した人物はただのドナーで、法的権

利はない。あくまでも現地の代理母と

その夫が法的親(彼らが親権を放棄して

いたとしても)とみなされる。たとえ現

地で発行された出生証明書に依頼親の
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名前が書かれていたとしても、それは

法的親を決定づけるものではない。そ

こは異性カップルとは異なる。裁判を

得て正式な親権を得ようとするゲイカ

ップルもいる。できないことではない

が、お金も時間もかかるので簡単では

ない。  

このような状況は、子どもにとって

理想的とは言い難いのは確かだ。しか

し現在のところ、代理出産で親になる

ゲイカップルは社会経済階層が高く、

子どもたちの教育に対する関心も高

い。彼らは、子どもたちには家族は(法

律ではなく)愛で結ばれていると教えて

いる。そういう考え方をこのグループ

では大切にしている。   

法的親子関係がないので、子どもた

ちに資産を相続させるためには手立て

を講じなければならない。これは両親

と祖父母にとって重要なことだ。ま

た、医療的なケアを指示する場面で、

子どもは両親に対する法的権利を持た

ないことになる。ただ、実際に親子関

係を証明する必要性は、日常生活の中

では低い(例えばチャイルドケアのサー

ビスを申し込むときなど、そこまで証

明する必要はない)。子どもの市民権の

申請やパスボートの更新時は少し複雑

になる。それ以外の日常生活は割とス

ムースな方だと思う。  

  

  

Q. ゲイカップルの家庭内での家事・育児

の分担はどうなっていますか?  

それについての研究もあって、それ

によると、異性カップルと同じように

どちらかが家にいるというパターンが

多いようだ。これは働き方やどちらが

収入が多いかなどの要因で決められ

る。どちらも家にいて子どもの世話を

したいが、代理出産はお金がかかるの

でどちらか収入が多い方が働き続けな

ければならない。夜勤をする人もいる

ので、その場合は子育てを交代にする

こともできる。ゲイカップルでは授乳

ということがないので、子育てを平等

に分担できる。どちらか一方が消耗す

るというような関係ではない。この点

で、ゲイカップルは、女性から羨まし

がられることもあるくらいだ。  

  

  

Q. Gay Day Australiaでは政治に対する

働きかけをしていますか?  

Rainbow Families ではロビー活動をや

っているが、このグループではやって

いない。当事者に対するサポートや啓

発を提供するのがグループの目的だか

ら。  

  

  

Q. グループとしてこれから代理出産を希

望するメンバーに対してどんな啓発をして

いますか?  

四つの側面でメンバーにサポートを

している。  

一つは心理面。母親がいないことに

なるが大丈夫か? あなたたちが親にな

るが大丈夫か? 両親には話したか? カミ

ングアウトを済ませているか? (※半分

以上が白人+アジア人のカップルだから

家族はとても重要で、家族にすらゲイ

だとカミングアウトできていない。)  

二つは経済面。国内でやるのか海外

でやるのか? 後まで経済的に大丈夫か?   

三つはプロセスについて。エージェ

ント探しから子どもの誕生まで。その

ブロセスはとにかく emotional 

rollercoaster だ。たくさんのことを決め

なければならないし、やることはたく

さんある。  

四つは子どもが生まれてからのこと

について。出国のための準備。病院、

保険、飛行機にどうやって乗せるか、

親権、出国審査などなどについて準備

が必要だ。  

  

  

Q. ご自分の経験をシェアしてください。  

パートナーは台湾人で、13 歳の息子

はアメリカでの代理出産で生まれた。

さらに、自分の知り合いのカップル(一
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人は台湾人)で精子提供が必要だったの

で、パートナーが精子を提供して二人

の子供が生まれた。共同親権を持って

いて週末に会うような関係を 9 年間も

続けている。また 2015 年頃だったと思

うが、精子提供をして欲しいと自分が

頼まれた。それで Monash IVF で施術し

てもらって子どもができた。さらにそ

のパートナーも妊娠したいといって、6

ヶ月前に子どもが生まれたばかり。  

自分はこのように家族が広がってい

くという考えがとても好きだ。これ以

外にも精子提供で 5 人の子どもが生ま

れている。自分のパートナーはアジア

系だが、アジア系ドナーへの需要があ

るから。だから自分のパートナーは 3 

組の異性カップルに提供して 5 人の子

どもがいる。  

自分たちカップルは Monash IVF で提

供したとき、ドナーがモノとして扱わ

れているような違和感を覚えた。女性

にフォーカスしていて、精子ドナーは

クライアントではなくただの suppliers 

だと考えられている。だから精子ドナ

ーはもっと敬意をもって扱われなけれ

ばならないと思っている。  

自分たちは旅行をするときにも、同

性カップルの結婚に寛容か、代理出産

に寛容かを気にして移動する(乗り換え

も含めて)。USA なら場所による。サン

フランシスコやニューヨークは良い。

でもロスは避ける。中東、アフリカ、

東ヨーロッパ、フランスやドイツは避

ける。どうしても必要な時はとても注

意している。台湾と日本は今まで問題

はなかった。  

  

  

(2019年 12月)   
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Support group in Belgium. 
 

ベルギーのサポートグループ 

 
 

Interviewee 
 

Donor Families (David) 
 

 

Q. このサイトとグループの活動について

簡単に教えてください。  

Donor Families は DC による子どもを

持つ親のためのグループで、2013 年に

設⽴された。ベルギーには、対面のサ

ポートグループはそれまで存在してい

なかった。匿名のオンラインコミュニ

ティはあったが、実際に連絡を取り合

うことは容易ではなかった。Dr. Astrid 

Indekeu の研究に参加したことが、この

グループ結成のきっかけになった (英国

の Donor Conception Network は、不妊治

療の専門家の支援を受けた親によって

開始された。Donor Families の設立の経

緯とは違っている) 。当初のメンバーは 

4 名から出発した。  

Donor families は、ボランティアで運

営している。すでに親になった人だけ

でなく、これから家族を作ることを検

討している⼈たちのサポートをしてい

る。  

COVID-19 以前には、“family day ”と

称して、メンバー同士の交流会を開い

ていた。この交流の目的は、通常の方

法では家族を作ることが不可能な人た

ちの困難な状況を和らげるのに役立っ

ていると思う。参加者からはポジティ

ブな反応をもらっている。  

また、年間を通して、専門家を招い

て、当事者が有益な情報を得ることが

できるようなイベントを開催してい

る。すでに親になった人たちとこれか

ら親になろうとする人たちの交流会と

して、リビングで話すようにリラック

スした環境で質問してアドバイスをも

らったり、色々な情報を交換したりで

きるような機会も設けている。グルー

プ内でのメールでのやり取りも可能

だ。  

  

  

Q.  精子提供だけでなく、卵子提供や代理

出産の親も対象にしていますか?   

精子提供だけでなく、卵子提供や受

精卵提供の場合でもグループのメンバ

ーになれる。ただし代理出産に関して

はベルギーでは法的には不透明な状況

だ。今まで代理出産の親からコンタク

トはなく、メンバーもいない。  

これまでのメンバーは異性カップル

とシングルマザーだけだが、ゲイやレ

ズビアンのカップルも大歓迎だ。まだ

一組も参加していないが。  

  

  

Q. 子どもへの告知についてはどのような

考えですか?   

ベルギーでは、ほとんどの配偶子提

供が匿名で行われている。例外は、親

族や知人に提供を依頼できる場合だ。

そういうケースでは、ドナーは非匿名

になる。ベルギーの匿名ドナーはとて

も厳格で、ドナーもレシピエントもお

互いの情報を全く知ることができな

い。  

自分と妻が約 15 年前に提供を受けた

とき、DCはコミュニティでほとんど知

られておらず、メディアで取りあげら

れることもなかった。クリニックで

は、何ができるかについての幅広い選

択肢を提供してくれなかった。ただ、

匿名の精子ドナーの使用が、自分たち

の問題の解決策となるとだけ言われ

た。当時は選択の余地はなく、自分も

何が適切かわかっていなかった。当時

は匿名性について、悪くはない選択だ

と感じていた。当時、精子提供に関す

る情報はほとんどなく、匿名は法律で

決められたことだった(それ以外の選択

肢はなかった)。デンマークの精子バン

クと交流があるクリニックが Flemish 

にもあり、情報をオープンにしている
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ドナーもいるということを知ったの

は、もっと後のことだった。  

Donor Families では、匿名性について

あまり詳しくサイトに載せていない。

それは、依頼者がより柔軟に選択でき

るようにとの配慮から。ベルギーで

は、配偶子提供について、5、6 年前に

法律の改正について審議がなされた

が、結局は何も変わらなかった。  

最近ベルギーでは政府がデータバン

クを始め、養子やドナー提供による子

供たちが DNA を提出して実の親を見つ

ける可能性がでてきた。これは 10 年ほ

ど前からオランダで存在しているモデ

ルと同じものだ。  

  

  

Q. ベルギーでは、匿名ドナーについて、

親はどの範囲の情報をもらえますか?    

依頼親に対して、匿名ドナーのいか

なる情報も提供されることはない。ク

リニックによっては、特定の身体的特

徴とマッチさせることもあるが、どの

ような身体的特徴を用いたかを知らせ

ることも法律違反となる。  

  

  

Q. ベルギーでは、匿名ドナーか非匿名ド

ナーかを選ぶことができますが、どのよう

なことを考慮して親は決めますか?   

ドナー見つけることが難しく、匿名

か非匿名か、現実的に選ぶことは難し

い。卵子提供の場合はドナーの身元を

知ることが可能な場合もある。知人を

ドナーとすること結構あるから。詳し

くはわからないが、Cross-donation と呼

ばれる方法が使われることもある。そ

れ以外にも、海外から精子や卵子を輸

入するやり方が使われている場合もあ

ると聞いたが、法的にはグレーだ。  
  

  

Q. 匿名、非匿名かを親が決めなければな

らないことについて、プレッシャーはないで

しょうか?   

現時点では、匿名ドナーがほとんど

唯一の方法だが、依頼親に対して提供

される情報は、今はかなり良くなっ

た。  

提供は匿名だが、クリニックはドナ

ーと子供をリンクする情報を持ってい

る。ドナーに用紙を渡し、そこに自分

の情報を記入して、ドナーファイルに

つけるオプションを提供しているクリ

ニックもあるくらいだ。  

これにより、将来的に法律が変更さ

れた場合、子供がより多くの情報にア

クセスできる可能性がある。しかし、

これが可能かどうか、そしていつ起こ

るかは誰にもわからない  

  

  

Q. DCにおける子供の最善の利益とは何

でしょうか?    

自分は、匿名性は完全に廃止される

べきだと考えている。子供にとって、

自分が誰かを知るため、他の子どもた

ちと自分は何が違うかを親に聞くのは

当然だと思う。  

自分と妻は、家族がどのように作ら

れたかについて、子供たちには完全に

オープンにしてきた。子供たちはたく

さん質問してくる。何かを隠している

のは不自然だ。そうは言っても、自然

に妊娠できないカップルが、匿名性に

ついて事前に深く考えることはあまり

ない。親にとって、まだほんの赤ん坊

のステージを過ぎて、子供が自分のア

イデンティティに疑問を持ち始めるよ

うになるのを前もって想像するのは難

しいから。 

  
  

Q.  ベルギーの親の告知に対する態度

は?     

状況はどんどん変化している。Dr. 

Astrid Indekeu はこのトピックについて

本を執筆し、将来の親には、家族がど

のように形成されたか、子どもにオー

プンにするようアドバイスしている。

Donor Families でも販売しているし、人
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気がある。依頼親にこれを読むように

推薦しているクリニックもある。  

ベルギーの依頼親がどのように考え

ているかはわからない。Donor families 

は、すでにオープンな考えを持つ勇気

ある親たちを惹きつけるかもしれない

が 、オープンにすることに対して疑問

を持つ人たちは、おそらく連絡してこ

ないだろう。Donor Families は、PR の

ためにいくつかのクリニックを訪問し

た(何人かのカウンセラーはすでに私た

ちのグループを紹介してくれていた)。

医師は我々のサービスにあまり寛容で

はないようだ。多くの場合、匿名性に

関するグループの立場について尋ねて

くるが、 それによって医師らは、この

グループの目的に賛同しないことを暗

にほのめかしている。医師とのコミュ

ニケーションは難しいが、徐々に変化

しているのを感じる。一部の医師は、

患者に秘密を推奨していた過去の過ち

を認めてすらいる。  

  

  

Q. 最近は、告知を勧める考え方が非常に

強くなっています。告知しない親は、サポ

ートを受けるのが難しいという問題はあり

ますか?  

Donor families は、オープンな考えを

持ち、告知することをためらわない家

族だけにフォーカスする嫌いがある。

告知しないことを選択した人々も歓迎

するが、グループからのアドバイスが

子供に伝えることであるため、彼らか

ら嫌煙されるだろう。  

 

 

Q. もし、小さい時から告知していれば、子

供がドナーや代理母にそれほど強い愛着

を抱くことはないと思いますか?   

自分の考えでは、早めに告知したと

しても、ドナーに対する興味が変化す

ることはないと思う。子供が大きくな

ってから伝えられると、育ての親との

関係に与える影響ははるかに大きくな

る傾向があり、信頼関係が崩れること

はあるだろう。  

ベルギーには、ネガティブな方法(両

親が離婚したなど)で自分がドナーから

生まれた子供だと知った人たちによっ

てつくられたグループがある。これら

の人々はその事実に苦悩し、怒りを感

じる傾向がある。そして、それらの

人々の中には、第三者生殖を利用する

ことに反対する人がいるのも知ってい

る。こういう考え方が出てくるのは、

匿名だったことに関係していると思

う。   

自分は子供たちに対しては非常にオ

ープンに接していて、全て話してい

る。すべての質問に答えられないかも

しれないが、子どもたちの疑問にきち

んと向き合い、避けるようなことはし

ない。  
  

   

Q. 遺伝的繋がりについて、どう思います

か?  実際に子育てをしていて、どのように

感じますか?  

これは、生まれか、育ちかというと

ても難しい問題に関わっていると思

う。家族や友人とは遺伝の問題につい

て議論しない。他の親が「そこは私に

似ている」などと子供について言って

いるのを聞くと、少しだけ心に刺さる

ものがある。遺伝は重要であるとは思

うが、絶えずそのことが頭にあるとい

うわけではない。  

   
  

Q.  ドナーやドナーの家族、同じドナーから

のきょうだい、代理母との交流について

は、どう思いますか?    

こういう状況を想像するのが難し

い。なぜなら現在のベルギーの法律で

は完全な匿名性が義務付けられている

から。もし子供たちがドナーを探した

いといえば子供たちをサポートするつ

もり。しかし、そうするなら、そのプ

ロセスはきちんと専門家からサポート

してもらいたい。ベルギーの厳しい匿
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名性のせいで、ドナーの側の気持ち、

交流可能性は、ドナーをオープンにし

ている国とは異なる可能性が高い。  

それでも、オンラインでの DNA 検査

サービスがあるため、今日では匿名性

ほとんど不可能なことだ。多くの人が

自分の DNA を提出すれば、どこかの時

点で匿名性が完全に失われるだろう。

自分はその時のために心の準備をして

おくべきだと考えている。  

  

   

Q. ドナーはどのような存在ですか?  会っ

てみたいと思いますか?  

匿名だったので、自分にとってドナ

ーは実在しているようには感じられな

い。  

 

 

Q. オーストラリアのビクトリア州やイギリス

のように、匿名性を廃止して、政府がドナ

ー情報を管理するシステムについてどう

思いますか?  

それがいい。最も嘘のない方法だと

思う。オランダでも同様のシステムが

導入されている。しかし、ベルギーで

は、クリニックと医師はこれに強く反

対している。  

 

 

Q.  遺伝子検査を受ける人が増えていま

す。どのように捉えていますか?    

子供が望むのなら、このようなサー

ビスを利用することをサポートする。

しかし、どちらかといえば公的機関の 

DNA データバンクを使用してもらいた

い。オランダにベルギーの人も利用で

きるサービスがある。双方の当事者に

配慮でき、うまく対応してくれる公的

機関によるサポートを受けるのがいい

と思う。  

 

 

Q. どのような法律やルール作り、当事者

への支援が必要でしょうか?  

イギリスとオランダで実施されてい

るようなものが良いと思う。例えば、

匿名性の完全な廃止など。親がより多

くの情報にアクセスできるようにする

ため、オープンにできるファイルをつ

くるのも選択肢の一つかもしれない。

最も重要なことは、子供が開示を希望

すれば、子供にきちんとしたガイダン

スを提供し、その後でドナー情報を提

供することだ。プロフィールが親に対

して完全にオープンにされるか、一部

だけオープンにされるべきか、どちら

がいいか自分には判断できない。  

  
   

Q. ヨーロッパ内で移動して生殖補助医療

を受けることは一般的ですか? 統一したル

ール作りは必要ですか?  

国境を越えるのが一般的かどうかわ

からない。しかし、Donor Families は過

去にスペインの組織から連絡を受けた

ことがある。また、英国とロシアのサ

ンクトペテルブルクに行った人を知っ

ている。Donor Families は、ビジネスが

強いサービスを利用することには賛成

ではない。   

ベルギーでは、精子ドナーも卵子ド

ナーも補償金を受け取っている。その

額は卵子ドナーの方が多い。しかし、

それでも提供は無償のものだと考えら

れている。体外受精を行う施設は大き

な病院の中にあるのが普通なので、ビ

ジネス色はあまりないと思う。他の国

ではもっとビジネス的に行われている

ケースもある。  

子供を持つことが「権利」であるか

どうかについてはこれまで議論されて

きた。親ではなく子供たち自身に焦点

を当てるべきだと考えている。我々の

社会は、子供を持つために非常に多く

の手段を与えていると思う。それらの

手段をどこまで許容するかについては

議論があるだろう。  

 

(2021年 5月)  
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Donor Families 
 

2013 年に発足した、ベルギーではまだ

珍しい自助グループの一つ。子どもを

持つ親たちに交流の機会を設け、これ

から親になろうとする人たちにアドバ

イスをしている。ドナーやドナーきょ

うだいを見つけるサポートもしてい

る。  

 

 

David 
 

匿名の精子提供で 3 人の子ども(息子が 

1人、娘が 2 人) 持った父親。Dr. Astrid 

Indekeuと出会い、Donor Families を設

立、中心メンバーとして活動してい

る。親たちからの相談・質問に自身の

経験を踏まえて回答している。  
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Donor Conception Canada (DCC). 
 

〜カナダの親のためのグループ〜 

 
 

Interviewee 
 

Mr. Vince Londini 
 

Chair and Co-Founder of DCC 
  

  

Q. 精子提供で父親になった経緯について

お聞かせください。  

カナダのオンタリオ州西部のロンド

ン市というところに住んでいる。(オン

タリオ市から車で 2 時間離れた郊外)。

米国で生まれ育ったが、2000 年 6 月に

カナダに移住した。  

1994 年に妻の Lori と結婚した。子供

が欲しかったが、なかなかできなかっ

たので自分から検査を受けた。その結

果、自分が不妊だとわかった。それは

ものすごく大きなショックだった。無

精子症だったので、妊娠の可能性はゼ

ロだった。最初の 3 年間は、何も治療

をしないまま過ごした。  

カナダに移住し、健康保険を使って

不妊クリニックで治療を受けることが

できるようになった。養子について調

べはじめ、Beginnings Family Services の

研修会にも出席した。最終的に、妻が

自分で子供を産みたいと言ったので、

精子提供に決めた。精子提供を利用す

ることで、妻とともに家族を作ること

ができた。  

1990 年代半ばから不妊治療クリニッ

クでカウンセリングをやっていた 

Dr.Jean Hayes から夫婦でカウンセリン

グを受けた。彼女は、患者が選択した

生殖補助医療について、それがどのよ

うなことを意味するのか、子供にどの

ように伝えるかをカウンセリングして

いた。  

彼女のアプローチは当時の医師たちの

メジャーな態度とは異なっていた。医

師たちは完全な匿名を好んでいたか

ら。Jean からカウンセリングを受けら

れたことを良かったと思っている。そ

れは自分の精子提供に対する態度を方

向づけるものだった。  

妻との間に 3 人の娘が産まれた。

2005 年に最初の娘が、2006 年に 2 人目

の娘が、そして 2008 年に流産があり、

2010 年に 3 人目の娘が産まれた。  

当時、カウンセラーの Jean が患者のた

めのサポートグループを開催してい

た。自分と妻はそれに出席していた。 

当時のことで思い出すのは次の 2 つ

のことだ。自分と妻が出ていた養子縁

組の研修会には 20 組ものカップルが出

席していたこと。そして、Jean が主催

していたサポートグループのミーティ

ングで、同じように不妊の問題を抱え

た人たちと経験を共有できたこと。 

2010 年に Jean が退職し、そのグルー

プのコーディネートを引き継いで欲し

いと言われた。  

  

  

Q. このグループの概要について教えてく

ださい。  

Donor Conception Canada (DCC)はもと

もと、Southwestern Ontario Donor 

Conception Network という名前だった。

英国の Donor Conception Network に着想

を得ている。それから、オーストラリ

アのビクトリア州にある色々なグルー

プからも。  

1997 年から 2010 年まで Jean がサポ

ートグループを主催していたときは、

彼女のスケジュールが空いた時間に非

公式に行なっていた。当時の標準型は

対面でのグループミーティングだっ

た。メーリングリストを作ってメンバ

ー登録し、図書館の一角をレンタルし

て、20-80 人もの人たちが出席した。円

になって全員が順番に話した。  

現在、パンデミックで対面でのミー

ティングは中断されている。2020 年か

らは、ビデオ会議システムや ZOOM を

使ってミーティングを行った。現在、

https://www.beginnings.ca/
https://www.beginnings.ca/
https://www.beginnings.ca/
https://www.drjeanhayes.com/
https://www.drjeanhayes.com/
https://www.drjeanhayes.com/
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当事者による二種類の自助グループ方

式のミーティングを行っている。一つ

は、バーチャル・グループで、その時

間帯に時間がある人はそのテレカンフ

ァレンスに参加できる。だから、コス

タリカ、米国モンタナ州、米国バージ

ニア州、カナダ全土 (ブリテッシュコロ

ンビア州、アルバータ州, オンタリオ

州、ケベック州)から参加している。  

もう一つは対面のグループミーティ

ングで、パンデミック前には、ロンド

ン市とトロントで定期的に対面のミー

ティングを開催していた。パンデミッ

クが落ち着いたら 2022 年には再開した

いと思っている。バンクーバーでも新

たにミーティングを立ち上げたいと思

っている。  

オンラインミーティングは、もっと

フォーカスを絞った会話をする機会に

なった。例えば、DCで子を持ったシン

グル親のための ZOOM ミーティングを

開催した。他には DCでまだ小さな子

供を持つ親のための ZOOM ミーティン

グ、また、これから donor-conception を

利用したいので調べている段階の人た

ちのための ZOOM ミーティング、など

など。パンデミック以降、こうした的

を絞ったミーティングは 60ほどにもな

った。  

現在、DCC のメーリングリストには

400 人以上の登録があり、そこでミー

ティングについて告知している。フェ

イスブックには 380 人のフォローがあ

り、ほとんどがオンタリオ州の在住者

だ。現在、公式のメンバーシップ制度

はなく、会費も取っていない。ミーテ

ィングの時に寄付を募っているほか、

業界の関係者から少額の寄付をもらっ

ている。しかし、自分としては、業界

の関係する企業やクリニックの影響か

らは距離をおいて独立していたいと思

っている。DCC では、出版物を出して

いないが、色々なサポートやメリット

を会員に対して提供している。  

DCC は、ビデオ会議でのミーティン

グが始まる少し前に、連邦の NGO に組

み入れられた。それにより、少額の予

算がついているが、フルタイムの職員

はいない。だからグループはまだボラ

ンティアの力に頼っている。NGO とな

ったとき、名前を変えて、公式に DCC 

という名称になった。それによって、

グループの活動は自分がいなくなって

も継続できるようになった。(この頃、

自分は健康状態が非常に悪かった。今

は回復したが。)  

DCC がどこかのエージェントと直接

連携しているということはない。DCC 

では、エーシェントに対して、権利擁

護活動を行なっている。その結果、エ

ージェントの活動には変化が生じてき

ている。例えば、Seattle Sperm Bank で

は、完全に匿名のドナーは扱わなくな

った。  

DCC のウェブサイトには、たくさん

のリソースが載せられている。例え

ば、男性不妊について自分の経験を語

ったものがメディアに掲載されたこと

があり、その時の資料をみることがで

きる。  

  

  

Q.  政府や政治に対する働きかけは行っ

ていますか?    

カウンセラーの Jean が、Canadian  

Fertility and Andrology Society のメンバ

ーに掛け合っていた。これらの団体が

政府に対して助言を行なっていたか

ら。今は、彼女はリタイアしたので、

自分が代わりに学会に出席している。

学会では、業界のすべての人たちが一

同に会する機会なので、業界について

知り、彼らに自分たちの活動を知って

もらい、影響を与えるための重要な機

会になっている。     

DCC では、フィードバックを求めら

れることがあり、Canadian Institutes of 

Health Research にも参加している。例

えば、同団体では配偶子提供の利用に

ついての規制を公表したが、それは 

DCC のフィードバックに基づいてい

る。  

https://www.seattlespermbank.com/
https://www.seattlespermbank.com/
https://www.seattlespermbank.com/
https://cfas.ca/
https://cfas.ca/
https://cfas.ca/
https://cihr-irsc.gc.ca/e/193.html
https://cihr-irsc.gc.ca/e/193.html
https://cihr-irsc.gc.ca/e/193.html
https://cihr-irsc.gc.ca/e/193.html
https://cihr-irsc.gc.ca/e/193.html
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Q. メンバーの構成について教えてくださ

い。   

オンラインミーティングの現在で

は、人数を正確に算出するのは難しい

が、パンデミック前の対面ミーティン

グに基づいて算出すると次のようにな

る。  

精子提供が 70%で、卵子提供が 

30%(グループのルーツは精子提供)。男

女カップルの精子提供の場合、両親は

子供に事実を告げるのか、告げないの

か、という問題が典型的にある。両親

は、そのことについて話し合い、理解

したいと思っている。彼らが DCにた

どり着いたのは不妊が原因。だから、

彼らの疑問はこうだ。それはうまくい

くのか?  子供をちゃんと愛せるか? と。

最近では、卵子提供についての参加者

が増えてきている。  

50-60%がヘテロカップル。後の 40-

50% がシングルの母親(または一時的な

シングル男性)。2020 年 3 月の段階で 

80 人の参加者がいた。そのあと、ヘテ

ロカップルとシングルの母親が半々に

分かれた。  

約 5%は、LGBTQ の参加者だ。(レズ

ビアンカップルまたはシングル)。DCC 

では、クイアの親のためのグループミ

ーティングを提供している。しかし、

実際のところ、ゲイやレズビアンのコ

ミュニティでは、この分野のサポート

を自分たちでカバーしている。  

 現在、8 割の参加者が白人、残りの 2 

割がアジアや東南アジア、またはアフ

リカ系の人種グループだ。  

DCC を含めて、子供に告知しない人

は、サポートグループには参加しない

傾向がある。現在のところ、カウンセ

リングは必須ではない。クリニックで

は多分 1 回くらいはセッションを提供

しているが、それは顧客が安定的な生

活を送っているか、支払い能力がある

かどうかを評価しているだけ。本来は

インプリケーションカウンセリングが

制度化されることが理想だが。  

  

Q. 組織の運営で、難しい点はありますか?  

DCC は、もっとマイノリティの集団

に関与する必要があると考えている。

グループの多様性を広げたいが、難し

い点や限界は、DCC のリーダーである

自分がヘテロの白人男性だというこ

と。6 人に 1 人のカナダ人が不妊だか

ら、DCC のコミュニティ以外でも、多

くの DCが行われていると思う。オン

タリオ州だけでも 10 万人もの人が 

donor conception から生まれているはず

だ。それらの家族のうち、エスニック

コミュニティの家族の場合、そのこと

はタブーなので他の人に言うことはな

い。  

  

  

Q. 他の国の団体との交流や情報交換の

機会はありますか?    

英国の DC Network のリーダーと話を

したことがある。そして、どうしたら

組織をよりよく運営していけるかのア

ドバイスを受けた。その段階では、DC 

Network ではメンバーシップ制度を採

用していなかったが、将来取り入れる

だろうとのことだった。  

  

 

Q. カナダで、生殖補助医療はどのように

行われ、規制されてきたか、教えてくださ

い。法改正の動きはありますか?  

カナダは、他の旧大英帝国領に続い

て 1950 年代から精子提供を行なってい

る。それ以来、同じ哲学とアプローチ

によって行われ、徐々に実施数が増え

てきた。1990 年代初め、新しい生殖技

術に関する Royal Commission(the Baird 

Commission)がひらかれ、1994 年に報告

書が公表された。その報告書では、政

府の規制が必要だということが勧告さ

れた。それは、論争的な政治問題で、

政府は報告書の勧告を採用しなかっ

た。政府が法律(Assisted Human 

Reproduction Act)を制定したのは、2004 

年になってからだった。  

https://publications.gc.ca/site/eng/9.699855/publication.html
https://publications.gc.ca/site/eng/9.699855/publication.html
https://publications.gc.ca/site/eng/9.699855/publication.html
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カナダでは、連邦政府と州政府の間

に対立がある。ヘルスケアについて

は、各州の主権が維持されている。だ

からこの分裂を克服するため、特定の

行為(研究室における非倫理的な行為)を

違法化するために刑法が制定された。

それによって配偶子を売買したりする

ような、代理出産を含めた生殖サービ

スに支払いをすることが禁止された。

この法律は全州において効力がある。

ケベック州では、この規制に関して論

争があり、最高裁でも争われた。その

結果、刑事罰はやりすぎであり、刑法

はそのような構造を支えるべきではな

く、規制枠組みは強制されるべきでき

ないということだった。このため、犯

罪の要素は残っているものの、具体的

な規制枠組みはない。そして各州政府

は、それ以降、業界を規制するには至

っていない。自分はこの件で大臣にも

接触を試みたが、アポイントは取れな

かった。  

Health Canada は 2019 年まで、行為規

制の必要性には言及しなかった。この

ことは、臨床家らは、ほぼ、自分たち

の好きにできるということで、彼らの

行き過ぎを制約できるのは世論だけの

状態だったということ。Baird 

Commission 以来、25 年が経つが、その

時の勧告はまだ全部達成されていな

い。  

Health Canada が海外から持ち込まれ

る精子や卵子について感染症コントロ

ールについての規制を発表したのは最

近のことだ。自分はその規制を読み、

的を射ていないと思った。  

カナダで使われている配偶子の大部分

が米国からの輸入に頼っている。規制

では配偶子への支払いは禁止されてい

るが、米国から配偶子を購入すること

を阻止できていない。  

例えば、自分と妻は、米国アトラン

タにある Xytex という精子バンクから

精子提供を受けた。それらの提供が、

カナダの規制に合致しているかを証明

するのはカナダのクリニックの責任に

なる。  

現在の規制は、テリングやカウンセ

リングや出生証明書の問題などの倫理

的問題については何も言及していな

い。  

カナダのコンテクストに沿ったもの

で自分がオススメできるのが次の本

だ。 

・Assisted Reproduction Policy in  

Canada (Dave Snow)  

・The Right to Know One's Origins 

(Juliet Guichon ed.)  

  

  

Q. ドナーの匿名性について、今後、カナ

ダでも廃止の可能性がありますか?   

配偶子バンクの中には匿名性を廃止

するという考えを支持してきたところ

もある。クリニックは、それに同情的

だが、完全な匿名性を約束していると

ころもまだある。これは、非現実的な

マインドセットで、子供を得るのにも

っとも近道なアプローチが欲しいと言

う考え方から来ている。それは、十分

に考えていないし、包括的でもない。

これまで、政党がこの問題に取り組ま

ない理由があり、法的変化は起こりそ

うにない。  

カナダには法律を改正する動機がな

い。規制に関してトップダウン型は機

能しないので、草の根の運動はある。

関係する人々の間で透明性、オープン

さ、共感を作り出すことが必要。特

に、まだ生まれていない子供の視点が

重要で、子供に自由を与えること、そ

して将来は自分のアイデンティティを

探求することができる能力を保証する

こと。社会的には、不妊に対する忌避

感はまだある。  

カナダのトロントで活動している 

Barry Stevens という映画製作者の作品

がおすすめだ。  

彼は、1990 年代から映画を公表して

いる。それは、自分のためにドナーを

見つけようとする彼自身の物語だ。そ

https://www.canada.ca/en/health-canada.html
https://www.canada.ca/en/health-canada.html
https://www.xytex.com/
https://www.xytex.com/
https://www.amazon.co.jp/-/en/Dave-Snow-ebook/dp/B07JDHWCRC/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Assisted+Reproduction+Policy+in+Canada&qid=1634220427&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Dave-Snow-ebook/dp/B07JDHWCRC/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Assisted+Reproduction+Policy+in+Canada&qid=1634220427&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Dave-Snow-ebook/dp/B07JDHWCRC/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Assisted+Reproduction+Policy+in+Canada&qid=1634220427&sr=8-1
https://www.amazon.ca/Right-Know-Ones-Origins-Reproduction/dp/9057182351
https://www.amazon.ca/Right-Know-Ones-Origins-Reproduction/dp/9057182351
https://www.amazon.ca/Right-Know-Ones-Origins-Reproduction/dp/9057182351
https://www.imdb.com/title/tt0307264/
https://www.imdb.com/title/tt0307264/
https://www.imdb.com/title/tt0307264/
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の過程で彼は 80 人ほどもの半きょうだ

いを発見する。そしてそのうちの一部

の人々との会話を 45 分のドキュメンタ

リーに納めた。Barry は、Donor 

Conceived Alliance of Canada (DCAC)の

メンバーだ。DCAC は、ドナーから生

まれた人たち(彼らは親からテリングさ

れておらず、後になってそのことを知

り、裏切られたと感じている)の権利擁

護をしているグループ。  

2018 年に、現在の政府によって、生

殖サービスや配偶子に対する支払いを

禁止する法の改正が前進しそうになっ

たことがあった。DCAC は、この変化

に反対する証言をした。その結果、法

改正は失速し、前に進まなかった。  

  

   

Q.  海外での治療を選択するカナダ人は

多いでしょうか。  

東ヨーロッパ圏に行く人たちがい

る。そこは費用が安くつくことが魅力

になっている。 

しかし、ほとんどの人が米国に向か

う。国境を超えた不妊ツーリズムはそ

のうちまた変化するだろう。しかし、

カナダで使用される精子のほとんどが

米国から輸入されている。輸入にまつ

わる色々な制約を減らすために自分自

身が米国に移動する人たちも多い。  

 “stranger-known”(※全く知らない人

から対面で精子を受け取る行為)のよう

な形での精子提供が出現している。例

えば、DCC は、ドナーとしてサービス

を提供したいという男性からのアプロ

ーチを複数、受けた。インフォーマル

なアレンジメントが増えてきているよ

うだ。例えば、Tim Hortons のようなコ

ーヒーショップで会って、精子を手渡

しするなど。将来の子供のアイデンテ

ィティに関して、この方法にはたくさ

んの問題がある。そして、メディアで

はネガティブに報道されている。そし

て、法的な意味での親子関係が曖昧に

なる。(ドナーは法律上、子供の親なの

か?  もしそうだとするなら養育費を支

払わなければならないのか? など)  

  

 

Q.  テリングしない親の場合は DCC のメ

ンバーになるのが難しいでしょうか?   

DCC は、事実を明らかにすることを

支持している。だから匿名性に賛成し

ない。  

グループではどのようすればポジテ

ィブに受け取ってもらえるか、テリン

グについて、多くの経験がある。テリ

ングしない親は DCC のミーティングに

は参加しない。  

  

  

Q. お子さんが 3人とのことですが、ドナー

に対する興味関心に違いは見られます

か?   

自分の経験では、娘が 3 人いるが、

どの子もドナーには興味がないよう

だ。それは多分、ドナーのことを隠し

立てしたり、秘密のように扱ったりし

ていないからだと思う。知りたければ

ドナーファイルが家に置いてあるから

いつでも見られる。そこには、謎も秘

密もない。不快な気持ちもない。  

2、3 年ほど前に、娘たちに 23andMe 

に登録したいかと聞いたことがある。

カナダでも遺伝子検査が流行ってい

る。娘たちは同意して全員がテストを

受けた。というのは自分自身も、もし

かしたらクリニックで誤りがあって違

う精子が使われていたりしないか、確

認したい気持ちがあった。結果はすべ

ての娘が同じドナー由来だったのでホ

ッとした。  

2018 年に娘たちは Donor Sibling 

Registry に登録した。しかしまだマッチ

ングしていない。他方で、登録してい

た遺伝子検査のネットワークから、半

兄弟からの礼儀正しいコンタクトがあ

った。昨年の夏、彼の母親と一緒にピ

クニックに行った。彼らはここから 2 

時間離れたところに住んでいる。今の

所、半兄弟という言葉を使っている。

http://www.donorconceivedalliance.ca/
http://www.donorconceivedalliance.ca/
http://www.donorconceivedalliance.ca/
http://www.donorconceivedalliance.ca/
http://www.donorconceivedalliance.ca/
http://www.donorconceivedalliance.ca/
https://www.23andme.com/en-int/
https://www.23andme.com/en-int/
https://donorsiblingregistry.com/
https://donorsiblingregistry.com/
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しかし、他の言い方を検討してもいい

かもしれない。この関係をどのように

呼んでいいか、自分には確信がない。  

  

   

Q. DNA 検査に関する具体的なエピソー

ドはありますか?  

遺伝子検査は、カナダで流行ってい

る。自分と家族は、最初、娘の半きょ

うだいを見つけられないかと DNA 検査

を利用した。もし見つかれば、娘が望

めば彼らと交流することもできると考

えたから。しかし、今は、もし相手方

がドナーから生まれたことを知らない

場合、この検査は危険なのではないか

と懸念するようになった。  

“Half of Me”という podcast がある。

それは米国の東海岸出身の Ally という

女性が制作したもの。彼女は 20 代の後

半にドナーから生まれたことを知っ

た。怒り、悲しみ、好奇心が湧き、自

分の経験について podcast を作った。彼

女は 23andMe を使い、半姉妹からコン

タクトされたことがきっかけでドナー

から生まれたことを知った。このよう

な状況は、自分はよくないと思う。  

Louise McLoughlin という英国のレポ

ータがいて、彼女もまた最近 podcast を

リリースした。彼女はドナーを探し続

けてそれに成功し、ドナーにインタビ

ューをした。  

 

 

Q. ドナーや代理母とどのような境界をつく

りますか?    

告知は、何度も繰り返すプロセスで

あって、一回きりの出来事できない。

自分の経験では、DCC の一部には子供

に 1 回だけ伝えたという人もいるが、

子供はそのことを覚えていないだろう

と思う。だから、子供がそのことを再

び発見したとき、悲しみとショックを

経験すると思う。  

自分と妻が家族を作るために利用し

た方法は、子供達の権利と自由を尊重

したものだと思っている。もちろんそ

れは、子供を持って育てるという自分

の欲求を達成するものでもあったのだ

が。  

DCで家族を作るということ、それは

まさに意味をつくるということだ。DC

に関するオンラインフォーラムの多く

が、特定の言葉の定義の矛盾をめぐる

ものだ。しかし、それは、まさにそう

したやりとりを通して意味を作ってい

るということだ。  

それはドナーから生まれた子供にと

って何を意味するのか?  半きょうだい

をどう呼んだらいいのか? 友達?  半兄

弟? 半姉 妹? 我々はそれらの関係から何

を作るのか?   

自分の場合は、それはあくまで他の

家族であり、自分たち家族とは異な

る。そして、彼らのことは最近まで知

らなかった。それは、今まで経験され

ていなかった領域だ。  

DCに関して、意味と関係性を作るこ

とについて、自分が思いつく研究文献

がいくつかある。  

・Relative Strangers: Family Life,  

Genes and Donor Conception (Petra  

Nordqvist and Carol Smart)  

・Relatedness in Assisted Reproduction:  
Families, Origins, and  

Identities (Tabitha Freeman, ed.)  

・Random Families (Rosanna Hertz & 

Margaret K. Nelson)  

・The New Kinship: Constructing  

Donor-Conceived Families (Naomi  

Cahn)  

DCで作られた家族の生きられた経験

について、たくさんの本があり、いく

つかは古典的な部類に入る。他には、
Eric Blyth, Ken Daniels, Caroline Lorbach, 

Diane Ehrensaft などの研究者が思い浮

かぶ。  

  

 

(2021年 10月)  

   

 

 

 

 

https://podcasts.apple.com/gb/podcast/you-look-like-me/id1537873411
https://podcasts.apple.com/gb/podcast/you-look-like-me/id1537873411
https://www.amazon.co.jp/-/en/Petra-Nordqvist-ebook/dp/B00HP4KIVK/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relative+Strangers+Family+life&qid=1634219859&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Petra-Nordqvist-ebook/dp/B00HP4KIVK/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relative+Strangers+Family+life&qid=1634219859&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Petra-Nordqvist-ebook/dp/B00HP4KIVK/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relative+Strangers+Family+life&qid=1634219859&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Tabitha-Freeman-ebook/dp/B00LB6BHF4/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relatedness+in+Assisted+Reproduction&qid=1634219819&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Tabitha-Freeman-ebook/dp/B00LB6BHF4/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relatedness+in+Assisted+Reproduction&qid=1634219819&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Tabitha-Freeman-ebook/dp/B00LB6BHF4/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relatedness+in+Assisted+Reproduction&qid=1634219819&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Tabitha-Freeman-ebook/dp/B00LB6BHF4/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relatedness+in+Assisted+Reproduction&qid=1634219819&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Rosanna-Hertz-ebook/dp/B07JG8M8WT/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=random+families&qid=1634219782&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Rosanna-Hertz-ebook/dp/B07JG8M8WT/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=random+families&qid=1634219782&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Naomi-R-Cahn/dp/081477203X/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=The+New+Kinship+donor-conceived&qid=1634219888&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Naomi-R-Cahn/dp/081477203X/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=The+New+Kinship+donor-conceived&qid=1634219888&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Naomi-R-Cahn/dp/081477203X/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=The+New+Kinship+donor-conceived&qid=1634219888&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Naomi-R-Cahn/dp/081477203X/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=The+New+Kinship+donor-conceived&qid=1634219888&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Naomi-R-Cahn/dp/081477203X/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=The+New+Kinship+donor-conceived&qid=1634219888&sr=8-1
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Mr. Vince Londini  

  

Donor Conception Canada(DCC)の議長で

共同設立者。カナダのオンタリオ州に

在住。  

自身の不妊発覚後、米国からカナダに

移住し、精子提供により、３人の娘を

もうける。子供たちにはテリングして

いる。  

DCCの前身である The Southwestern 

Ontario Donor Conception Support 

Network を創立者の引退に伴い引継

ぎ、当事者へのサポート活動を充実さ

せている。  

  

・ Infertility upended his notions of what it 

means to be a man and husband CBC 

News, Jan 03, 2020  

  

・ Support groups help men deal with 

loneliness and stigma of infertility  

THE GLOBE AND MAIL, Apr 22, 2019  

  

・ We are family Inside, London Health 

Sciences Centre 2013  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.cbc.ca/radio/outintheopen/inside-infertility-1.5411669/infertility-upended-his-notions-of-what-it-means-to-be-a-man-and-husband-1.5411673
https://www.cbc.ca/radio/outintheopen/inside-infertility-1.5411669/infertility-upended-his-notions-of-what-it-means-to-be-a-man-and-husband-1.5411673
https://www.cbc.ca/radio/outintheopen/inside-infertility-1.5411669/infertility-upended-his-notions-of-what-it-means-to-be-a-man-and-husband-1.5411673
https://www.cbc.ca/radio/outintheopen/inside-infertility-1.5411669/infertility-upended-his-notions-of-what-it-means-to-be-a-man-and-husband-1.5411673
https://www.theglobeandmail.com/life/health-and-fitness/article-support-groups-help-men-deal-with-loneliness-and-stigma-of-infertility/
https://www.theglobeandmail.com/life/health-and-fitness/article-support-groups-help-men-deal-with-loneliness-and-stigma-of-infertility/
https://www.theglobeandmail.com/life/health-and-fitness/article-support-groups-help-men-deal-with-loneliness-and-stigma-of-infertility/
https://www.theglobeandmail.com/life/health-and-fitness/article-support-groups-help-men-deal-with-loneliness-and-stigma-of-infertility/
https://inside.lhsc.on.ca/article/fall-2013/we-are-family
https://inside.lhsc.on.ca/article/fall-2013/we-are-family
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Children should not be sacrifice to their 
parents. 

 

子供は親の犠牲になるべきではない 

 
 

Interviewee 
 

Ms. Katy Faust 
 

  

Q. 自己紹介   

Them Before US という子供の権利のた

めの組織の創立者兼ディレクターをし

ている。  

子供は、母親と父親を知る権利があ

るというのが、組織が掲げているパー

スペクティブ。  

Them Before US は、養子縁組、離

婚、シングル親、同性婚、生殖医療の

利用などはすべて、子供に影響を与え

るという見方をしている。何が子供の

最善の利益か、子供のための権利擁護

活動をしている。  

権利擁護活動を通して Them Before 

Us が到達した結論は、親は、子供のた

めには犠牲にならなければならないと

いうことで、その逆ではない。不妊、

同性間でのセックス、夫婦間での諍

い、パートナーを持たずに親になるこ

とへの欲望、これらは、大人にとって

深刻な取り込みだが、子供の健康はこ

れらの欲望に優越するものだ。  

Them Before Us は 2018 年に結成され

たが、子供には両親が必要だという考

えは 2012 年から表明している。Them 

Before Us のディレクターとしての仕事

に加え、フルタイムで雇用されてい

て、もう一つ別の非営利団体でパート

タイムの仕事をしている。さらに、フ

ルタイムの母親でもあり、教会のコミ

ュニティ活動にも熱心に関わってい

る。夫は牧師として働いている。  

  

  

Q.  ご自身が育った家族について教えてく

ださい。どのようにして今のような考えに

至りましたか?  

10 歳まで、結婚している両親の元で

育った。その後、両親は離婚した。父

親が他の女性とデートをしていて、そ

の女性と再婚した。そして母親は、女

性のパートナーを見つけて、その女性

と一緒に住むようになった。自分は母

親のパートナーと良い関係で、彼女を

友人として認めていたが、母親ではな

かった。彼女の、母親との関係は、互

いにコミットしていてとても安定して

いた。母親（またはレズビアンの両親

の場合は父親）は必要ないと子供に積

極的に告げるゲイの両親について聞

き、同性カップルの子育てに反対する

ようになった。  

同性愛者の結婚、または同性愛者の

子育てに反対することは同性愛嫌悪で

あるという主張に反対する。これは自

分には当てはまらない。  

父親または母親がいないことは、大

きな喪失感につながる。同性親に育て

られた場合、子供は母親/父親に対する

渇望を覚える。喪失した親に愛される

ことを熱望する。これは、宗教的信念

や同性愛嫌悪によって左右されるよう

なものではない。それは人間の真実だ

から。私たちは全て、男性と女性から

生まれる。そして、両親の愛を切望す

る。歴史的に全ての社会が、このよう

にしてきた。自分の理解では、それは

ラディカルな立場ではなく、自明なこ

と。  

子供が母親/父親を失っても気にしな

いという考えは誤った物語であると思

う。養子縁組の分野で長年働いてきた

が、「もともとの家族」に興味がない子

供にはいまだ会ったことがない。  

現代社会では、大人と子供が、合意

の上で決定をすることは許容されると

思うが、その決定が子供の権利を侵害

する場合、自分は反対する。  
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Q. Them Before Us の活動について教え

てください。これまでの活動と、その成果

について。  

Them Before Us はまだ新しくて小さ

な組織だが、すでにかなり影響力があ

る。1 年前に本を出版し、それを 4 カ

国語に翻訳する契約を結んだばかり。

ウェブサイトを 2 カ国で翻訳する予定

もある。来週、組織を代表して会議に

出席するためにブダペストとアルバニ

アに渡航する。  

Them Before Us の目標は、心と法律

を変えること。我々は、親の欲求を優

先することが慣わしになっている文化

に、子供の視点を提示したいと考えて

いる。子供たちの人生にかかっている

実際の負担を示すことができれば、危

機に置かれているのは本当は誰なのか

を人々は理解することができるだろ

う。  

海外で導入されている法律を見る

と、子どもの権利が擁護されているこ

とは滅多にない。政策立案者には、交

渉できない沈黙の当事者がいて(それは

子供たちのこと)、最も失うことが多い

のは子供たちであるということ理解し

てほしい。ウェブサイトではたくさん

の個人的なストーリーを紹介してい

る。それらは、大人の決定によって子

供に生じる 3つの損失に基づいてカテ

ゴライズされている。  

1)遺棄  

2)第三者生殖  

3)LGBT の親  

Them Before Us では、ボランティア

でコンテンツを翻訳してくれる人を探

している。子供の視点からニュースを

発信することで、心と法律を変えたい

と思っている。  

  

   

Q. 活動はどのように賄われていますか?   

Them Before Us は、これまでに 1 箇

所から助成金を受け取った。Alliance 

Defending Freedom によるもので、

15,000 米ドルの提供を受けた。現在 

GuideStar に参加しており、小規模なド

ナーとつながっている。一回につき、

100 ドルから 2,500 ドルの寄付がある。 

約 10 万ドルの年間予算を管理してい

る。スタッフは少人数。  

これは草の根の運動であると言え

る。このトピックについて哲学者や研

究者と連携しているが、本当の意味で

運動を推進しているのは、公的な肩書

きを持っていないような人たち。  

自分に十分な時間が与えられたら、

おそらくすべての大人が自分のメッセ

ージに腹を立てるだろう。親に対する

子供の権利を確保することは、部屋の

中にいる大人たちにステップアップを

義務づける。たとえば、計画外の妊娠

をしている女性には、子供のために生

活を変えるように迫る。子供が家庭の

分裂の負担に対処する必要がないよう

に、自らの結婚生活の問題に対処する

ことを大人に迫る。 

離婚は、子供時代における逆境の経

験であり、その後の人生で否定的な経

験を呼び寄せる。子供を非伝統的な家

庭に適応させるのではなく、父親と母

親、両方の生物学的親を知る権利を保

証する形で家族を形成することを、同

性愛者の大人に迫る。不妊のカップル

に対しても(第三者生殖を利用しないよ

う)迫る。親のいない子の福祉と里親 

に関わる人々にも、変化を迫る。  

Them Before Us のスローガンは、「大

人は子供のために困難に対処する必要

がある」ということ。大人は家を持た

ない子供に家を開放する必要がある。

唯一の選択肢は大人が苦しむこと。  

それは大人に幾らかのコストを負担

させるが、それこそまさに大人の責任

というもの。これは困難なメッセージ

なので、あらゆるところに反対派を見

つけることができる。  

  

  

Q. ホームページには、どのような人からコ

ンタクトがきますか?    
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ウェブページを通して連絡をとって

くる人たちは皆素晴らしい。6つの大

陸とすべての宗教（無神論者を含む）

に支持者や援助者がいる。 LGBT の人

からのサポートもある。子供を守るこ

とに関心があるすべての大人に門戸を

開いているので、組織はかなり多様な

人たちから構成される。家族の崩壊を

経験した子供たちと、自分がしたこと

を後悔している大人がいる。家族の中

でえた傷を共有するための、安全な場

所になっている。自分が素になるため

のスペースを提供する。母親/父親への

渇望について正直に話す場所が他にな

い同性親を持つ人たちのために、非公

開のグループチャットを行なってい

る。 

あなたが子供を最優先したいなら、

あなたは歓迎される。こうした環境の

中で、生き抜いてきた子供たちもそこ

には含まれる。  

  

  

Q.  カウンセラーは、親に対して、オープン

ドナーを使用し、子どもにはテリングをす

れば、問題ないと教えています。これは正

しいでしょうか?    

DC(Donor Conception)から生まれた人

がこの問いに答えるのに適任だが、自

分の観察では、それは、ただ親が自分

の重荷を子供に移し替えただけのこ

と。遺伝的繋がりへの欲求は、子供に

移し替えられ、子供は失われた生物学

的親を探そうとするだろう。社会は、

親の願望ばかりに焦点を合わせ、子供

には、自分が生きていることに感謝す

るべきだと伝える。  

‘My Daddy's Name is Donor’という大

規模な調査があり、これが参考にな

る。このテーマでは最大の研究であ

り、DC から生まれた人と養子を比較し

ている。この結果が示すのは、養子の

方が大抵、より良いということ。DC か

ら生まれた人も養子も、共に親から傷

を与えられているが、DC から生まれた

人は、その結びつきを断った張本人の

大人といっしょに住んでいる。養子の

場合は、成長の過程で悲しみと切望を

感じるとしても、養親は自分を遺棄し

た張本人ではない。だから養子は、自

分の喪失をオープンに嘆くことができ

る。  

子供たちが両親をどれだけ信頼して

いるか、そして彼らが遺伝的両親と一

緒にいる他の子を見るときにどれほど

悲しんでいるかに関する心理学の調査

結果では、しばしば養子の結果の方が

良い。養子もアイデンティティの問題

を持っているが、それについて両親と

自由に話すことができる。  

  

  

Q. 昨今、大勢の出生者の人が自分の経

験を語っています。非常にネガティブなも

のから、ポジティブなものまで幅がありま

す。どのような要因が関係していますか?  

Them Before Us は、母親や父親を失

い、傷ついた子供たちのためのスペー

スをぜひとも作りたい。大人の選択を

支持する声をどこに行っても見つける

ことができる。それに対し、もし傷つ

いた子供たちが Them Before Us に来て

自分の物語をシェアするなら、それま

で聞かれるチャンスがほとんどなかっ

た、沈黙を破る声になる。彼らは、も

し公の場で自分の真実の気持ちを吐露

すれば、家族や仕事を失うだろうと感

じている。  

さまざまな喪失のカテゴリーを通し

て観察した結果、一つの類似点は、多

くの場合、子供が痛みを受け入れるの

は、家を出て家族から離れて約 10 年た

った頃、または結婚するか、自分の子

供を持ってから。子供たちが家に住ん

でいる間は、当然、依存と防衛があ

る。しかし、家を去った後、両親が揃

っている他の子供たちが持っていて、

自分が持っていないものを直視する。  

DC コミュニティが、現在、声をあげ

るようになっている。コミュニティが

組織され、活発になってきている。  
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Q. 出生者で、声をあげて反対している人

はごく一部だとみることもできます。これに

ついてはどのような感触を持っています

か?  

本の最初に、「高くつく物語」という

序文の中で、そのことについて書い

た。どのように育てられたのか（同性

の両親、シングルマザー、離婚によっ

て片方の親と別れた）について話すこ

とのコストは何か？両親の決定が子供

にどのような影響を与えたか? 真実を

口にすること、それは、両親との関係

を維持したい場合、おそらく家族の夕

食のテーブルで話されることはない。

それに対して、オンラインで、匿名で

自分のストーリーを伝えることは、コ

ストが低い。  

この考えに反対を表明する人々（す

なわち、自分の育ちに満足している

人）は、自分の周りの人々からの愛と

肯定を強調する。そういう人は、喪失

感を感じる人よりも、失うものが少な

い。  

  

   

Q. ドナー・リンクシステムや遺伝子検査

は、出生者にとって救済策になりますか?  

donor-siblings と繋がることで、家族のよう

な親密性を経験することができますか?     

これについて個人的に話すことはで

きないが、書籍にはこれを列挙したセ

クションがある。ドナーきょうだいと

会うことを熱望している子供たちもい

る。しかし数十人ものドナーきょうだ

いがいることがわかって、圧倒される

こともある。遺伝的繋がりは子供にと

って重要で、それが商品化されること

で親と子は分断される。  

遺伝子検査は役に立つが、精子提供

は単なる取引で、その後、一切関係な

いと思っていた大人たちにとっては災

いだ。子供たちが医療情報やドナーと

の関係を求めて遺伝子検査に手を差し

伸べるとき、それは親にとって大きな

ショックになる可能性がある。  

Q.  国際機関の子どもの権利をめぐる動き

について、コメントはありますか?  

これについて具体的にコメントする

のに十分な専門知識がない。しかし、

この分野での議論の多くは「子どもの

権利」に関するものではないと思って

いる。実際には親の欲望だ。子どもの

権利条約（世界で最も広く批准されて

いる条約の 1 つ）を検討すると、生存

権と両親を持つ権利が書かれている。

これを 2 人の親を持つ権利と解釈する

人もいる（実際には誰でも構わない）。

しかし、これは単に条約を親の欲求に

合わせるものであり、本来の意図を無

視している。進歩的な家族の概念が、

そこに読み込まれようとしている。  

子どもの権利という言葉が偽善化す

るのを止めたい。親が望むものを手に

入れるために親の優先事項が密輸され

るような形で使用されるべきではな

い。  

  

  

Q. 子どもが欲しいという親の欲望をどのよ

うに抑制するべきでしょうか?  

性的指向に関係なく、大人は子供に

犠牲を強いるべきではない。これは、

不妊の問題を持つ人、同性愛者、結婚

生活に問題を抱える人、パートナーの

いない人にも当てはまる。色々な状況

の中で、常に誰かが困難なことをしな

ければならないが、なぜ最終的に子供

たちがその困難を引き受けなければな

らないのか？私たちがこの困難を子供

たちに負わせ、それを進歩と呼ぶのは

馬鹿げている。    

レズビアンの両親は父親の重要性を

認識し、積極的に父親にアクセスでき

るよう努めてくれた。どちらも父親の

代わりになろうとしなかった。両親は

父親の貢献を十分に認め、評価してい

た。時々、両親と違った意見を持つこ

ともあるが、自分の擁護活動について

家族の中で根本的な摩擦はない。  
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Q. 遺伝的つながりがなくとも共に生活して

いれば、家族であるとも言われます。親子

関係にとって遺伝子は最も重要なことでし

ょうか?  

それは最も重要なものではない。そ

れを定量化する方法はわからない。し

かし、自分が研究から知ったのは、生

物学的な親子のつながりが、子供を安

全で愛されていると感じさせるのに最

も効果的であるということ。統計的

に、彼らが安全で愛されている可能性

が最も高い場所は、結婚した異性愛者

のカップルの家。  

養親候補の親が養子縁組をする前

に、数か月のチェックと調整期間を取

る。しかし、これは、生殖補助医療を

使用する場合など、他の形態の非伝統

的な家族には当てはまらない。遺伝学

は最も重要な側面ではないが、統計的

に最大のセーフカードであるといえ

る。  

遺伝的つながりはまた、子供たちに

生物学的アイデンティティを与える。

DC に関する調査を見ると、多くの子供

たちがドナーについて知りたがってい

る。子供たちは、答えを得られない問

いを抱えている。  

  

  

Q. 精子提供で親になるレズビアンカップ

ルが増えています。そのようなレズビアン

カップルに育てられることは子供にどのよ

うな影響がありますか?  

複数のマイナス面がある：  

1) 子供は常に親の喪失というトラウ

マに苦しんでいる。この世への参

入はトラウマフリーではなかっ

た。これは、親の死、離婚、遺棄

や養子縁組を経験した人、精子提

供や代理出産などの生殖補助医療

を使用して生まれた人も同じ。  

2) 少なくとも 1 人の生物学的親が不

在である。  

3) 家庭におけるジェンダーバランス

の欠如。子供たちは両方の性別か

らの愛を切望する。そうでなけれ

ば、子供は母親/ 父親に対する渇望

を経験する。男性と女性は異なっ

ている。男女の違いは家庭で最も

強く示される。これらの生物学的

な違いは、ホルモンとそれらが脳

をどのように形作るかに関連して

いる。母親は安全性、公平性、細

かい技能に強みがあり、父親はリ

スクテイク、全体的な運動能力、

身体性などの分野に強みがある。

これは普遍的に観察される。どち

らかの親を持っていない子供は、

失われた親を渇望している可能性

がある。  

  

  

Q. 親が同性カップルで、DCに反対してい

る人はいますか?   

今まで、代理出産で生まれ、ゲイカ

ップルの父親を持つ人とは接触してい

ない。しかし、レズビアンの家庭で育

った人や精子提供によって生まれた人

なら知っている。 

自分の擁護活動について話すことが

できて嬉しい。生殖補助医療の使用に

必ずしも直接関係しないトピックにつ

いても話すことができたことに特に感

謝している。Them Before US は特定の

大人のグループに焦点を当てていな

い。すべての大人が子供のために犠牲

を払うべき。米国の家族の最悪の状態

は、主に同性カップルによるものでは

なく、異性愛者のカップルの失敗によ

るもの。  

 

 

(2022年 2月)  
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Ms. Katy Faust  

 

同性婚に反対する活動家。 

子どもの権利を守るために団体 Them 

Before US の創設者であり、ディレクタ

ー。自身の遺伝的母親と父親が離婚

し、その後、レズビアンの母親二人に

育てられた。 

 

 

著書 

 
 

K. Faust, S. Manning, R. George. Them 

Before Us: Why We Need a Global 

Children's Rights Movement. 2021 New 

York: Post Hill Press. 


